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霞ヶ浦にのぞむ ふるさと玉造



上 :「 こしき」 (井川芳男氏蔵) 下 :「 んヽまど」 (原遺跡出土)



発

刊

の

こ

と

ば

玉

造

町

長

坂

本

常

蔵

玉
造
町
は
、
霞
ケ
浦
と
北
浦
に
は
さ
ま
れ
た
行
方
郡
の
西
北
部
に
位
置
し
て
い
る
。

東
部
及
び
北
部

一
帯
は
海
抜
二
五
メ
ー
ト
ル
内
外
の
丘
陵
で
畑
作
地
帯
、
南
部
及
び
西
部
は
霞
ケ
浦
の
湖
面
に
沿

っ
て
水
田
地

帯
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
の
ほ
ゞ
中
央
を
梶
無
川
が
貫
流
し
て
い
る
。

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
当
町
は
、
早
く
か
ら
文
化
の
開
け
た
地
域
で
、
日
本
武
尊
を
は
じ
め
、
幾
多
の
伝
説

・
史
話
を
秘
め
て
い

る
。
ま
た
、
古
代
人
の
生
活
の
代
表
的
舞
台
と
し
て
、
「常
陸
国
風
上
記
」
に
詳
さ
に
記
さ
れ
、

「
万
葉
集
」
に
も
、
よ
く
詠
わ
れ

た
地
域
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
と
伝
統
に
満
ち
た
当
町
に
は
、
現
在
、
原
遺
跡
を
は
じ
め
、
六
〇
を
こ
え
る
遺
跡
が
あ
る
。
遺
跡
は
、
私

達
の
祖
先
の
生
活
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
遺
産
で
あ

っ
て
、
か
け
が
い
の
な
い
国
民
的
財
産
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
故
に
、
現
存
す
る
遺
跡
を
保
護
す
る
こ
と
は
勿
論
、
こ
れ
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
責
務
で
あ
る
。
同
時
に
、
私
た
ち
は
常
に
郷
上
の
繁
栄
と
住
民
の
幸
福
を
念
願
し
、
よ
り
よ
き
将
来
を
創
造
す
る
た
め
に
、

「
古
き
を
た
ず
ね
新
し
き
を
知
る
」
悔
の
な
い
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
た
び
の
発
掘
調
査
は
、
原
遺
跡
付
近
が
、
総
合
運
動
場
建
設
事
業
の
工
事
対
象
区
域
に
当
る
た
め
、
緊
急
に
実
施
し
、
記

録
に
よ
る
保
存
を
図

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
ゝ
に
、
発
掘
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
に
よ

っ
て
郷
上
の
歴
史
の

一
端
が
理
解
さ
れ
る
と
同
時
に
、
文
化
財
愛
護
の
た
め
に
、
十
分
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

念
願
し
て
止
ま
な
い
。

― ユー



発

刊

に

際

し

て

電

騒

育
長

　

渡

辺

正

則

「
常
陸
国
風
上
記
ズ

日
本
古
典
文
学
体
系
、
岩
波
）

の
行
方
郡
の

一
節
に

「
郡
よ
り
西
北
の
か
た
に
提
賀

の
里
あ
り
。
古
、
佐

伯
あ
り
き
。
手
鹿
と
名
づ
く
。
其

の
人
の
居
た
れ
ば
、
追
ひ
て
里
に
着
く
。
其

の
里
の
北
に
、
香
島

の
神
子

の
社
あ
り
。
社

の
周

の
山
野
は
地
沃
え
て
、
柴

・
椎

・
栗

・
竹

・
茅

の
類
、
多
に
生

へ
り
。
此
よ
り
北
に
、
曽
尼

の
村
あ
り
。
古
、
佐
伯
あ
り
き
、
名

を
疏
頑
吐
古
と
い
ふ
。
名
を
取
り

て
村

に
着
く
。
今
、
解
家
を
置
く
。
此
を
曽
尼

の
畔
と
謂
ふ
。
」
と
あ
り
、
同
書
は
、
玉
造
町

の
古
代
史
を
解
明
す
る
上

で
の
貴
重
な
よ
り
ど

こ
ろ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

さ

て
、

こ
の
た
び
発
掘
調
査

い
た
し
ま
し
た

「
原
遺
跡
」
は

「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
地
名
表
」

（
血

一
五
二
〇
、
茨
城
県
教
育

委
員
会
）

に
記
載
さ
れ

て
い
る
周
知
度

の
高

い
住
居
跡

で
、
今
か
ら
千
数
百
年
前

の
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
、

地
元

の
人
々
か
ら
長
者
平
と
し

て
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
所
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回

の
発
掘
調
査
に
よ
り
、

い
く

つ
か
の
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、

こ
の
台
地

の
利
用
は
遠
く
、
約
六
千
年
前
に
湖
る
こ
と
が
、
尖
底
深
鉢
形
土
器

の
尖
底
部
や
繊
維
土
器

の
出
土
に
よ
り
、

縄
文
早
期
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
判
明
し
ま
し
た
。

次
に
、
土
師
器
や
須
恵
器
が
多
数
出
土
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
以
前
よ
り
は
、
土
器

の
特
徴
に
よ
る
分
類
が
可
能
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
完
成
品
が
な
い
こ
と
や
、
住
居
跡
に
伴
う
も

の
か
否
か
明
確

で
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
時
代
比
定
は
、
後
日
の

調
査
報
告

に
依
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た

ゞ
事
実
報
告
と
し
て
、
若
干
、
言
及
す
る
な
ら
ば
、
土
器
で
は
、
土
師
式
上
器

の
編
年

で
、
鬼
高

・
真
間

。
国
分
式
に
比
定

で
き
る
杯

（
器
形
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
奈
良

。
平
安
期
を
中
心
に
し
た
時
代
に
生
活
が
営
れ
た
証
し
と
な
り

ま
す
。

そ
の
他
、
高
台
杯

（
土
師
）
と
Ｖ
字
状

の
口
縁
を
持

つ
甕
形
土
器

・
黒
色
土
器
も
出
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、

「
か
ま
ど
」

（
現
物
保
存
展
示
）

の
出
土
も
注
目

の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

発
掘
現
場

の
丘

の
上
に
立
ち
、
出
上
し
た
品
々
を
前
に
す
る
と
き
、
当
時

の
人
々
が
必
死
に
生
活
を
営
ん
で
い
る
様
子
が
目
に

浮
か
び
あ
た
か
も
当
時

の
生
活
の
中
に
い
る
よ
う
な
錯
覚

に
お
ち
い
り
ま
す
。
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な
お
、
末
尾
な
が
ら
、
本
発
掘
調
査
及
び
報
告
書
作
成
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
御
尽
力
を

い
た

ゞ
い
た
海
老
原
　
幸
　
先
生

の

御
熱
意
に
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
回

の
発
掘

の
た
め
に
、
快
く
御
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
地
元

の
方

々
や
関
係
諸
機
関

の
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
春

霞か

す

み

の
浦

を

行

く

舟

の

よ

そ

に

も

み

え

ぬ

人

を

こ

ひ

つ

つ
」

藤

原

定

家

（
新
後
撰
集
）

「 浦 の あ け ば の 」
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原

遺

跡

に

つ

い

て

目

海

老
・
原
　
幸

■
‥
・

７

次
発
掘
計
画

長
者
平

一
実
施
計
画

１
。
一長
者
平

２
．

集
落
群
跡

発
掘
の
経
過

一
、
は

じ

め

に

2.  1.

(3}(2)(1)

16 15 13 13.と 12:12 1

(3)(2)(1)

9777.717

tB I「  !  

―

二
、
原
遺
跡
の
周
辺
を
み
る

日

　

地

理
的

に

み

て

１
．

地

形

か

ら

み

て

手
賀

の
入
江

曽
称
の
入
江

２
．

地
質
か
ら
み
て

硼
　
泉
集
落
の
地
質

口
　

歴

史

的

て

み

て

三
、
発
掘
調
査
の
動
機

四
、
発
掘
経
過 行

方
台
地
の
特
色

□
　
谷
津
と
湖
岸
の
水
田́

農
業
用
水
と
長
者

古
墳
と
地
域
文
化

古
墳

の
分
布
と
集
落

常
陸
国
風
上
記
と
農
耕
文
化

伝
承
と
古
墳
時
代

0 9

ロ

2 10 117ワ
‘

六
、
土
器

（
生
活
用
具
）
の
い
ろ
い
ろ

9ロ

|五 |

0日  ｀

3. 2.・ 1:

29 29 26 24 23 22 21 21 19 19    18 18 17 17 17 17 17 17

住
居
跡

長
者
平

長

者

平

■

　

血

１

２
．

血

２

＆

　

血

３

原
遺
跡

１
．

血
１

２
．

竃
に

３
．

甑
に

集
落
群
を
み
る

古
墳
群

（
二
基
）

（
Ａ
地
区
）

の
遺
構

号
点

号
点

号
点

つ

い

て

つ

い

て

（
Ｂ
地
区
）

号
住
居
跡
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木
の
葉
の
圧
痕
の
あ
る
土
器

2.  1, 16. 15. 14. 13. 12. 11. 10. 9. 8。  7. 6. 5. 4. 3.  2.  1.

深 浅
い   とヽ

不こ不こ

73 73 73 46 45 45 37 36 36 36 36 36 36 35 35 35 3 5 34 34 34 34 34

四 三

ロ ロ ロ
2   1 5432

88 88 88 87 87 87 85 85 85 84 84 83 83 81 80 80 79 79 78 78 76 76 75 74

蛇
脚
付

上
が

上
師

須
恵

須
恵

須
恵

須
恵

須
恵

糸
切

脚
の

骨
壷

出
土

皿ま器
に

器
の

器
の

器
の

器
の

器
の

底付
け

と
蓋

土
器

七
、
唐
ケ
崎
長
者
に

つ
い
て

長
者
屋
敷

布
目
瓦

古

代

の

植

物

一
　

は
じ
め
に

野

原

幸

之

助

一
一　
古
代

の
自
然
と
人
間

の
生
活

須
恵
器
の
技
法
を
採
入
れ
た
土
器

蓋
の

「
ツ
て
と

模

様
甕

の
整
形

蓋
の
模
様

低
辺
部
の
整
形

方

五

照
葉
樹
林
と
は

古
代
の
身
近
か
な

風
上
記
や
史
記

食
糧
と
し
て
の

生
活
を
潤
お
す

み
ら
れ
る
植
物

食
事

に
関
す

植
物

な
ど

に

植

物

植

物
る
植

物

薬
用
植
物

食
用
と
し
て

住
居

の
材
料

生
活

の
ち
え

四

　

神

祭

と
植

物

固

　

自

然

を

友

と

し

１
　

万
葉

集

に

み

２
　

秋

の
七

草

３
　

春

の
七

草

肉
　
葉

底

土

器

に

み

１
　

出

土

す

る
植

２
　

本

の
葉

の
圧

泉

原

の
現

在

の
植

ロ

ボ

ン

ベ
イ

の
遺

口
　
泉

原

の
遺

跡

に

口
　

現
在

の
植

物

の

常
緑
照
葉
樹

食
べ
ら
れ
る

の
山
菜

・
野
草

と
し
て
の
植
物

と

し

て

ら て
れ
る
植
物

る

も

の

物
は

跡
を
尋

立

っ
て

姿
を
眺

が
多

い

本

の
実

ね

て

物
化
石
を
み
る

痕
の
あ
る
土
器

め

る
ｏ
山
菜
が
多

い
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76543

94 93 92 92 92 91 90 89 89

一ハ
　

結

び

日
　
お

爺

口
　
物

が

編
集
後
記

遺

跡

の
発

掘

に
参

加

し

て

民
間
薬
や
毒
草
の
な
か
ま
も
多
い

分
布
上
珍
ら
し
い
植
物
を
み
る

帰
化
植
物
が
今
ま
で
の
植
生
を
変
え
る

名
前
の
由
来
の
面
白
い
植
物

可
憐
な
野
草
は
ま
だ
残

っ
て
い
る

さ
ん
は
山

へ
柴
刈
り
に

栄
え
て
山
林
滅
ぶ

103

ψ工 u“囀口いい~

,,・
一

二
・

‐‐

峯 す
・
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原
遭
師
に
つ
阿
て

海
老
原
　
幸

一
、

は

じ

め

に

「常
陸
国
風
上
記
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
疏
称
毘
古
の
生
活
領
域
で

あ
る
「曽そ
尼れ
の
村
」
に
あ
る
、
一盈
報
華
ら・職
ぷ
際
の
調
査
で
あ
る
か

ら
、
次
の
点
に
留
意
し
て
調
査
し
た
の
で
あ
る
。

１
。

「常
陸
国
風
土
評
一の
行
方
郡
の
条
を
解
読
す
る
時
の
、
参
考
資

料
と
し
て
役
立

つ
こ
と
。

２
．

奈
良
時
代
ま
で
の
生
活
様
式
が
少
し
で
も
判
明
す
る
こ
と
。

３
．

提
賀
の
里

の
条
に
こ「草
木
は
柴
・
椎

・
栗

・
竹

・
茅
の
類
多
く

生
え
る
凶
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
植
生
状
態
と
今
の
植
生

を
比
較
し
て
、
植
物
の
変
移
な
ど
を
み
る
。

４
　
生
活
用
具
の
上
器
類
を
緻
密
に
調
査
し
て
、
特
色
を
把
握
す

Ｚ
Ｏ

。

５
。

曽
尼
地
方
の
文
化
程
度
を
判
明
さ
せ
る
。

二
、
原

遺

跡

の
周

辺

を

み

る

日
　
地
理
的
に

ょ
　
地
形
か
ら
み
て

硼
　
行
方
台
地
の
特
色

行
方
台
地
は
、
西
か
ら
東
北
に
流
れ
て
北
浦
に
注
ぐ
巴
川
に
よ
っ

て
、
鹿
島
台
地
と
茨
城
台
地
に
画
さ
れ
、
更
に
♂

陸
国
風
土
配
花

在

る

「
無
梶
河

（
梶
無
川
）
」
が
、
茨
城
台
地
と
の
境
界
に
な

っ
て
い

ＺＯ
。

浦

へ
の
距
離
を
み
る
と
、
分

・
榎
本
よ
り
新
原
に
か
け
て

台
矢
幡
か
ら
古
高
に
行
く
の

点 地  で 通 水  の と が 島
在 に 霞 あ り 嶺 こ 古ち高 356で 従

を 奨 各
亀 ど 驀 警 尋

れ
基

k分
て

地 落 の  こ 方 の 387り 卒 水 行
域 が 湖  か 台 地 れ ｀

塚 嶺 方
も 構 岸  ら 地 点 と こ が 部 台
見 成 線  東 の か な れ 33.6の 地
ら さ は  寄 西 ら つ よ η 標 は
れ れ

｀  り 寄
｀

て り
｀

高
｀

る て 単  に り 北 い 東 弘 は 北
°

お 調  走 を 浦 る 部 農
｀

浦
り で  つ ｀

と
°

に 社 上 と
｀

変  て 上 霞  ず で 山 霞
″く 化
い 1こ

水 乏
田 し
地 い

帯 が
1こ   

｀

は 湖｀
岸

農 の

家 微
の 高

｀
山 ケ  れ 341で ケ

て η 34.2浦
台

｀ 用 の

矢 麻
｀

間
幡 生 榎 に
で 町 本 突
400の で 出
力 新 333し
｀

原 η た

潮 で
｀

一

来 370原 大
町 η 山 半
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梶

無

42kTRぢ 勲

席

山
―
Ｉ

Ｖ
雹
盈
引
新

原

血 1図  行方台地の引水
分
水
嶺
と
湖
岸
の
距
離
が
如
臨
以
内
で
あ
る
か
ら
、
樹
枝
状
の
谷

津
が
発
達
し
て
、
湧
水
は
西
南
西
に
流
れ
て
い
る
が
、
谷
津
と
湖
岸

沖
積
地
に
、
早
く
よ
り
水
田
が
開
発
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
用
排
水
路

の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。

東
側
の
台
地
は
、
分
水
嶺
と
北
浦
の
間
が
陶
臨
も
あ
る
か
ら
、
樹

枝
状
の
谷
津
も
発
達
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
の
排
水
路
と
し
て
の

川
も
造
成
さ
れ
、
川
日
は
入
江
の
頭
部
に
在
り
、
ラ
ッ
パ
状
の
入
江

が
在
れ
ば
、
必
ず
入
江
の
頭
部
に
小
川
が
開
口
さ
れ
て
い
る
。
武
田

川

・
山
田
川

・
蔵
川
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

南
々
東

の
流
路
が
途
中
か
ら
東
寄
り
に
変
り
、
各
所
か
ら
の
水
を

集
め
て
、
北
浦

の
入
江
に
放
出
す
る
の
で
あ
る
。
入
江
と
小
川
が
、

行
方
合

地
東
部

の
特
色

で
あ
る
。

麻
生
か
ら
延
方

に
か
け
て
の
間
は
、
麻
生

の
入
江

・
牛
堀

の
入
江

潮
来

の
入
江
も
あ

っ
た
が
、
早
く
よ
り
横
須
賀
が
造
成
さ
れ
て
、
集

落
が

つ
く
ら
れ
、
古
墳

の
築
造
も
さ
れ
る
に
至

っ
た
か
ら
、
湖
岸
は

単
調

で
あ
る
が
、
大
集
落
が
構
成
さ
れ
て
、
水
上
交
通

の
要
地
と
な

っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

水
路
は
、
夜
越
川

・
稲
井
川

の
様
に
南
流
し
て
い
る
の
が
多

い
。

Sp血 1 梶 無 チ||
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粋

泰   畠(せ

新
_ 日

市
′塙

山違手

血 2図  手賀,泉付近の地形図

等高線は 5m(1部 のみ)10m。 30m。 水深は-lm。 一郵m。 -5mを入れた。

ゴレは灌漑用水池の堤である。

買
―
―
”

豫

ヶ
瀬

ｍ

／∴

鬱
　
手
賀

の
入
江

手
賀

の
入
江

の
江
口
中
は
、
台
地
間
で
６２５

確
を
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
、

勤
の
等
高
線
は
、
台
地
間
を
直
線

で
結
ん
で
い
る
。

こ
の
等

高
線
は
、
手
賀

の
入
江
口
に
で
き
た

「
ス
カ
」

の
成
態
を
示
す
も

の

で
あ
る
。
須
賀

の
直
線

で
あ
る
の
は
、
湖
岸

の
微
高
地
が
、
平
穏
な

年
月

で
造
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
内
部
か
ら
の
流
水
な
ど

の
欠

損

に
よ
る
変
化

の
な
か

っ
た
こ
と
は
、　
ハ
ス
池

・
中
池
な
ど

の
農
業

用
貯
水
池
が
、
湧
水
や
降
雨
を
貯
水
す
る
調
整
池

の
役
割
を
果
し

て

来
た
か
ら

で
あ
る
。

集
落
は
順
調
に
発
展
し
、
集
落

の
名
称
は
横
須
賀

で
も
よ
か

っ
た

が
、
地
理
的
発
展
か
ら

「
宿
場
」
形
態

に
な

っ
た
の
で
、

「
宿
」

の

地
名
が
生
れ
、
更
に

「
新
宿
」
も
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

道
路
は
等
高
線

の
東
約

５０

紀
を
走
り
、

そ
の
左
右
が
集
落
地
に
な

り
、
台
地
集
落
と
船
津
及
び
南
北
集
落

の
中
継
地
点

で
あ
り
、
文
化

経
済

の
中
心
地
と
も
な

っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

硼
　
飴
口
称
の
入
江

曽そ
称れ
の
入
江
の
江
口
巾
は

５００
２
と
測
定
さ
れ
る
。
勤
の
等
高
線
は

道
路
に
沿
う
て
い
る
が
、
配
２
図
で
判
読
さ
れ
る
様
に
、
大
き
な
変

化
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を

「
ふ
じ
下
」
か
ら
順
次
に
み
る
と
、
道
路

か
ら
７５
η
も
離
れ
て
い
た
等
高
線
が
、
中
７５
η
で
７０
紀
も
接
近
す
る

の
で
あ
る
。
次
い
で
巾
５０
れ
で
１５０
解
も
西
に
突
き
出
し
、
更
に
巾
２５

η
で
‐２５
η
も
道
路
に
接
近
す
る
の
で
あ
る
。
等
高
線
は
再
度
、
巾
‐００
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協
長
さ

‐７５

加
も
西
に
突
き
出
し
て
、
更
に
鳥
名
木
台
地
に
向

っ
て
湾

入
し
、
道
路
に
１０

協
迄
接
近
す
る
と
、

３０

協

．
７５

η
と
離
れ

て

「
横

須
賀
」
に
入
り
、
接
続
す
る
宿

の
集
落

へ
と
向
う
の
で
あ
る
。

中
央

の
巾

２５

２
の
入
り

こ
み
は
、
最
近
迄

の
水
路

で
あ
る
か
ら
、

浸
食
流
出

の
結
果
と
み
ら
れ
る
。

勤
の
等
高
線
が
生
成
時
を
、

「
ふ
じ
下
」

の
７５

紀
か
ら
、

‐５０

η
●

‐７

η
の
中
央
部
と
、
鳥
名
木

の
７５

娩
を
結
ぶ
放
物
線
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
北
側

の
中

７５

紀
の
湾
入
と
、
鳥
名
木
側

の

湾
入
は
何

に
よ
る
の
か
。

鳥
名
木
氏
が
．
池

の
大
八

ツ
ロ
鰻
を
、
娘

の
仇
と
ば
か
り
に
射
殺

す
と
、
鰻
が
あ
ば
れ
て
池
堤
が
決
壊
す
る
、
雷
鳴
轟
き
豪
雨
と
な

っ

て
、
丘
は
崩
れ
人
家
も
流
さ
れ
た
。

こ
の
時

に
流
さ
れ
た
の
が

「
流

れ
権
現
」
や

「
高
須

の
松
」

で
あ
り
、

「
流
れ
」

の
地
名
も
残

っ
て

い
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

堤

の
決
壊
は
、
谷
津

国
に
築
堤
し
た
池
が

一
つ
だ
け
で
あ

つ
た
か

ら
、
集
中
豪
雨

の
た
め
に
決
壊
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
小
座
山
周
辺

の

谷
津
に
在
る
池
は
、
三
ケ
所
以
上
が
連
続
し
て
い
る
か
ら
、
豪
雨
に

な

っ
て
も
鉄
飽
水

の
心
配
は
な
い
の
で
あ
る
。

泉

の
天
竜
谷
津

の
場
合
は
、
池
堤
か
ら
朽
臨
の
上
流
に

‐０４
平
方

臨

の
集
水
地
域
が
あ
り
、
そ
の
他

の
水
と
合
流
し

て
、
谷
津
巾

５０

絶
か

ら
７５

確
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
堤

の
決
壊
は
当
然

で
あ

っ
た

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

曽
称
と
鳥
名
木

（
手
賀
）

の
争

で
、
曽
称
が
敗
れ
た
の
と
、
集
中

豪
雨
に
よ
る
池
堤

の
決
壊
が
、
物
語
り
と
し

て
伝
承
さ
れ

て
来
た

の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
地
質
か
ら
み
て

但
　
泉
集
落

の
地
質

榎韓嚇韓颯力ゝ行効考翻］３５．‐封ヒ螂・ィこ鱒］一
「標嚇胤Ｆ一・山「の勲蜘崎。」

朝勲に枷翔級ψ釧れ】い晦虐嫌巾脚鼓跡３４。］３５．』猟ｎつヵゝ“一

３５掏勲神脚判韓蟻離軒効鶴琳Ч］輔嘲秦鞠兼い犠巾僚鞠脇。

白‐こＴ麟［膀一段蜘胸時中広口瀾一韓静嚇洵↑］下ィこ―こ青榊髄鱒の。

輔

つ 質
勒
咄
御
駒
る
。　
こ
の
下
は
、　
標
恵
一１０

紀
近
く
ま
で
、　
砂
礫
層
に

く
て 「

４
♯
岬
附
峰
囃
け
棚
胤
朧
う
“
］
韓
獣
磯
『
御
れ

（ て
肺
識
傷
れ

）

に
長
者
屋
敷
が
あ
り
、
井
戸
が
在
り
湿
地

の
多
か

っ
た
の
は
、
宙
水

を
利
用
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
唐
ケ
崎

（
唐
ケ
崎
長
者
）

の
野
村
氏

は
開
拓
当
時

の
数
年
間
は
沢
に
丼
戸
を
掘

っ
て
、
溜
り
水
を
利
用
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
地
下

４０

η
の
深
井
戸
を
掘

っ
て
、

飲
料
適
と
毎
年
保
健
所
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
。
摂
氏
げ
美
味
な
水

を
生
活
用
水

に
使
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

長
者
平

の
地
層
写
真

で
、
表
土
と

ロ
ー
ム
層
下

の
三
層
は
粘
土
層

で
あ
る
。
平
坦
地

（
削
土
し
た
平
坦
地

で
あ
る
）
は
砂
地

で
あ
り
、
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こ
れ
に
接
す
る
崖

の
白

い
所
は
砂
層

で
あ
る
。

写血 1 長者平東北部の断面
血 3図 を参照 して見て下 さい

写血 2 分水嶺の東側 にある長沢池跡
ショウブ, ミツハギ等の水生
植物が多い

血 4図  長者平入 国の地層

血 3図 長者 平 の地層 図

ローム層 鮮褐色

粘質砂土

褐.白 .紅 色の互層

標 高

OC例 322

50

loo 31

150

30

標 高

Oc例
332

50

100 32

150

200 31

250

300 30

350

400 29

粘土 白色

ローム層鮮褐色

粘質砂土

赤褐色

砂層 白.青.黄.紅色の互層

以下淡褐色砂層
ローム層が流出 している。
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切
　
谷
津
と
湖
岸
の
水
田

助
の
等
高
線
か
ら
３０
π
ま
で
の
、
天
竜
谷
津

・
鳥
名
木
谷
津

・
う

ば
が
谷
津
な
ど
は
、
曽
称
の
谷
津
で
あ
り
、
水
田
と
な

っ
て
い
る
。

勤
の
等
高
線
か
ら
高
須
集
落
ま
で
の
水
田
地
帯
は
、
曽
称
の
湖
岸
と

み
ら
れ
る
。

谷
津
と
湖
岸
は
共
に
沖
積
地
で
あ
る
が
、
曽
称
の
谷
津
は
、
曽
称

谷
津
自
体
の
土
砂
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
曽
称
の
湖
岸
は
、
梶
無

川
が
多
量
に
流
出
堆
積
さ
せ
た
三
角
洲
に
、
曽
称
谷
津
か
ら
の
流
出

土
砂
が
合
体
し
た
も
の
で
あ
る
。

従

っ
て
水
田
耕
作
は
、
谷
津
の
開
田
に
始

っ
て
、
順
次
湖
岸
に
開

発
の
手
を
伸
し
て
い

っ
た
の
で
、

「
蒲
田
」
は
蒲
の
自
生
地
を
開
田

し
た
呼
び
名
で
あ
り
、
海
辺

・
海
辺
新
田
は
、
海
辺

つ
ま
り
湖
岸
の

新
田
の
意
で
あ
る
。

谷
津
田
の
耕
作
は
、
湧
水
で
等
高
線
働
位
迄
は
灌
漑
で
き
る
が
、

等
高
線
勤
か
ら
湖
岸
の
水
田
は
、
水
不
足
に
な
る
の
で
、
梶
無
川
の

水
を
引
く
、
谷
津
に

「
姥
ケ
谷
池
」
な
ど
を
設
け
る
必
要
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

築
堤

に
よ
る
農
業
用
水
池

の
建
設

・
用
排
水
溝

の
設
計
施
行
は
、

誰
が
中
心
に
な

っ
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
曽
称

の
長
者

・

唐
ケ
崎
長
者
達

で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

口
　
歴
史
的
に
み
て

１
　
農
業
用
水
池
と
長
者

「
常
陸
国
風
上
記
」
を
み
る
と

「
都
よ
り
西
北
に
、
提
賀
の
里
あ
り
。
古
、
佐
伯
有
り
、
手
鹿
と

名
づ
く
。
其
の
人
の
居
為
れ
ば
、
追
い
て
里
に
着
く
。
其
の
里
の
北

に
、
鹿
島
の
神
子
の
社
在
り
。
社
の
周
の
山
野
は
地
沃
い
、
草
本
は

椎

・
栗

・
竹

・
茅
の
類
多
く
生
る
。

此
よ
り
以
北
に
、
曽
尼
の
村
あ
り
。
古
、
佐
伯
有
り
、
名
を
疏
称

毘
古
と
日
い
き
。
名
を
取
り
て
村
に
著
く
。
今
、
駅
家
を
置
く
。
此

を
曽
尼
の
駅
と
謂
う
。
」

提
賀
の
手
鹿

・
曽
尼
の
疏
称
昆
古
は
、
唐
ケ
崎
長
者
や
井
上
長
者

と
共
に
、
其
の
他
の
豪
族
で
あ
り
、
指
導
者
で
あ

っ
た
か
ら
、
地
域

住
民
の
生
活
向
上
の
た
め
、
産
業
振
興
の
た
め
に
努
力
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

当
時

の
村
落
を
示
す
と
次

の
通
り
で
あ
る
。
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東
北
十
五
里
　
　
　
　
　
以
南

当
麻
の
郷
　
　
　
　
　
　
芸
都
の
里

・
鳥
日
子
　
　
　
　
　
　
　
　
・
寸
津
蹴
古

香
鹿

・
香
取
二
つ
の
神
子
の
社

・
寸
津
咄
売

以
北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
北
に

曽
尼
の
村
　
　
　
　
里
の
北
に
　
　
　
　
提
賀
の
里

・
疏
称
吐
古
　
　
　
香
島
の
神
子
の
社

　

・
手
鹿

曽
尼
の
駅
家
　
　
　
椎
栗
竹
茅

東 国
に 社 其

の
南
　
　
　
　
　
野
の
北
の
海
辺

田
の
里
　
　
　
香
島
の
神
子
の
社

・
古
都
比
古

（県
祇
）

以
南
に

相
鹿

。
大
生
の
里

波都武の野

血5図 f常陸国風土翌≦行方郡)に ある村落

|1             
・ 部族の長２

　
古
墳
と
地
域
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
基
は
、
径

初
か
ら
勤
の
小
円
墳

で
あ
る
が
、
東
側

の

一
基
は
径

２０

紡
高
さ
卯
余

の
大
円
墳

で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
方

百
里
街
道

（
鹿
島
街
道
）
の
東
側
で
、
戦
後
に
十
余
基
の
火
葬
墳

側
　
古
墳
の
分
布
と
集
落

を
、

６０
翻
～
９０
印
の
地
下
か
ら
発
見
ｔ
て
い
る
の
で
あ
る
。

逮
課
の納
郊

西
の
谷

田
を
治
る

椎
池香

島
に
向
う
陸
の
駅
道
な
り

西
に津

済

（行
方
の
海
）

曽
称
地
域
で
古
墳
の
分
布
を
み
る
と
、
西
南
部
の
台
地
末
端
部
に

ほ
う

と
ん

「
大
塚
古
墳
」
と
、

「
長
者
平
」
の
近
く
に

「
方
墳
群
」
が
あ
る
。

え

ん
ど

ん

泉
集
落
か
ら
愛
宕
神
社
に
行
く
山
林
中
に
、
三
基
の
小
円
墳
群
が
あ

２
０

。

集
落
の
東
方
で
百
里
街
道
に
近
い
所
に
、
八
基
の
円
墳
群
が
あ
る
。

桑
苗
を
定
植
す
る
の
に
、
機
械
で
穴
を
掘

っ
て
い
る
時
、
次
々
と

掘
出
さ
れ
た
が
、
完
形
品
は
少
な
い
し
、
壺
・の
中
に
は
灰
の
様
な
土

が
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

工
た

す

　

え

　

さ

残

っ
て
い
た
蓋
は
、
血
５７
図
の
須
恵
器
で
あ
る
が
、
話
を
総
合
す

る
と
土
器
の
色
な
ど
か
ら
、
土
師
系
統
の
壷
．で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
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形
は
円
筒
形
に
近

い
壷
で
、
蓋
が
全
部
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
判
明
し

て
い
な
い
。
円
筒
形
状

の
骨
壷
用
の
土
器

で
あ
り
、
土
師
系
統
が
大

半

で
あ
り
、
須
恵
器
も
あ

っ
た
の
か
、
在
る
物
を
利
用
し
た
の
か
わ

か
ら
な

い
。

問
題
は
、
火
葬
が
早
く
よ
り
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
壷

の
周

囲
に
は
、
粘
土

・
木
炭
が

つ
め
ら
れ
て
い
た
様

で
あ

っ
た
。

さ

ん
び
や
く

み
れ

三
百
峰
に
は
、
三

ツ
塚
と
呼
ば
れ
た
、
円
墳
三
基
が
あ

っ
た
。
三

百
峰
は
三
百

の
峰
か
、
三
白
食
が
三
白
峰
に
な
り
、
三
百
峰
と
な

っ

た
の
か
。
僧
食

の
三
白
食
に
発
す
る
と
す
れ
ば
、
三
白
食

の
人
々
の

居
た
峰
と
も
考
え
ら
れ
て
、
米
を
常
食
に
す
る
人

々
の
居
住
地

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
村
落
で
あ
る
が
、

「
曽
尼

の
村
」

の
区
域
は
ど
う
だ

っ
た
ろ

う
か
。
泉
に
続
く
台
地
上

の

「
諸
井
」
は
、
同

一
生
活
域
内

で
あ
る

か
ら
、
曽
尼
村

の

一
部
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
谷
津

の
北
方
台
上

に
在
る

「
ぶ

つ
た
い
し
」
は
、
縄
文
中
期
以
来

の
集
落

で
あ
る
が
、

古
墳
時
代
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
今
は
広
く

て
も
、
泉
か
ら
諸
井

に

か
け
て
の
台
地
を
、
　
目
日
尼
の
村
」
と
し

て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

次
に
疏
繭
毘
古

の
居
住
地
と
曽
尼

の
集
落
は
ど
こ
か
。

集
落
は
、
泉
か
ら
諸
井

に
か
け

て
の
平
坦
な
台
地
上

で
あ
る
と
み

て
、
そ
の
中
心
地
は
、
泉

の
原
遺
跡
で
あ
り
、
並
木
農
園
か
ら
北
部

周
辺

で
な
か
ろ
う
か
。

古
墳
が
東
部
と
西
部
に
在
る
点
か
ら
、
疏
繭
毘
古

の
居
住
地
も
、

集
落

の
中
央

で
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

泉の地名 と古墳血 6図
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閉
　
「
常
陸
国
風
主
記
」
と
農
耕
文
化

鹿
行
地
区
で
、
耕
地
関
係
の
記
事
を
み
る
と
。

鹿
島
郡
で
は
、

「
白
鳥
の
里
あ
り
。
古
老
の
日
い
し
く
、
伊
久
米
の
天
皇

（
垂
仁

天
皇
）
の
世
、
…
…
石
を
摘
い
て
池
を
造
り
、
其
の
堤
を
築
か
ん
と

し
て
…
…
得
作
成
さ
ざ
り
き
。
」

行
方
郡
に
は
、

「
田
の
里
と
名
づ
く
。
息
長
足
日
売
の
皇
后

（
神
功
皇
后
）
の
時
、

此
の
地
の
人
、
名
を
古
都
比
古
と
日
う
。
三
度
韓
国
に
遣
さ
れ
し
か

ば
、
其
の
功
労
を
重
み
し
て
、
田
を
賜
り
き
。
因
り
て
名
づ
く
。
」

「
石
村
の
玉
穂
の
宮
に
大
八
洲
所
叡
天
皇
と（

継
体
天
皇
）
の
世
に
、

人
有
り
、
箭
括
氏
麻
多
智
と
い
う
。
郡
よ
り
西
の
谷
の
葦
原
を
離
て
、

墾
聞
き
て
新
に
田
を
治
り
き
。
」

「
難
波
の
長
柄
の
豊
前
の
大
宮
に
塩
軒
天
皇

（
孝
徳
天
皇
）
の
世

み

　

ど
の
と
ら
じ

〓

ろ

に
壬
生
連
磨
、
初
め
て
共
の
谷
を
占
め
て
、
池
の
堤
を
築
か
し
め
き
世

「
其
の
地
を
鴨
野
と
謂
う
。
…
野
の
北
に
、

の
木
、
往
往
森
森
り
て
自
ら
山
林
を
成
せ
り
。

此
は
高
向
大
夫
の
時
に
、
築
く
所
の
池
な
り
」

白
鳥
の
築
堤
は
垂
仁
天
皇
の
頃
に
は
、
農
業
用
水
の
確
保
を
必
要

と
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
行
方
郡
に
も
祝
の
圧
痕
か
ら
考
え
て
、
築

堤
が
あ

っ
た
ろ
う
と
思
れ
る
。
神
功
皇
后
が
田
を
賜

っ
た
、
田
の
里

に
も
こ
の
頃
の
用
水
池
が
あ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

継
体
天
皇
の
頃
に
も
、
未
開
発
の
谷
津
が
あ

っ
た
の
で
、
開
拓
を

始
め
て
百
余
年
過
ぎ
て
、
谷
津
全
体
が
開
田
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
頃
に
は
、
湖
岸
の
開
発
も
進
ん
だ
ろ
う
か
ら
、
水
不
足
解
消
の
為

に
用
水
池
を
構
築
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
に

「
枡

の
池
」
も
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

粗
の
圧
痕
は
。

玉
造
町
小
座
山
出
土
の
須
恵
器
に

潮
来
町
潮
来
出
土
の
弥
生
式
土
器
に

潮
来
町
大
生
原
出
上
の
上
師
器
に

鉾
田
町
飯
名
出
土
の
土
師
器

神
栖
町
鳴
子
塚
出
土
の
土
師
器

神
栖
町
ふ
た
子
塚
出
上
の
土
師
器

（
１１
粒
）

5.  4.  3. 2.  1.

操

・
柴

・
鶏
頭
樹
斗

即
ち
枡
の
池
有
り
。
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焼
米
で
は
、
鹿
島
町
片
岡
台
の
郡
家
跡
よ
り
、
昭
４０
年
に
多
量
の

焼
米
が
検
出
さ
れ
た
。

鹿
島
郡
で
は
、
農
耕
石
斧
が
、
北
部
の
縄
文
中
期
遺
跡
か
ら
多
量

に
検
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
行
方
郡
で
も
、
農
耕
は
縄
文
の
む
か
し

か
ら
始

っ
て
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
水
田
耕
作
と
築
堤
が
盛
行
し
始

め
た
の
で
あ
る
。

団
　
伝
承
と
古
墳
時
代

八

ツ
ロ
鰻
の
伝
承
　
手
賀
小
学
校
の
郷
土
史
に
、

「
鳥
名
木
八

ツ

目
鰻
」
の
伝
説
と
し
て
、

時
は
元
亀
天
正
の
頃
と
か
よ
、
…
…
鳴
呼
姫
は
遂
に
取
り
喰
は
れ

し
な
り
。
此
の
池
に
長
く
接
め
る
悪
魔
八
ツ
ロ
鰻
の
た
め
に
…
…
…

娘
の
仇
報
い
で
置
く
可
き
か
と
…
…
…
長
さ
数
十
尺
も
あ
ら
ん
か
と

思
は
る
る

一
匹
の
大
八

ツ
ロ
鰻
が
…
鳥
名
木
城
主
大
に
悦
び
強
弓
に

矢

つ
が
い
…
…
真
額
深
く
射
込
み
た
り
。
四
苦
八
苦
悶
く
よ
と
思
う

間
に
、
狂
瀾
丘
を
洗
い
、
怒
涛
崖
を
持
ち
、
黒
雲
湧
き
豪
雨
降
り
電

光
閃
き
百
雷
轟
き
天
地
晦
瞑
た
り
。
…
高
堤
の

一
角
た
め
に
潰
裂
し
、

池
水
奔
流
山
を
崩
し
家
を
流
し
、
木
竹
人
馬
の
流
出
せ
し
も
の
算
な

し
。
…
…
躯
幹
大
に
し
て
其
の
ま
ま
運
び
去
ら
ん
術
も
な
け
れ
ば
、

断
ち
切
り
て
馬
も
て
運
ば
せ
け
る
に
、
実
に
其
量
十
三
駄
片
荷
あ
り
、

之
を
葬
り
塚
を
築
く
、
十
三
塚
と
て
今
に
十
三
個
の
古
墳
を
存
す
る

は
こ
れ
な
り
。

十
三
塚
は
、

血
２
図

の
地
名

で
、
十
二
の
古
墳
が
あ

っ
た
か
ら
、

「
十
三
塚
」
と
呼
ば
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時

の
八

ツ
ロ
鰻

の

首
は
、
血
６
図
に
あ
る

「
首
塚
」
に
葬

っ
た
の
で
あ
る
。

八

ツ
ロ
鰻

の
首
と
躯
体
を
別
々
に
葬

っ
た
こ
と
は
、
後
難
を
お
そ

れ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
首
塚
は

「
と
な
ぎ
谷
津
」

の
水
田

中

に
在
り
、
十
三
塚
は
手
賀

の

「
権
太
夫
池
」

の
東
南
台
地
に
あ
る

か
ら
、
何
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

八

ツ
ロ
鰻
と
は
、
曽
称

の
豪
族
で
あ
り
、
鳥
名
木
城
主
は
手
賀

の

豪
族

で
あ
る
と
み
れ
ば
、
両
者

の
争

で
、
曽
称
は
戦

に
敗
れ
た
の
で

あ
り
、
堤

の
潰
裂
は
防
禦
作
戦

で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

首
塚

の
在
る
所
は
、
鳥
名
木
地
内

で
あ
る
か
ら
、
戦
争
中

に
戦
死

し
た
、
手
賀

一
族

の
主
将

の

一
人
で
あ
り
、
十
三
塚
は
、
手
賀

一
族

の
古
墳
と
し

て
も
、
別
個

の
も

の
で
な
か
ろ
う
か
。

．
こ

ん

だ

　

ゆ
う

い
け

手
賀

の
豪
族
に
関
連
し
た
こ
と
で
、
手
賀

の
権
太
夫
池
と
北
浦
村

山
田

の

「
な
ぶ

つ
が
池
」
と
の
伝
承
が
あ
る
。
手
賀

の
郷
土
史
に
も
、

古
来

「
権
太
夫
池

に
大
蛇
接
め
り
。
山
田

「
難
物
池
」

の
大
蛇
と

夫
婦
に
し
て
、
彼
は
雌
な
り
。
と
あ
る
。

「
権
太
夫
池
」
と

「
な
ぶ

つ
が
池
」
は
、
同
盟
を
結
ん
で
い
た
か

ら
、
常

に
連
絡
し
合

っ
て
、
他

の
豪
族
に
対
抗
し

て
来
た
の
で
あ
る
。

「
な
ぶ

つ
が
池
」

の
鰻

（
地
元

で
は
鰻
と

い

っ
て
い
る
）
は
、
小

幡

の
豪
族
に
亡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
敗
れ
た
鰻
は
、
首
は
台
地

の
根

方

の
水
田
に
埋
葬
さ
れ
て
、
首
塚
と
い

っ
て
い
た
。

こ
の
首
塚
か
ら

は
、
直
刀

・
石
枕

（
滑
石
系
統

・
立
花
孔

一
一
・
京
都
大
学
蔵
）
土
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師
片
が
出
て
い
る
。
鰻
は
山
田
付
近
を
領
有
し
た
豪
族
で
あ
り
、
直

刀

（
三
振
と
伝
う
）
と
立
花
Ｈ
ケ
で
飾
ら
れ
た
石
枕
を
持

つ
権
力
者

で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、
手
賀
の
権
太
夫
池
の
大
蛇
も
、
手
賀
の
豪
族
で
あ
る
。

鳥
名
木
の
鰻
の
首
塚
も
ま
た
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
る
豪
族
の

一
員
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
何
れ
も
古
墳
末
期
頃
の
、
玉
造
町
、
北
浦
村

周
辺
の
情
勢
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
池
堤
の
潰
裂
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
て
、
豪
族
間
の
争
を
か
ら
ま
せ
て
、
面
白
く
粉
飾
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
発

掘

調

査

の

動

機

泉
集
落
は
、
「常
陸
国
風
土
評
一に
あ
る
「
曽
尼
の
村
」
に
該
当
す
る

か
ら
、
疏
称
毘
古
の
居
住
地
で
あ
り
、
領
有
地
域
で
も
あ
る
。
従

っ

て
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
、
古
墳
や
集
落
群
が
あ
る
の
で
あ
る
。

玉
造
町
で
、
町
営
総
合
運
動
場
を
、
長
者
平
か
ら
原
に
か
け
て
の

山
林
に
造
営
す
る
に
当
り
、
前
記
の
地
は
原
遺
跡
の

一
端
で
あ
り
、

長
者
平
は
、
屋
敷
跡
か
舘
跡
と
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
次
の
計
画
に
基

い
て
調
査
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
発

掘

経

過

出

　

発

掘

計

画

１
．

長

者

平

側

　

建

屋

の
配

置

と

構

造

を

み

る
。

確

　

広

場

の
状

況

を

み

る
。

側

　

正

門

と
防

禦

（
犬

走

り

。
土

塁

・
壕

井

戸

な

ど

）

を

み

る
。

つ
う

集
落
群
を
み
る
。

抜
根
あ
と
を
み
て
、
土
器
片
や
焼
土
か
ら
七
戸
が
想

定
さ
れ
た
。

新
設
道
路
の
側
に
、
方
墳
二
基
が
あ
る
の
で
、
調
査
を

計
画
し
た
。

実
施
計
画

実
施
が
大
中
に
遅
れ
た
の
で
、
工
事
の
進
展
か
ら
、
調

査
は
縮
少
さ
れ
た
。

3.

ロ

1.

(2)(1)
長

小 建 者

平 屋 平
地 裏
の の

不可 不」
用 用
度 度

②① を
突久 み
出保 る
部地

°

の

上
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昭

５７

５
‐４

昭

５７
５

‐５

昭

５７

５
‐６ ２

．

集
落
群
跡

側
　
駐
車
場
工
事
完
了
の
た
め
、
ト
レ
ン
チ

一
本
で
、
住

居
跡
二
戸
を
想
定
す
る
。

＆
　
方
墳
の
調
査
は
、
工
事
に
直
接
関
係
し
な
い
か
ら
、
放

棄
す
る
。

日
　

発

掘

経

過

る
。
長
さ
４０
傷
の
所
に
二
戸
想
定
し
、
他
は
削
土
後

の
盛
上
で
あ
る
由
に
つ
き
、
除
外
し
た
。

鍔
∽
は
粘
質
上
の
盛
上
で
、
駐
車
場
の
た
め
に
堅
め

て
あ

っ
た
。

血
３
で
、
住
居
跡
の
出
入
口
と
柱
穴
と
お
ぼ
し
き
も

の
を
検
出
し
た
か
ら
、
拡
張
準
備
す
る
。

終

日
掘
り
下
げ
る
↓
清
掃
す
る
。

血
１
号
住
居
跡

の
概
略
が
わ
か
る
。

血
‐４
区

～
血
１６
区

で
、
柱
穴
と
土
床
が
判
明
し
て
き

た
。

血
１
号
住
居
跡

で

上
側
壁
を

抑
位
残
し

て
、
掘
り
下
げ
る
。

２
，午
後
に
土
器
片
を
あ
げ
る
。

＆
側
壁

の
残
土
を
削
り
、
溝
も
出
す
。

４
土
床
を
清
掃
し
て
柱
穴
を
検
出
。

５
．出
入

国
の
削
土
を
す
る
。

１
．
カ

マ
ド
完
了
↓
実
測
す
る
。

２
．
一
切
完
了
し
た
か
ら
、
写
真
を
撮
る
。

３
．
血
２
号
住
居
跡
は
、
複
合

で
あ
り
、
削
土
さ
れ
て
い

る
た
め
に
判
然
と
し
な
い
。

長
者
平
の
削
土
残
地
に
三
区
設
定

血
１
　
　
胡
働
ま
で
下
げ
る
。

血
２
　
　
判
印
ま
で
下
げ
る
。

血
３
　
　
判
～
胡
印
ま
で
下
げ
る
。

降
雨

の
た
め
午
后
は
中
止
す
る
。

血
１
　
　
判
∽
で
土
器
が
出
土
す
る
。

血
２
　
　
望

印
で
地
山
と
な
り
、
土
器

の
小
片
数
ケ
検
出

血
３
　
　
瑚

朗
ま
で
下
げ
、
断
面
図
を
と
る
。
土
師

・
須

恵

の
小
片

の
み
。

若
妻
会
員
が

一
日
研
修

で
主
力
と
な

っ
た
の
で
、

Ｂ

地
区

の
集
落
跡
を
発
掘
す
る
。

１
．

Ｂ
地
区
北
寄
り
に
加
巾

の
ト
レ
ン
チ

一
本
を
設
定
す

昭

５７
５

‐７

昭

５７
５

‐８

昭

５７
５

‐９

2.3.
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昭

５７

５
２０

昭

５７
５

２‐

昭

５７

５
２４

昭

５７
．
５
。

２５
．

昭

５７

５
２７

昭

５７
６
３

昭

５７
６
４

１
．土
器
片
洗
を
す
る
。

２
．靱
痕
を
探
し
た
が
検
出
さ
れ
な
い
。

３
．葉
底
は
数
片
あ

っ
た
。
植
物

談
義
。

■
明
日
の
た
め
に
長
者
山
を
み
る
。

１
．原
遺
跡
の
実
測

２
．長
者
山
の
血
１
住
を
拡
張
す
る
。

土
器
の
出
土
状
況
よ
り
建
屋
跡
と
想
定
し
た
。

３
．午
後
三
時
よ
り
反
省
会

血
１
号
住
居
跡
の

「
カ

マ
ド
」
を
切
取
る
。

土
器
洗
い
―
拓
本
―
復
元
図
作
製

渡
辺
教
育
長
ら
と
、
磯
碁
・配
分
は
・μ
紗
辟
な
ど

の
調
査
を
す
る
。

堤

一
郎
氏
の
案
内
で
、
布
目
瓦
を
、
唐
ケ
崎

・
小
座
山

に
探
る
。

切
り
取

っ
た

「
カ

マ
ド
」
完
成
。

五
、
住

居

跡

日
　
長
者
平

（Ａ
地
区
）

長
者
平
は
、
西
に

「
う
ば
が
谷
津
」
、
東
に

「
天
竜
谷
津
」
、
前

は

「
鳥
名
木
谷
津
」
で
、
鳥
名
木
台
地
に
対
し
て
い
る
。
標
高
は
３０

η
以
上
が
主
で
、
Ｔ
字
形
の
台
地
で
あ
る
が
、
中
央
部
に
は
３３

用
の

Ｌ
字
形
台
地
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
建
屋
区
域
と
す
れ
ば
、

３‐

第
か

ら
３２
記
の
平
坦
地
は
、
長
者
屋
敷
の
広
場
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
入
日
は
泉
台
地
と
の
関
連
か
ら
、
東
南
部
の
突
端
、

３‐

協
の
等
高

線
に
囲
ま
れ
た
所
で
あ

っ
た
様
で
あ
る
。
こ
こ
は
巾
拗
高
さ
５０
∽
の

上
塁
跡
が
、
側
れ
ほ
ど
残

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
血
７
図
を
み
て

下
さ
い
。

平
坦
地
の
西
に
は
、
上
底
切
高
さ
９０
ｍ
の
上
塁
が
あ
り
、

２０
２
辺

に
は

「
犬
走
り
」
風
の
施
設
も
み
ら
れ
た
。
北
部
の
突
出
部
に
も
み

ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
血
８
図
の
断
面
図
で
み
る
と
、
軽

は
、
出
入
口
か
ら
泉

台
地
と
の
関
連
を
み
た
の
で
、
鞍
部
で
加
余
低
く
な

っ
て
、
長
者
屋

敷
の
正
門
に
登
る
の
で
あ
る
。

の

は

（
第
７
図
を
参
照
）
、
長
者
平
を
南
西
か
ら
横
断
し
た
も
の
で
、

最
高
部
が
建
屋
跡
、　
一
段
低
く
広
い
所
が
広
場
で
あ
る
。
出
入
国
の

正
門
は
、
南
東
部
に
あ
る
。

「
犬
走
り
」
も
み
ら
れ
る
。

堅

は
北
西
部
か
ら
み
た
も
の
で
、
建
屋
区
域
は
中
央
の
高
い
所
で
あ

り
、
広
場
は
前
庭
の

一
番
広
い
所
で
あ
る
。

「
犬
走

！
り
」
は
二
段
に
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な

っ
て
、

２０

印

．
２５

２
に
設
け

ら
れ

て

い
る
。

長
者
平
は
、
建
屋
区
域

の
調
査
が

で

き
な
か

っ
た

の
で
、
建
屋
遺
構
が
不
明

で
あ
る
が
、
長
者
屋
敷

で
あ
り
、
舘
構

え

で
あ
る
。

唐

ケ
崎
長
者
は
、
行
方
各
地

の
中
央

部
に
立
地
す
る
の
に
対
し

て
、
長
者
平

は
、
支
台
地

の
未
端
に
設
け
ら
れ
て
、

後
世

の
城

・
舘

の
立
地
に
似

て
い
る
。

血 7図 長 者 平 の 地 形 図

)1■玖ド縄

/N

輝
連
節

′
く
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ｍ
的
耀
‐２３
席
Ｗ
ｈ
Ｐ

血 8図 長 者 平 の 断 面 図

(1)CD

(2)EF

(3)AB
'ヒ

占」L"燻

口

　

長

者

平

の
遺

構

長

者

平

は
大

半

を

削

土

し

た

の
で
、

次

の
三
点

を

発

掘

し

て
み

た
。

血

１

沌

２

血

３
上
　
血
１
号
点
。

篠
、
雑
木
の
根
が
１０
∽
か
ら
‐５
印
あ
り
ヽ
低
い
方
は
地
山
の
ロ
ー

ム
層
に
な
り
、
土
師
の
小
片
が
数
個
検
出
さ
れ
た
。
高
い
方
の
土
は
、

暗
褐
色
で
あ
る
か
ら
、
胸
位
づ

つ
掘
り
下
げ
た
。

午
後
は
降
雨
の
た
め
に
中
止
。

原
遺
跡
の
調
査
終
了
後
に
、
南
に
ン
拡
張
し
て
、

４０
帥
下
げ
て
２５

翻
の
地
面
を
追

っ
た
。

大
壷
片
な
ど
の
出
土
か
ら
、
建
屋
裏
に
何
か
施
設
の
あ

っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
土
床
の
深
さ
が
１５
印
か
ら
２０
伽
位
で
あ
る
か
ら
、
軒

は
地
を
離
れ
て
い
た
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

建
屋
区
域
の
残
部
と
、

１０

印
位
低
い
所
の
接
点
を
中
心

に
、
設
定
し
た
。

（
血
７
図
参
照
）

地
７
図
の
、
等
高
線
の
３３

協
が
」
字
形
に
曲

っ
た
所
で
、

北
の
突
出
部
と
広
場
及
び
建
屋
と
の
関
係

・
久
保
地
と

の
関
連
を
み
る
た
め
に
、
発
掘
し
た
。

北
の
突
出
部
の
利
用
状
況
を
み
る
た
め
に
、
初
四
方
を

試
掘
し
た
。
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２
．

血
２
号
点

血
Ｈ
図
の
血
２
号
点
に
み
ら
れ
る
様
に
、
土
器
片
の
分
布
は
西
側

に
多
い
。
深
さ
は
３０
伽
～
４０
側
の
所
に
多
く
、

２０
ｍ
以
上
で
は
、
土

師
片

一
点
と
須
恵
片
の

一
点
だ
け
で
あ
る
。

４５
団
以
下
は
零
で
あ
る
。

住
居
跡
と
も
判
定
し
か
ね
た
が
、
土
師
片
が
３０
ｍ
以
下
に
多
い
こ

と
は
、
地
均
し
を
し
て
平
坦
地
を
造
成
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

土

形

胎

整

土
師
式
の
須
恵
器
が
あ
る
点
か
ら
み
る
と
、
長
者
平
の
名
称
通
り

に
長
者
関
係
の
建
屋
が
早
く
、
後
に

一
部
を
改
造
し
て
、
防
禦
施
設

を
持

っ
た

「
山
塞
」
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
こ
の
辺
は
、
連

絡
路
の
中
枢
的
地
点
で
な
か

っ
た
ろ
う
か
。

?a.lm

NQ 9図

砂質精

外側にロクロ条痕あり

郷部整形後に脚部を取付ける

日径 1 66 cln 総高 55 cm

脚径 7.6 cln 脚高 16 cln

全体に火が通っている

黄褐色

内部に腐蝕痕あり

焼 成

色

使用痕

写 h3 長者平 Ntx l号遺構出土
底径 1 9 CHの カメの底部 (土師器 )

向こうの一ケは不の口縁部片である。
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＆
　
血
３
号
点

血
‐２
図
の
血
３
号
点

の
上
器
深
度
図
で
、
土

器
片
は

一２０
印
ま
で
に
、

土
師
器
片
三
点
、
須
恵

器
片
二
点
と
、
縄
文
土

器
片

一
点
だ
け
で
あ
る

か
ら
、
建
屋
遺
構
は
考

え
ら
れ
な
い
。
若
し
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
泉
台

地
よ
り
物
は
低
い
か
ら
、

北
方
を
見
張
る
櫓
な
ど

の
あ

っ
た
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
。

血
１０
区

の
地
層
図

で
、

南
壁

の
地
層
に
は
何

の

変
化
も
み
ら
れ
な
い
。

西
壁
の
判
側
の
線
が
乱

れ
て
、
木
炭
を
含
む
黒

色
土
が
あ
る
が
、
上
の

焼
け
る
ほ
ど
の
燃
焼
は

な
く
、
埋
め
も
ど
さ
れ

て
い
る
。

血 10図  長者平血 3号地の地層図 57.5。 15

(南  壁 )

７
ガ
ゲ

／

壁(西
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■
◇

鮮一
◇

お

‘

鵡
ａ

1

測

ｎ
■
◇

■弱

‐86a翌

.‐
14

818

日
　
原
遺
跡

（
Ｂ
地
区
）

Ｂ
地
区

（
原
遺
跡
）
は
、
駐
車
場
造
成
の
た

め
に
、
削
土
し
た
上
で
東
側
の
傾
斜
地
を
造
り
、

其
の
後
を
盛
土
で
埋
め
た
の
で
、
残
る
１０
紀
余

も
表
土
は
な
く
な

っ
て
、
粘
質
上
の
盛
上
に
覆

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
北
側
に
寄
せ
て

巾
効
で
長
さ
４０
協
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
せ

め
て
住
居
跡
二
戸
は
、
検
出
し
た
い
と
思

っ
て

着
手
し
た
。

血
‐３
図

の
原
遺
跡

血
５
区

の
断
面
図
を
み
る

と
、
盛
上

の
層
が
よ
く
わ
か
る
。
表
上
を

ロ
ー

ム
層
ま
で
削
土
し

て
、
そ
の
上
に
盛
上
し
た

の

で
あ
る
。
黄

白
色
粘
土
層
は
、
長
者
平

で
み
る

と
Ｗ

縮
以
下
に
あ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
表
土

は
他

の
埋
立
に
使

い
、
粘
土
層
付
近

の
上
で
盛

上
し
た
の
で
あ
る
。

血
‐４
図
は
、

血
８
、

血
９
の
断
面
図
で
あ
る
。

判

∽
か
鵡

帥
は
、
表
土
を
削
土
し
た
上
に
盛
土

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
判
∽
辺
の
深
さ
の
住

居
跡
等
ば
、
土
床
の
確
認
と
柱
穴
を
検
出
す
る

程
度
に
終
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
血
５
号
区
か

ら
血
‐３
号
区
は
、　

・３０
帥
か
ら
羽
印
で
、
削
ら
れ

た

ロ
ー
ム
層
が
出

て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

No ll図 A地 区血 2号点の土器深度図 血 12図 A地 区血 3号点の土器深度図

鰺 ぃが
　
却υ

胡
●

お
　
　
　
　
Ｊ

Ｏ

ユ

／
ｔ

　
　
硝

θ

)‐e4

D7‐

40

A-35 ず
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血 13図 原遺跡血 5北壁断面図

(57.5.16。 高崎・ 渡辺 )

原遺跡醜 5号西壁断面図

(57.5.16。 高崎・ 渡辺)

血 14図 血 8.NQ 9の 北側断面図

(57.5。 16.高崎・ 渡辺)

馳 8の西側断面図

(57.516.高 崎・渡辺 )
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１
．

血
１
号
住
居
跡

血
１
号
住
居
跡
は
、

血
３
区
に
出
入
り
国
と
お
ば
し
き
土
層

の
変

化
が
検
出
さ
れ
、
小
柱
穴

の
ニ
ケ
も
適
所
に
み
ら
れ
た
の
で
、
住
居

跡
を
想
定
し

て
、
西
と
南
に
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。

血
‐６
図
の

「
土
器
片
出
土
状
況
」
は
、
血
１
号
住
居
跡

の
も

の
で

あ
る
。
分
布
状
況
を
、
平
面
的
に
み
る
と
、
西
側

の
抑
以
内
及
び
北

西
部
は
、
皆
無

で
あ
る
。
分
布
密
度

の
多

い
の
は
、
東
部
及
び
東
南

部
で
あ

っ
て
、
床
面
に
土
器
片
は
な
か

っ
た
し
、
破
損
し
た

一
ケ
体

分

の
上
器
片
も
、
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
道
具
を

全
部
持

っ
て
移
転
し
た
廃
屋
跡

に
、
数
年
後
か
ら
危
険
物
捨
場
に
し

た
の
で
あ
る
。

土
器
片
等
を
捨
た

人
々
は
、
東
側
に

居
住
し
て
い
た
人

々
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

住
居
跡

の
埋
り
方

を
、
土
器
片
数
か

ら
み
る
と
、

４０

翻

以
下
は
１０
片
、

３０

印
以
下
は
１１
片
、

２０

伽
以
下
は
１７
片

と
順
次
多
く
な

っ

て
、

側

師
以
下
は
２‐
片
と
最
多

で
あ
る
。

１０

帥
以
上
は
急
に
減
少
し

て
、

７
片
と
な

っ
て
い
る
。

１０

伽
以
上
と
い
う
の
は
、
当
時
と
す
れ

ば
、
平
坦
に
近
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

１０
帥
毎
の
％
を
み
る
と
、

１０
伽
迄
が
腑
％
、

２０
伽
迄
が
、

ｌＢ
％
と

一
番
多
Ⅸ
、
次
い
で
３０
ｍ
迄
が

２５７６
％
と
如
い
の
で
、　

・１０
帥
か
粥
期
伽

の
頃
が
猛
％
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
約
６０
％
占
め
て
い
る

５

の
で
あ
る
。

捨

て
ら
れ
た
土
器
片
を
類
別
す
る
と
、
土
師
器
片
が
５７
片
、
須
恵

器
が
９
片

で
あ
る
。
割
合
は
、
土
師
器

６３
％
に
対
し

て
、
須
恵
器
は

箭
％

で
あ
る
。
土
師
器

の
多

い
こ
と
は
、
当
時

の
生
活
用
具
と
し

て

の
土
師
器

の
占
め
る
割
合
が
、
大

で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
須
恵
器

の
少
な
い
こ
と
は
、
当
時
余
り
普
及

し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
須
恵
器
は
土
師
器
に
比
し
て
、
破
損
度
が

少
な
か

っ
た
の
と
、
大
切
に
扱

っ
て
い
た
結
果

の
表
れ
で
あ
る
と
推

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

原
遺
跡

の
血
１
号
住
居
跡
は
、
血
１７
図

の
通
り
で
あ
る
が
、
上

の

堅
さ
と
時
間

の
都
合

で
、
綿
密
な
調
査
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
概

況
を
述

べ
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

勁
四
方

の
雅
雄
が
解

で
ヽ
出
入

口
を
東
側
に
持

っ
て
お
り
、

「
カ

マ
ド
」
は
北
側
に
在

っ
た
。

東
側
に
在
る
出
入
回
は
、　
一
段
目

の
高
さ
は
２５

印
で
ヽ
二
段
目
は

地
表

で
あ
る
。
屋
根
は
径

仰
の
柱
四
本
を
、
桁
と
連
結
し
て
屋
根
組

を
造
り
、
茅
な
ど

で
屋
根
を

こ
し
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

室
内
に
入
る
と
床
面
は
平
坦

で
、

四
周

の
壁
面
と
の
間
に
溝
が
設

Nc1 15図  深度別土器片の割合

% 計 須恵器 土 師器

― -10

--20
-‐ 30

-‐40

-― -50
C知

/
10.60 7 2 5

31.82 21 3 18

25_76 17 2 15

16.67 1 10

15.15 10 1 9

66 9 57 計

100.00 13.64 86.36 %
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け
ら
れ
て
い
た
。
柱
は
四
本
で
、
南
側
の
二
本
は
径
３０
印
で
ぁ
る
。

北
側
の
柱
は
、

３０
ｘ
３５

・
３５
×
４５
の
柱
穴
で
あ
る
か
ら
、
径
３０
伽
余

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

室
内
で
は
、
南
側
に
三
ケ
の
穴
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
中
央
の
穴

を
棟
木
の
支
柱
と
み
る
か
、
株
を
受
け
る
支
柱
か
、
調
査
不
充
分
の

た
め
に
判
断
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

0楓

ｏ
■
師
霧

●

石

北
側
の
屋
外
に
は
、
八
ケ
の
穴
を
検
出
し
た
が
、
他
の
所
で
は
細

密
な
調
査
を
す
る
時
間
が
な
か

っ
た
の
で
、
不
明
で
あ
る
。

「
カ

マ
ド
」
の
あ
る
所
に
、
穴
の
列
が
あ
り
、

「
カ

マ
ド
」
の
後

は
壁
面
を
離
れ
、

「
カ

マ
ド
」
か
ら
遠
ざ
か
る
の
と
、
壁
面
か
ら
も

遠
の
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
屋
根
を

「
カ

マ
ド
」
か
ら
、
平
面
的

に
垂
直
的
に
遠
ざ
け
て
、
火
災
防
止
に
留
意
し
た
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

小
柱

の
穴
が
傾
斜
し

な
い
で
、
垂
直

で
あ
る

と
い
う

こ
と
は
、
軒
が

地
上
を
離
れ

て
い
た

こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の

で
、

５０

帥
か
７０

帥
位
軒

が
地
を
離
れ
た
と
推
察

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

隣
接
地

の
畑
を
調
査

す
れ
ば
、

こ
の
問
題
は

解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

」 5

血 16図  血 1住居跡 の上器 片 出土状況
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赤
Ｏ

声
Ｏぴ

ぴ９ｘ３
０

独
Ｏ

″
Ｏ

／

、
，
１
１

血 17図 B地 区血 1号住居跡

(昭 57.5,21.国 府田・ 石田・ 杉山)

日本生活文化史 2「庶民生活と貴族生活」

(河 出書房新社)よ り Sp No 2 血 1号住跡

(上方の階段上の所が,出 入日)
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２
　
竃

に

つ
い
て

血
‐８
図
は
、
原
遺
跡

血
１
号
住
居
跡

（
Ｂ
地
区
血
１
号
住
居
跡

で

あ
る
）

の

「
カ

マ
ド
」
で
あ
る
。

大
き
さ
は
５０

ｍ
四
方

で
、
高
さ
は
約

２０

印
で
ぁ
る
か
ら
、
小
さ
い

単
独

の
カ

マ
ド
で
あ
る
。

火
袋

の
広

い
の
と
、

「
上
が
ま
」
を
か
け
る
日
の
広

い
の
は
、
柴

を
燃

し
た
時
に
、
燃
焼
が
良
く
な
る
た
め
で
、
更
に
完
全
燃
焼
を
助

け
る
た
め
に
、
西
側
に
通
気
孔
を
開
け
て
あ
る
。

竃

の
火
袋

の
中
央
に
、

「
上
が
ま
」
を
受
け
る

「
土
柱
」
が
あ
る

は
ず
だ
が
、
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

「
上
が
ま
」
を
カ

マ
ド
に
か
け

た
時
、

「
土
が
ま
」
と
カ

マ
ド
の
間
に
す
き
間

の
あ
る
こ
と
は
、
煙

士
炎
が
出

て
燃
焼
が
よ
く
な
り
、

「
上
が
ま
」
全
体
が
加
熱
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
竃
は
、
最
近
ま

で
我

々
が
使

っ
て
い
た
、
土
竃

の
租
形

で
あ

る
。
最
近

の
は
、
大
ガ

マ
・
中
ガ

マ

・
小
ガ

マ
と
、
三
違
式

の
竃
が

多
か

っ
た
が
、
煙
出
し
は
無

い
の
が
普
通
で
あ

っ
た
。

焚
本
は
、
木

の
枝

（
松
杉
雑
木
）

・
落
葉

（
松
葉
杉
葉
）
な
ど
、

居
炉
裡
に
は
、
薪
か
木

の
株
な
ど
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
当
時

の
焚
木

は
、
焚
き

口
が
小
さ
い
か
ら
、
柴
な
ど
で
あ

っ
た
ろ
う
。

３
　
甑
に

つ
い
て

カ

マ
ド
が
あ
れ
ば
、
食
物
を
煮
た
り
蒸
す

の
に
、

「
上
が
ま
」
と

写血 4

B地区血 1号住居跡を南よりみる。
隅丸方形で、ヵマ ドが北壁に、出入日は東側に設けられてある。
北壁上の小穴は屋根を支える小柱のあ つた所、カマ ドの所は屋根
が 1段 と高 くなつていたようである。ヵマ ド後の柱穴は 1段 後の上
中にある。 (血 17図 参照)
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甑
が
必
要
に
な

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

縄
文
時
代
で
あ
る
と
、
大
き
な
ツ
ボ
か
深
鉢
に
物
を
入
れ
て
、
周

囲
で
火
を
焚
い
て
煮
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
炉
か
ら
竃
に
変

っ
て

来
た
の
で
あ
る
。

は

血
‐９
図
は
、
須
恵
器
の
甑
の
底
部
で
あ
る
が
、
こ
の
形
式
は
、
土

師
器
、
須
恵
器
に
み
ら
れ
る
租
形
的
の
も
の
で
あ
る
。
底
に
大
き
な

す

０

こ

孔
を
あ
け
、
側
壁
の
底
部
に
、
底
の

一
部
を
残
し
て
お
き
、
費
な
ど

を
敷
い
て
食
物
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

血
２２
図
は
、
土
師
器

（
諸
井
出
土
）
で
あ
る
が
、
持

つ
の
に
便
利

な
把
手
の
付
い
て
い
る
の
が
、
特
色
で
あ
り
進
歩
し
た
も
の
で
あ
る
。

血 18図 B点血 1号住居跡のカマ ド

(昭 57.5,19.海老原 )

? = l Pcn

精選銀雲母多量

底辺の外側は箆けず り (右か ら左に)

底径 10。 2伽
灰青色

良好

胎土

整形

色

焼成
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こ
れ
に
類
し，
た
も
の
で
、

「
土
な
べ
」
の
場
合
に
は
、
把
手
の
上

側
に
紐
を
通
す
設
備
を
す
る
が
、
火
炎
の
関
係
か
ら
、

「
土
な
べ
」

の
内
側
に
付
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

血
２０
図
と
血
２‐
図
は
、
須
恵
器
の
甑
の
底
部
で
、
甑
と
し
て
は
、

底
に
費
を
使
用
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
底
部
構
造
に

一
段
と

工
夫
の
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

配
２０
図
と
血
２‐
図
は
同

一
形
式

で
、
底

に
十
字
形

の
底
部
を
残
し
、

十
字
形

の
中
央

に
孔
を
あ
け
る
、
更
に
十
字
形
と
甑
側
壁
と
の
間

の

三
角
地
点

に
、
底
を
割
り
ぬ
い
て
孔
を
あ
け
る
の
で
あ
る
が
、

沌
２０

図
で
は
、
底
面
に
直
角
に
孔
を
割
り
ぬ
く
が
、

血
２‐
図

で
は
、
甑

の

側
壁

に
平
行
し
て
、
底
面
に
対
し
て
は
斜

に
到
り
ぬ
く

の
で
あ
る
。

両
者
を
み
る
と
、

血
２０
図

の
甑
は
、
側
面
に
底
面

の
残
り
が
な
い
、

租
形
的
技
法

で
あ
る
。

血
２‐
図

の
甑

で
は
、
底

面

の

一
部
が
側
壁
に
付

い
て
、
残
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
貨

の

一
端
が
か

か

っ
て
、
安
定
す
る
の

で
あ
る
。
従

っ
て
、

血

２０
図

の
方
が
古
く
、

血

２‐
図

の
甑
は
、
機
能
的

に
改
善
さ
れ
た
も

の
で

あ
る
。

甑

の
底
部
は
判
明
し

た
が
、
甑

の
全
形
が
不

明
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う

「
か
ま
」
も
不
明

で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
ら
は
今

後

の
調
査
研
究

に
ま

つ

ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

、 ,  ＼

＼/′

/

、ヽ       ,́,… ……Ⅲ

9 1 = ,cm

胎土  精選微細銀雲母含有

整形  中央の孔は,底内より0。 2C伽せまい

周囲の孔は,直に近い

残片の測定により作図 した

色   灰黒色

焼成  良

選I.I…購亜
=r_:::::熙

血 20図
 =得

嘱話畢岳場:1善違睾手争
昼型≧≧=
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9  1  1  0しTR

l

:

血 21図 須恵器の「 こしき」の底の図 ロ

(昭 57.5.20,海 老原 )

胎土  精選微細銀雲母少量含有

整形  内部平滑,外部底辺近 くは箆削 りす る

孔 中央の孔は,内 部は外部 より0,6C煎 ひろい

周囲の孔は,内 部は外部 より0.8Caせ まい

色   灰青色

焼成  良好

(残片の測定によって作図す る)
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HR

血 22図  把手の付いた「 こしき」

胎土  精選

整形  外部 縦横 に箆みがき底あ り

内部 縦に箆みがき

口径 23.6∽ 高 さ 23.5帥

把手 巾 3.0～ 4,0∽ 厚 さ 4.0印

底径 外径 7.5伽 内径 6.5帥

焼成  良好

色   紅褐色

出土 地 諸井

血
１
号
住
居
跡

の
人
々

は
、
移
動
時
に
全
財
産
を

持

っ
て
行

っ
て
お
り
、
火

災

の
痕
跡
も
み
ら
れ
な
い

し
、

「
カ

マ
ド
」

の
使
用

も
短

い
様

で
あ
る
か
ら
、

な
ぜ
移
動
し
た
の
か
判
断

に
苦
し
む
も

の
で
あ
る
。
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六
、
土
器

（
生
活
用
具
）

の
い
ろ
い
ろ

泉
集
落
及
び
そ
の
周
辺
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
、
日
常
用
具
と
し

て
、
使
用
し
て
い
た
土
器
は
、
土
師
器
と
須
恵
器

で
あ
る
。

出
土
し
た
土
器
片
か
ら
、
特
色
あ
る
も

の
、
復
元
図
の
で
き
る
も

の
を
挙
げ
る
と
、
次
に
述

べ
る
様
な
も

の
で
あ
る
。

１
．

木

の
葉

の
圧
痕

の
あ
る
土
器

土
器
製
作

に
軸
転
を
使
う
の
は
、
弥
生
時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
土

師
器
製
作
に
当

っ
て
、
木

の
葉

の
裏

に
粘
上
を
お
い
て
、
作
製
す
る

技
法
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
縄
文
土
器

の
網
代
痕
―
弥
生

土
器

の
布
目
痕
に
続
く
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

血
２３
図
か
ら
血
２７
図
は
、
木

の
葉
痕

の
あ
る

「
葉
底
」

で
あ
る
。

器
種
は
、
底
径

７
．
０

帥
か
ら
８
．
５

伽
の
議

の
様

で
あ
る
。

血
２３
図
は
、
底

の
全
体
が
あ
る
の
で
、
木

の
葉
も
識
別
さ
れ
る
。

血
２７
図
は
底

の

一

部
分
だ
け
な
の
で
、
底
径

の
計
測
が
で
き
な
い
し
、
胴
部

の
立
ち
上

り
も
判
明
し
な

い
。
木

の
葉
も
、
葉
脈
が
太

い
だ
け
で
あ
る
。

（
こ

れ
ら
に

つ
い
て
は
野
原
幸
之
助

氏

の
項

囲
を
参
照
）

２
．

浅

い
不

血
２８

・
２９
図
は
、
浅

い
不
で
あ
る
が
、
血
２８
図
は
丸
底

で
あ
り
、

血
２９
図
は
平
底
で
あ
る
。
安
定
度
は
平
坦
で
あ
る
か
ら
、
平
底
が
普

及
す
る
と
共
に
、
両
者
に
脚
付
き
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

口
縁
部
が
薄
く
な
り
、
唇
に
当
る
日
唇
部
は
、
よ
り
薄
く
丸
み
を

持
た
せ
て
あ
る
。
丸
底
の
中
心
部
が
厚
い
の
は
、
安
定
を
良
く
す
る

た
め
に
、
重
心
を
こ
こ
に
お
く
の
で
あ
る
。

３
．

深
い
不

血
３０

．
血
３‐

．
血
３２
図
は
、
深
さ
が
浅
い
不
よ
り
仰
以
上
深
く
な

り
、
平
底
で
あ

っ
て
、
安
定
を
よ
く
し
て
い
る
。
浅
い
不
が
、
飲
み

物
を
飲
む
と
か
、
皿
に
使
う
な
ら
、
深
い
不
は
、
食
物
を
盛
る
の
に

よ
か

っ
た
の
で
な
い
か
と
思
う
。
口
唇
部
の
厚
い
の
は
、
飲
む
器
の

機
能
か
ら
、
盛
る
器
に
変

っ
た
証
査
で
あ
ろ
う
。

４
　
蛇

血
３３
図
は
、
深
さ
が
日
径

の
三
分

の

一
に
も
達
し
て
お
り
、

日
縁

部
が
外
反
し

て
薄
ぐ
な

っ
て
い
る
か
ら
、
飲
み
物
や
食
物
を
盛
る
の

に
、
利
用
さ
れ
た
様

で
あ
る
。

５
．

脚
付
皿

血
３４
図
と
血
３５
図

で
あ
る
。
脚
を
付
け
て
安
定
度
を
高
め
る
と
共

に
、
よ
り
美
的

に
飾

っ
た
の
で
あ
る
。

血
３５
図
で
み
る
と
、
底
部
か
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ら
緩
に
立
ち
あ
が

っ
て
い
っ
て
、
日
縁
部
で
円
を
描
い
て
、
内
側
に

伸
び
上

っ
て
器
形
を
し
め
し
て
い
る
。

製
作
枝
法
は
、
朝
幅
の
上
で
不
部
を
作
り
、
箆
で
粘
土
塊
か
ら
切

り
離
し
、
後
で
脚
付
け
の
部
分
に
二
条
余
の
沈
線
を
引
き
、
こ
こ
に

脚
部
を
取
付
け
た
様
で
あ
る
。

６
．

上
が
ま

竃
に

「
土
が
ま
」
を
か
け
て
水
を
入
れ
、
そ
の
上
に
甑
を
の
せ
て
、

底
に
費
を
敷
き
食
物
を
入
れ
て
、
ふ
か
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

「
土

が
ま
」
と

「
こ
し
き
」
は
、
組
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
土
師

の
こ
し
き
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
　
　
　
　
・

血
３６
図
か
ら
血
４０
図
ま
で
の
土
器
は
、
煤
が
付
着
し
て
い
た
り
、

下
部
が
焼
け
た
ゞ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、

「
上
が
ま
」
と
し
た
の

で
あ
る
。

甑
で
、
米
や
雑
穀
を
蒸
し
た
り
、
直
接
こ
の

「
上
が
ま
」
で
、
魚

員
を
煮
る
、
鳥
獣
の
肉
を
煮
る
、
山
芋
を
煮
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て

「
土
が
ま
」
の
破
損
率
は
、
多
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

７
．

土
師
器
に
、
須
恵
器
の
技
法
を
採
り
入
れ
た
上
器

血
４‐
図
の
巾
広
の
平
行
押
型
文
、
血
４３
図

・
血
４４
図
も
類
似
の
押

型
で
あ
る
。
血
４２
図
は
、
巾
広
の
押
型
を
等
間
隔
に
削

っ
た
様
で
あ

玄０
。

土
師
器
の
各
器
形
に
、
須
恵
器
様
の
押
型
文
を
付
け
て
い
る
が
、

焼
成
は
土
師
器
の
や
き
方
で
あ
る
か
ら
、
須
恵
風
の
上
師
器
で
あ
る
。

新
し
い
須
恵
器
文
化
を
採
り
入
れ
て
も
、
胎
土
と
窯
な
ど
の
問
題
が
、

未
解
決
の
頃
の
上
器
で
あ
る
。

＆
　
須
恵
器
の
蓋
の
ツ
マ
ミ

血
４５
図
か
ら
血
４８
図
ま
で
あ
る
が
、
形
が
美
し
く
て
使
い
や
す
い

「
ツ
マ
ミ
」
は
ど
れ
か
。
血
４７
図
は
、
指
が
滑

っ
て
摘
み
に
く
い
。

血
４８
図
は
、
血
４７
図
よ
り
は
良
い
が
美
的
で
な
い
。
血
４５
図
は
、
持

ち
や
す
く
て
、
形
も
美
的
で
あ
る
。

ツ
マ
ミ
に
も
、
工
夫
努
力
の
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

９
．

須
恵
器
の
模
様

須
恵
器
の
模
様
と
い
う
が
、
こ
れ
は
模
様
と
し
て
付
け
た
の
で
な

く
て
、
器
形
を
整
え
た
跡
な
の
で
あ
る
。

血
４９
図
は
、
粘
上
の
継
ぎ
目
を
横
に
な
で
て
、
そ
れ
か
ら
、
外
側

は
同
心
円
文
で
、
内
外
を
同
時
に
た
た
い
て
、
粘
上
の
厚
さ
を
均

一

に
し
め
た
の
で
あ
る
。

血
５０
図
は
、
外
側
に
同
心
円
文
を
残
し
て
、
内
部
は
使
用
目
的
か

ら
平
滑
に
し
て
い
る
。

-35-



１０
　
須
恵
器
の
甕
の
整
形

血
５‐
図
と
血
５２
図
は
、
厚
さ
と

「
そ
り
」
か
ら
み
て
、
甕
で
あ
る
。

血
５‐
図
の
表
面
は
、
同
心
円
文
で
無
雑
作
に
整
形
し
て
お
り
、
血

５２
図
は
、
平
行
沈
線
文
で
無
雑
作
に
整
形
し
、
内
部
は
血
５‐
図
よ
り

は
、
平
滑
に
し
て
い
る
。

血
４９

・
５０
は
壷

で
あ
る
か
ら
、　
整
形
も
外
観
を
美
し
く
す
る
様
に
し

た
が
、
血
５‐

．
５２
は
甕
で
あ
る
か
ら
、
　

実
用
的
に
整
形
し
た
の
で

あ
る
。
前
者
が
は
で
な
ら
、
後
者
甕
は
渋
い
模
様
で
あ
る
。
同

一
施

文
具
を
、
器
に
よ

っ
て
こ
の
様
に
使
い
わ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｈ
　
須
恵
器
の
蓋
の
模
様

血
５３
図
の
蓋
で
み
る
と
、
内
部
に
は
渦
状
の
魏
鑢
痕
が
残

っ
て
い

る
が
、
表
の
方
は
平
滑
化
さ
れ
て
、
朝
櫨
の
痕
は
薄
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
様
な
技
法
は
、
甕
の
場
合
が
同
様
で
あ
り
、
脚
付
皿
の
時
は
、

不
面
は
丁
寧
に
仕
上
げ
る
が
、
脚
内
に
か
く
れ
る
底
部
は
、
磨
き
を

か
け
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。

乾
　
須
恵
器
の
底
辺
部
の
整
形

血
５４
図

の
胴
部
は
、
押
型

で
た
た
い
て
整
形
す
る
が
、
底
部
近
く

に
な
る
と
、
あ
ま
り
目
に
付
く
所

で
も
な
い
か
ら
、
箆
で
削
土
整
形

し
て
、
甕
全
体

の
美
的
形
態
を
整
え
る
の
で
あ
る
。

左
か
ら
右
下
に
削

っ
た
痕
跡
が
あ
り
、
左
か
ら
右
横
に
削
土
し
た

所
も
み
ら
れ
る
。

・３
　
糸
切
底

朝
輻
の
上
で
完
成
し
た
器
体
を
、
粘
土
塊
か
ら
切
り
離
す
時
は
、

薄
い
箆
で
切
り
取
る
の
と
、
糸
で
切
り
取
る
方
法
と
が
あ
る
。

血
斑
図
は
、
糸
で
切

っ
た

「
糸
切
底
」
で
あ
る
。
小
物
は
こ
の
ま

ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
切
る
時
に
抑
位
粘
土
を
残
し
て
、
台
付
風

に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

‐４
　
脚
の
付
け
方

血
５６
図
は
、
脚
の
取
付
け
が
不
良
の
た
め
に
、
脚
部
が
脱
落
し
た

の
で
あ
る
。
拓
本
左
下
の
１
は
、
脚
を
付
け
る
た
め
に
、
付
け
た
沈

線
で
あ
る
。
こ
れ
は
沈
線
が

一
条
の
様
で
あ
る
が
、
普
通
二
条

つ
け

て
い
る
。
こ
の
沈
線
上
に
脚
部
粘
上
を
付
け
、
左
右
を
粘
土
糊
で
密

着
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

‐５
　
骨
壺
と
蓋

血
５４
図
で
、
蓋
は
実
測
図
で
あ
り
、
須
恵
器
で
あ
る
が
、
壺
は
昭

和
２５
年
の
開
拓
当
時
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
成
島
謙
二
氏
の
話
の
ま
ま
記

録
し
た
の
で
あ
る
。
多
少
の
誤
差
が
あ

っ
て
も
、
火
葬
墳
と
し
て
貴
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重
な
資
料

で
あ
る
。

（
海
老
原
　
幸
）

‐６
　
出
土
土
器
に
関
し
て
の
覚
え
書
　
　
　
　
　
一局

埜

栄

治

硼
　
は
じ
め
に

天
地
は
　
広
し
と

い
へ
ど
　
五
口
が
為

は
　
狭
く
や
な
り
ぬ
る

日
月
は
　
明
し
と
い

へ
ど
　
五
四
が
為
は
　
照
り
や
給
は
ぬ
　
人
皆

か
吾

の
み
や
然
る
　
わ
く
ら
ば
に
　
人
と
は
あ
る
を
　
人
並
に

吾
も
作
れ
る
を
　
綿
も
な
き
　
布
肩
衣

の
　
海
松

の
ご
と
　
わ
わ

け
さ
が
れ
る
　
檻
棲

の
み
　
一月
に
う
ち
懸
け
　
伏
鷹

の
　
曲
鷹

の

内
に
　
直
土
に
　
藁
解
き
敷
き

て
　
父
母
は
　
枕

の
方
に
　
妻
子

ど
も
は
　
足

の
方

に
　
囲
み
居

て
　
憂

へ
吟
ひ
　
竃
に
は
　
火
気

ふ
き
立

て
ず
　
甑
に
は
　
蜘
蛛

の
巣
懸
き

て
　
飯
炊
ぐ
　
こ
と
も

忘
れ
て
　
鶴
鳥

の
　
呻
吟

ひ
居
る
に
　

い
と
の
き

て
　
短
き
物
を

端
載
る
と
　
一不
え
る
が
如
く
　
楚
取
る
　
里
長
が
声
は
　
寝
屋
戸

ま

で
　
来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
　
か
く
ば
か
り
　
術
無
き
も

の
か
　
世

間

の
道
　
―
貧
窮
問
答
歌
部
分
―

（
角
川
　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
）

こ
の
歌
は
、
奈
良
時
代
を
中
心

に
生
き
た
官
人
そ
し
て
歌
人

で
も

あ
る
山
上
憶
良

の
作
品

で
あ
る
。
当
時

の
農
民
は
、

こ
の
長
歌

に
詠

ま
れ
て
い
る
よ
う
な
貧
し

い
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
毎
日
、

仕
事

に
精
を
出
し
、
真
面
目
に
働

い
て
も
、
ボ

ロ
衣
服
を
ま
と

い
、

壊
れ
か
か

っ
た
家
屋
で
地
面
に
じ
か
に
藁
を
敷

い
て
暮
ら
さ
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
。
ま
し

て
、
満
足
な
食
事
も

で
き
ず
、
役
人

の
税

の
取

立
に
涙
す
る
日
々
を
送

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

平出遺跡の復元住居

一 長野県塩尻市 ―
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私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に

「
万
葉
集
」
や
「常
陸
国
風
上
記
」
を
は

じ
め
と
す
る
文
献
か
ら
、
過
去
の
人
類
の
生
活

・
文
化
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
今
度
の
調
査

・
研
究
の
よ
う
に
、
考
古
学

あ
る
い
は
植
物
学
等
の
協
力
の
下
に
、
人
類
の
歴
史
を
再
構
成
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
土
に
埋
も
れ
た
文
化
遺
産
や
植
物
、
生
態
系

は
多
く
を
語
ら
ず
も
、
私
た
ち
人
類
の
歩
ん
で
き
た
長
い
道
程
を
実

証
し
、
真
実
を
見
極
め
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
が
畑
仕
事
中
に
拾
い
上
げ
る

一
片
の
土
器
、
あ
る
い
は

近
く
に
ひ

っ
そ
り
件
む
林

の
中

の
塚
等
は
、　
埋

蔵

文

化

財

で
あ

り
、
遺
物

・
遺
構
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
類
の
遺
産
と

し
て
貴
重
で
あ
り
、
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

切
　
疏
称
遺
跡
出
土
土
器
紹
介

疏
称
遺
跡
は
、
表
採
等
に
よ
る
遺
跡
分
布
調
査
か
ら
、
土
師
器

・

須
恵
器
の
散
布
が
広
範
囲
で
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
発
掘
調
査
に
よ

り
、
土
師
器

・
須
恵
器
を
使
用
し
た
生
活
の
場
所
で
あ
る
こ
と
が
立

証
さ
れ
た
。

出
土
土
器
は
、
土
師
器

・
須
恵
器
が
大
部
分
を
占
め
、
他
に
は
、

縄
文
式
上
器
片
を
数
個
検
出
し
た
の
み
で
弥
生
式
上
器
の
存
在
は
認

め
ら
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
漁
猟
具
と
考
え
ら
れ
る
土
錘
が
六
個
体

発
見
さ
れ
た
。
土
師
器
で
は
、
不
形
土
器
、
蛇
形
土
器
、
罫
形
土
器

の
形
態
が
あ
り
、
須
恵
器
で
も
不
形
土
器

・
甕
形
土
器
が
あ
り
、
甑

底
部
と
考
え
ら
れ
る
土
器
片
も
検
出
さ
れ
た
。
出
土
し
た
土
器
の
多

く
が
、
小
片
の
た
め
、
規
格
等
に

一
貫
性
が
あ
る
か
否
か
断
言
で
き

な
い
が
、
調
査
区
Ａ

・
Ｂ
に
各
々
若
子
の
特
徴
が
あ
り
、
幾

つ
か
の

差
異
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
完
全
な
元
の
形
の
ま
ま
検

出
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
小
破
片
が
大
部
分
で
復
元
出
来

る
も
の
も
少
い
こ
と
か
ら
、
器
形
や
法
量
を
正
確
に
掴
め
な
い
。
ま

た
、
竪
穴
状
遺
構
あ
る
い
は
、
住
居
址
と
上
器
が
同
時
代
の
も
の
と

断
定
す
る
資
料
に
欠
け
る
た
め
、
土
器
か
ら
竪
穴
状
遺
構
や
住
居
址

の
時
期
を
比
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

長
者
平

（
Ａ
地
区
）

長
者
平
で
は
、
三
地
点
の
試
掘
墳
を
調
査
し
た
。
そ
の
中
で
最
南

部
に
位
置
す
る
第

一
区
地
点
に
於
て
住
居
址
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
状

遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

土
器
は
、
遺
構
の
床
面
に
近
く
偏
在
的
状
態
で
出
上
し
た
。
土
師

器
に
は
、
不
形
土
器

・
甕
形
土
器
が
検
出
で
き
た
。
不
形
土
器
は
、

高
台
不
の
完
形

一
個
体
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
は
実
測
復
元
で

き
る
も
の
は
少
い
。
特
徴
は
、　
ロ
ク

ロ
水
挽
き
の
整
形
痕
が
あ
り
、

胎
土
に
は
砂
質
な
が
ら
緻
密
な
も
の
を
利
用
し
、
内
面
が
丹
念
に

ヘ

ラ
み
が
き
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
内
面
黒
色
の
上
器

と
そ
う
で
な
い
も
の
に
大
別
で
き
る
。
甕
形
土
器
は
、
日
縁
部
か
ら

頸
部
に
か
け
て
の
小
片
が
ほ
と
ん
ど
で
、
胴
部
や
底
部
を
伴
う
も
の

が
な
い
た
め
、
全
体
の
形
態
構
造
を
把
握
で
き
な
い
が
、
全
体
的
に

薄
手
で
焼
成
は
良
く
、
日
縁
部
か
ら
頸
部
に
か
け
て
特
徴
を
持

つ
。
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①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

分
類
す
る
と
、
口
縁
部
に
沈
線
状
の
Ｖ
字
溝
を
有
す
る
も
の
と
、
Ｕ

字
状
の
二
段
口
縁
を
成
す
も
の
ス
メ
る

い
は
前
記
の
特
徴
に
加
え
て

頸
部
に
明
瞭
な
凹
部
を

つ
く
り
、
段
状
に
し
て
胴
部
と
区
分
す
る
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
溝
は
、
横
ナ
デ
整
形
の
際
あ
る
い
は
そ
の
前

行
程
で
工
具
等
に
よ
り
削
り
と

っ
た
所
産
と
思
わ
れ
る
。
須
恵
器
で

は
、
不
形
土
器

・
蓋
形
土
器
の
破
片
や
甑
の
底
部
小
片
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
平
底
蛇
状
を
呈
す
る
不
形
土
器
は
、
長
者
平
に
散
布
が
多

く
み
ら
れ
、
青
灰
色
で
体
部
内
外
に
数
条
の
波
状
起
伏
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
甕
胴
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
上
器
片
に
は
、
胎
上
が

小
石
を
含
み
粗
く
赤
褐
色
を
呈
す
も
の
が
あ
る
。
こ
の
表
面
部
分
は

須
恵
器
質
で
あ
る
た
め
、
須
恵
器
製
作
技
術
の
未
熟

（
焼
成
不
良
等
）

に
よ
る
も
の
か
、
意
図
的
行
為
に
よ
る
製
作
か
は
、
窯
跡
の
発
見
や

実
験
に
よ
る
立
証
を
待
ち
た
い
。

原
遺
跡

（
Ｂ
地
区
）

ト
レ
ン
チ
発
掘
を
企
画
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
部
分
的
な
発
掘
に

止
め
た
。
こ
の
地
区
は
、
上
層
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
は
客
土
に

よ
る
も
の
で
、
発
掘
区
が
整
地
の
た
め
部
分
的
に
撹
乱
を
受
け
て
い

た
。採

取
で
は
、
多
く
の
土
師
器

・
須
恵
器
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
発

掘
に
よ
る
遺
構
、
遺
物
の
検
出
が
期
待
さ
れ
た
。
発
見
さ
れ
た
第

一

号
住
居
址
で
は
、
床
面
上
層
で
土
器
が
不
規
則
に
散
布
し
て
お
り
、

土
器
製
作
の
時
期
差
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
流
れ
込
み
に
よ
る

埋
没
と
思
わ
れ
る
。
土
師
器
の
形
態
は
、
不
形
土
器
と
み
ら
れ
る
も

の
、
そ
し
て
甕
形
土
器
が
あ
る
。
不
形
土
器
は
、
日
縁
部
に
強
い
横

ナ
デ
に
よ
る
凹
状
の
帯
を
有
し
、
体
部
と
の
境
に
稜
を
持

つ
。
ま
た
、

丸
底
を
呈
し
体
部

・
底
部
を

、
ラ．
肖‐．
り．
で
整
形
し
て
い
る
。
蛇
形
土

器
は
、
不
形
土
器
と
同
様
に
口
縁
部
に
稜
を
有
し
、
丸
底
で
体
部

・

底
部
を

ヘ
ラ
削
り
に
よ
り
整
え
て
い
る
。
際
だ

っ
た
特
徴
は
、
内
外

面
と
も
に
黒
色
を
呈
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
る
。
長
者
平
に
於
る
黒

色
土
器
と
は
違
い
、
光
沢
は
あ
る
が

ヘ
ラ
磨
き
処
理
は
施
さ
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、　
ヘ
ラ
削
り
面
を
黒
色
変
化
前
に
ナ
デ

等
に
よ
り
整
え
た
と
み
ら
れ
、
削
り
痕
が
磨
滅
し
て
い
る
。
こ
の
黒

色
も
意
図
的
製
作
技
法
に
よ
る
付
色
と
思
わ
れ
る
。
甕
形
土
器
は
、

実
測
復
元
で
き
な
い
小
片
が
大
部
分
を
占
め
、
詳
細
な
特
徴
や
法
量

を
掴
め
な
い
。
（ぎ

一縁
部
は
、
長
者
平

（
Ａ
地
区
）
の
も
の
よ
り
厚
手

で
明
瞭
な
稜
を
持
た
ず
、
顕
部
か
ら
ゆ
る
や
か
に
口
唇
部
に
外
反
す

る
も
の
が
顕
著
で
あ
る
。
胴
部

・
底
部
等
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
詳
し
い
形
態
等
も
不
明
で
あ
る
。
須
恵
器
で
は
、
甕
形
土
器

・

蓋
形
土
器
等
の
小
片
が
出
上
し
た
。

（
注
）
①

‥
…
。

Ｐ４０
表
閉
　
　
Ａ２
を
示
す

②

…
…

同
右
　
　
　
Ａ．
を
示
す

③

‥
…
・
同
右
　
　
　
Ｂ２
を
示
す

④

‥
…
。
同
右
　
　
　
Ｃ２
を
示
す
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C知

重 類 出土地点
凶版
番号

法 重里 徴特

不
区
採

地Ｂ
表

A―
1

口径約 11.4
器 高  4_0

焼成良好.赤褐色.胎土質 にバ ラツキ
体部.ヘ ラ削 り          H

蛇
区
律

地
号

Ｂ
ｌ つ

と

口径 約 15,0 焼成良好 .黒色 .

体部ヘラ削り後ナデか Ｈ外
む
内

含
て

石
理

微
処

土
色

胎
黒

不
B地区
1号住 3

日径約 17.4 焼成良好。暗褐色.胎土微石含む
体部ヘ ラ削 り           H

不
区
穴

地Ａ
堅 4

国後 約 1 2.6 焼 成 長 射 .亦 褐 色 .

内面 ヘ ラ磨 き   黒 色 処 理 (内 ) H
lTh

区
穴

地Ａ
堅 5

口径約 13.2 焼灰艮好 .赤褐 色 .胎土 檄衝
内面 ヘ ラ磨 き   黒色処 理 (内 ) H

不
区
貨

地Ａ
堅 6

口 1杢 お〕14.2
器高  4.1

院 以 艮 射 .亦 偶 色 .

内面ヘ ラ磨 き   黒色処理 (内 ) H
罰台不

A地低
表 採 7

口 後

器高

０

５

５

５

院 成 長 貯 .育 狭 巴 .

―                            S

不
区
採

地Ａ
表 8

口僣ユЯ冊 14.0
器高約  3。 9

焼販艮好 .言火 色 .備土 日 ウ ンモ含 む
底部 ヘ ラ切 り.手調整        S

出土 土 器下 覧 表 (1)

(注)Hは 土師器、 Sは 須恵器を表わす。

出土 土 器 一 覧 表 (2)  単位 :C前

重 類 出土地点
版
号

図
番 法  量 特 徴

甕
区
穴

地Ａ
堅

B一
1

口径約 25.6
現高  2.9

焼成長好 .明 褐色 .頸部にカーボン付着
A,

甕
A地 迷

堅 穴 2

口径約 17.6
現 高  8。 1

院 以 艮 射 .灰 禍 色 .購土 長右 。日ウンモ宮む

A,

甕
A旭 迷
堅  穴 3

口径約 18.0
現 高  8.0

焼 阪 艮 貯 .赤 褐 色 .情土 微 右 多 い

Al

餐
A地 隊

堅  穴 4
国径約 21.2
現高  2.5

焼 灰 艮 貯 .赤 褐 色 .胎土 微 砂 含 む
Al

甕
A地 障

堅  穴 5

□径約 19,0
現高  7.0

焼 成 長 舛 .亦 褐 巴 .臆 土 似 角 奮 む

Bっ

甕
Ь犯 凶

1号住
C

1

焼 成 長 射 .亦 褐 巴 .購 土 倣 41奮 む

Ct

甕 迷
住

犯
号

Ь
ｌ 2

焼 灰 艮 好 。 赤 褐 色 .小砂 含 み 租 い

Cっ

甕 膝
住

犯
号

Ь
ｌ 3

焼成長好 。褐  色 .小石 多 く粗 い

C,

甕 膝
住

犯
号

Ь
ｌ 4

焼成長好 .赤褐色 .胎土 微砂含 む
C,

甕 区
穴

犯Ａ
堅 5

焼成長好 .褐  色 .長石.白 ウンモ含む
A,

甕 』
穴

犯Ａ
堅 6

焼 阪 艮 射 .71・ 血 カーボン何 看 .赤 褐 色

Aり

甕
A地 膝

堅  穴 7
焼 灰 艮 貯 .外 ralヵ ―ボ ン付 着 .赤褐 色

A9

甕
区
穴

地Ａ
堅 8

焼成艮好 .明 褐色 .胎土微砂 多 い

Al

甕 膝
穴

肥Ａ
堅 9

焼成長好 .赤褐色 。自ウンモ含み砂貿
B,

(注 )特徴 欄 Al～ C3は 日縁部形態 分類 R39参照

図版 ス ク リー ン トー ンは黒色処 理 を示す。
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図 版 A
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図 版IB
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図 版 C

5

引 ▼6

弱〒 8

弱――
r9

1  静
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団
　
そ
の
他
の
出
土
遺
物
―
土
錘
―

土
器
以
外
の
上
製
品
と
し
て
、
土
錘
六
個
が
出
上
し
た
。
遺
構
に

伴
う
も
の
が

一
個
で
、
製
作

・
使
用
時
期
は
決
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、
層
位
や
出
土
状
態
か
ら
見
て
、
土
器
類
と
ほ
ぼ
共
存
し
た
も
の

図 版 D その他 の上 製 品 (土 錘 )

/ 
「

＼ヽ
＼

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
形
態
と
数
量
比
は
、
大
玉
三
個

・
小
玉

一
個

管
状
土
錘
二
個

の
三
種
に
区
別

で
き
る
。
用
途
は
、
漁
具
と
し

て
の

性
格
を
持
ち
、
大
玉

・
管
状
土
錘
は
漁
網
用
、
小
玉
は
釣
糸
用
と
し

て
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

♀        〒ぬ
出 土 土 錘 一 覧 表

物

番号 形 態 法 量eの 、例
´

´
ぐ

重量
(′ )

そ の 他

玉 3.3X3.0 0.6 27.0
焼成良好.胎土ウンモ類含む

灰褐色          H
９

留 玉 3.OX2.0 0.5 16.0
焼成良好.胎土微砂含む

赤褐色          H

3 玉 2.6 X 2.3 0.5 14.0
焼成良好.胎土微砂含む

赤褐色  指痕有 り    H

4 玉 1.5× と。1 0.2 2.5
焼成良好.赤褐色

孔中心刻ヽ さい  H

5 管
⑬
1.9× 5.4

0.6 13.0
焼成良好.胎土緻密

黒褐色  孔は隋円    S

6 管
５５×

④
２．２

0.5 19.0
焼成良好.胎土黒ウンモ含む

明褐色  指痕有 り    H

(注)Hは 土師質, Sは 須恵質
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硼
　
末
尾
な
が
ら

前
述
し
た
よ
う
に
、
遺
構
の
検
出
や
遺
物
の
出
土
状
態
か
ら
で
は

時
期
比
定
は
で
き
な
い
が
、
実
測
復
元
し
た
土
器
か
ら
多
少
推
定
す

れ
ば
、
原
遺
跡
の
形
成
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
ま
で
朔
る
と
考
え
ら

れ
る
。
当
然
、
そ
れ
以
前
に
も
こ
の
地
が
人
類
に
よ

っ
て
生
活
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
古
墳
時
代
終
末
期
に
至

っ

て
集
落
増
が
み
ら
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
生
活
の
場
と
し
て
活
か
さ

れ
て
い
る
。
土
器
編
年
で
い
う
鬼
高
式
に
位
置
す
る
郷
類
の
検
出
を

み
る
こ
と
や
、
遺
跡
周
辺
に
分
布
す
る
群
集
墳
が
古
墳
時
代
終
末
期

の
生
活
を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
こ
の
地
は
、
真

間
式
そ
し
て
国
分
式

（
平
底
の
黒
色
処
理
土
器
等
）
に
編
年
的
位
置

す
る
土
器
を
利
用
す
る
人
々
に
よ

っ
て
繁
栄
を
見
た
の
で
あ
る
。

（
高
埜
栄
治
）

七
、
唐

ケ

崎

長

者

に

つ

い

て

１
．

長
者
屋
敷

「
手
賀
郷
土
史
」
に

長
者
屋
敷
趾
、
手
賀
村
字
唐
ケ
崎

に
あ
り
、
長
者
井

・
鐘
掛

松

・
茶
屋

・
桜
井
等
其
屋
敷
跡
内
に
存
す
。
但
鐘
掛
松
は
近
年
之
を

伐
採
せ
り
。

永
承
の
昔
、
行
方
郡
唐

ケ
崎
村

（
今

の
手
賀
村
内
）
に
、
山

口
四

郎
兵
衛
と
い
う
長
者
あ
り
。
世
に
之
を
唐
ケ
崎
長
者
又
は
曽
称

の
長

者
と
い
う
。
と
あ
る
。

唐
ケ
崎
長
者
屋
敷
は
、
北
浦
村
行
戸

の

「
唐

ケ
崎
」
と
玉
造
町
手

賀

の

「
唐
ケ
崎
」
に
、
ま
た
が

っ
て
あ
る
小
字
名

で
あ
る
が
、
郷
土

誌
に
あ
る
様

に

「
唐
ケ
崎
村
」
が
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ

の
当
時

「
小
座
山
」
が
ど
う
で
あ

っ
た
か
、
小
座
山
は
集
落
が
あ
り
、

布
目
瓦
も
出
土
し

て
い
る
か
ら
、
寺
院
か
豪
族
屋
敷
が
あ

っ
た
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
ケ
崎
長
者
は
、
小
座
山
周
辺
か
ら
行
戸
の

一
部
に
、
勢
力

の
あ

っ
た
豪
族

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

長
者
屋
敷
を
み
る
と
、

主
体
部
は
、
　
コ
生

戸
」

の
‐０４２
‐０４４
‐０５４
‐０５３
‐０５６
に
あ
り
、
東
西
が
約

‐００

協
、

南
北
が
約

‐２０

■
と

‐６０

２
と
か
ら
な

っ
て
い
た
様

で
あ
る
。
資
料

１
は

０５
の
野
村
八
郎
氏

の
記
憶
を
も
と
に
、
現
地

で
作
製
し
た
も

の
で
あ

ＺＯ
。
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５

３

‐０４
‐０５
の
部
分
は
、
巧
旬
位
の
谷
津
に
接
し
て
い
る
か
ら
、
生
活

・
用

水
を
得
る
の
に
便
利
で
あ
る
か
ら
、
炊
事
関
係
の
建
物
が
あ
り
、

０５

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

‐０４

・イこ

・イま沖
核
的
建
屋
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

５

３

３

３

‐０
‐０
‐２
４
の
部
分
は
、
二
の
丸
的
な
存
在
で
、
南
の
防
禦
に
当
り
、

鐘
掛
松

・
茶
屋

・
桜
井
は
、
こ
こ
に
あ

っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。

０‐０４
の
井
戸
は
、

「
長
者
井
戸
」
と
伝
承
さ
れ
て
、
丸
い
素
掘
り
井

戸
で
、
深
さ
は
勃
余
り
あ
り
、
年
中
か
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
付

近
の
開
拓
者
は
渇
水
期
に
な
る
と
、
皆
が
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

防
備
の
点
で
は
、
西

・
北

・
東
は
谷
津
で
あ
る
か
ら
、
南
の
防
備

を
す
れ
ば
要
害
の
地
で
あ
る
。

鹿
島
街
道
の
全
盛
時
代
は
よ
か

っ
た
が
、
水
田
耕
作
が
両
湖
岸
に

移
る
に

つ
れ
て
、
集
落
が
移
動
し
、
陸
路
も
湖
岸
に
転
じ
る
と
、
無

人
の
境
と
な
り
、
山
林
原
野
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

近
世
か
ら
再
開
拓
が
進
む
に
つ
れ
て
、
両
び
開
墾
さ
れ
て
、
今
は

畑
作
地
帯
と
な
り
、
鹿
島
街
道
も
開
拓
道
路
と
改
称
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

布
目
瓦
で
、
布
糸
の
本
数
を
み
る
と
、
跡

×
跡

・
隊
×
撚
と
い
う

数
値
が
、
胸
四
方
内
で
測
定
さ
れ
た
。
八
郷
町
の
瓦
は
、

１２
×
側
本

で
あ
り
、
鉾
田
町
塔
ケ
崎
の
は
、
■
×
撚
で
あ
る
。
鹿
島
町
片
岡
台

の
は
、
休

×
体
と
測
定
し
た
。

布
目
瓦

の
破
片
を
測
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
不
正
確

で
あ
る
が
、

八
郷

の
瓦
は
窯
跡
か
ら
で
あ
り
、
鹿
島
町
の
は
、
町
内

の
高
尾
崎

（
窯
跡
と
み
る
）

の
窯
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
ケ
崎

の
瓦
は
何

処
産

で
あ
る
か
、
糸
数
は
前
四
点

の
中
間
を
ゆ
く
も

の
で
あ
る
。

２
．

布
目
瓦

い

ん
が

布
目
瓦
の
出
土
と
あ
れ
ば
、
大
寺
院
か
官
衛
を
思
い
出
す
が
、
玉

造
町
で
は
、
唐
ケ
崎
長
者
屋
敷

・
井
上
長
者
屋
敷

・
小
座
山
遺
跡
な

ど
が
、
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

血
５８
図
か
ら
血
６０
図
の
三
枚
は
、
平
瓦
で
あ
る
。
縁
ケ
丘
の
神
子

田
三
男
氏
が
、
開
拓
時
代
に
採
集
し
た
も
の
で
、
今
は
貴
重
な
三
点

で
あ
る
。

血
６‐
図
は
、
砂
質
上
で
あ

っ
て
、
瓦
と
し
て
役
立

っ
た
か
ど
う
か

と
思
う
様
な
、
無
文
の
瓦
で
あ
る
。
　

　

　

　

　

（
海
老
原
幸
）
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〃
氏
氏
／
４
１
１
１

唐 ヶ 崎 長 者 屋 敷 略 図
57.8.8海老原

資料 1

脚
戦
劉
到
到
副
翻

1042

佃
　
　
伴

却

創

矧
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血 23図

9  , ?弧

精選微細白砂少量。微細銀雲母多量に含有
内部―なぜた糸痕多 し

外部―底部近 くは右から左に削土整形する
葉底

赤褐色

良好

白色細砂微細銀雲母含有
葉底 底径 7.2帥

内部に輪積痕あり
外部は右から左に削土する
淡褐色
良好
A血 1住

比
Ｌ
■
洋
〕

土
形

胎
整

色

焼成

江ａ
ｎ
∵
ｔ

胎土

整形

色
焼成
出土

-48-
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血 25図

色

焼成

胎土

整形

血 26区

精選 微細銀雲母含有

葉底 底径 8.4 Ctn

内部は平滑 ,外部に箆削り痕あり

褐色

良好

精選 微細銀雲母含有

葉底 底径 8.4 Ca

箆なでしている

紅褐色    !
良好
ANo l住

土
形
　
　
成
上

胎
整
　
色
焼
出

90TR

血 27図
胎土 白色細砂,微細銀雲母含有

整形 葉底 底径測れない

内部は指でなでる

褐色

良好

色

焼成
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血 28図
血 29図

胎土 精選 微細白砂少量
整形 内部は平滑に磨かれている

国縁部の厚さ初 ,巾 15翻で内外とも
に磨かれている

底は丸底で,削土整形 したままである  色
焼成

血 30図                   使用痕

Nt1 3 1図

胎土 精選 銀雲母多量

整形 ロクロ糸痕が内外にあり底は平底で

箆切りである

色  黒褐色

焼成 良好

使用痕 内部に班点あり

血 32図
色
焼成

血 33図

胎土 細白色石 銀雲母含有
整形 内外にロクロ痕あり

口径 10.6朗 ,日唇部1肋ふ くらむ
底径 9.4∽ ,高さ 4.3Cコ

色  白褐色
焼成 良好
出土 血 1住-7

色
焼成
使用痕

-50-

土
形

胎
整

り

選
部
痕
部
縁
あ
褐
好
部

精
内
り
外
国
立
赤
良
内

る

却難

舘
　趾笠

に
　
ほ
黒

三塁
　
　
肋
　
ｔ

多
り
】
し

蝉

口痕ぁ

，
中央ヵ
嬢
囃

色

細
ク
で
み
焼
褐

微

口
底
箆
素
赤

に
平
は
は
は

選
外
は
部
部
土
好

精
内
底
内
外
胎
良

土
形

胎
整

土
形

胎
整 誓夢口播系岳累属鑑,有

底は箆切 りである
青白色
良
腐蝕痕多し綿尺  9 写θ靴



血 34図

胎土  白色細砂多量
整形  ロクロ痕が内外と底部にあり
色   青色
焼成  良好
使用痕 残 らず

血 36図

白色細砂多 し
内部 ロクロ痕を消す外部にロクロ

痕あり
底は箆切 り左か ら右に廻る
青色
良好

微細金銀雲母 白色砂を含有
輪積みの痕がみられる。日縁部は外
反する。
粘土糊を塗布 している
赤褐色
良好
外部は焼けている―カマに使用か

血 35図

胎土
整形

血 37図

胎土
整形

色
焼成
使用痕

血 39図

色
焼成
使用痕

-51-

色
焼成

胎土
整形

色

焼成

使用痕

血 38図

白色細砂多量 微細金銀雲母含有
日縁部大きく外反する

粘土糊を塗布 して仕上げる

赤褐色
良

外部は焼けたゞれている。内部に

班点あリーカマに使用

胎土  白色細砂 微細銀雲母含有
整形  口縁部がK」 の字にな つて外反する

日唇部は 4肋の厚で立ちかげん
色   褐色
焼成  良好
使用痕 外部に煤が付着 している。焼ただれ

がある 土
形

胎
整 カ部

量
唇
　
る

少
口
　
い

母

，　
て

雲
し
　
し

銀
反

つ
布

細
外
立
塗

微
に
し
を

字
少
糊

　

り

量
の
ら
土

　

あ

膨
陶
郡

ｔこ粘

　

嫌

細
部
し
後
色
　
に

色
縁
反
形
褐
好
部

白
日
外
整
赤
良
内

縮尺



血 40図

胎土
整形

精選するも微細由砂 と銀雲母がみられる
日縁部外反する。内部は輪積痕二条がみられる

粘土糊を塗布 して横に|な でる    |

血 41図

O側

胎土  白色細砂銀雲母多量 に含有

整形  平行押形文で裏面を整形 し,底辺近 く 6 Cη は箆肖1り で整形する

内側 は腐蝕でひどい

色   灰褐色

焼成  良

使用痕 内部は腐蝕で落ちている。表にも落は くがある
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配 42図 曲
醐
闇
卸

土
形
　
　
成

胎
整
　
色
焼

白色細砂 微細銀雲母少量
押型文で整形 (表面)

内面は平滑
内外ともに黒色
良

精選 白色細砂少量 微細銀雲母含有
表―八条の押型文でかためる

長さ 3.5∽
裏―平滑である

量三否屠盈 
月台土―赤褐色

長者平 B点

配 43図

精選 微細銀雲母多量
表―頭部から縦に平行押型文を
裏―なでたゞけ

色   黒褐色
焼成  良好であるが,低温である。
使用痕 腐蝕あり,表にシミの班点あり

血 45図

血 44図

胎土
整形

色

出土

血 46図

帥
圏
側
剛
圏
騨

胎土
整形

胎土
整形

色

血 47図

爾印

胎土  精選 微細銀雲母多量に含有
整形  内部に渦巻のロクロ痕あり

外部に削り条痕あり
色   カマ ドより出土いる為か,焼けて

灰褐色である
焼成  良好
使用痕 腐蝕班点あり

配 48図

精選
粘土柱に渦巻糸痕を作り,適当の

長さに切り,不につけて「つまみ」
とする (指紋あり)

褐色

精選細白色砂含有
ロクロ痕が内外にに子から左に)ある
灰青色
良好

土
形
　
成

胎
整
色
焼

土
形
　
　
成

胎
整
　
色
焼

精選 微細銀雲母含有
内部にロクロ痕の渦巻あり

発智
1り 痕 佑 から左に廻う あり

    縮 足
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配 49図

土
形

胎
整

精 選
0   _3ca

表 縦の押型文に対 して
横に10条の線を引く―全面的か
縦の押型文ユI翻の長さ
内側 に同心円文がかすかに見られる
表―黒青色 内側一青色色

血 50図
血 51図

土
形
　
　
成

胎
整
　
色
焼

鍋

精選 微細銀雲母少量含有
外部は同心円(13円) 文で整形
内部はなでる

灰青色        
′

良好

土
形
　
　
成

胎
整
　
色
焼

精選 微細銀雲母少量
表―同心円 文
裏―無雑作 になで る
灰青色

良好
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血 52図

胎土

整形

♀,_!▼脚

精選 微細銀雲母多量

表 一 平行 線文 にて
疇蒻高

Cη

襲肇一―なで る

灰青色

24(3,阿

色

径

蜘 θ縦

血 53図

胎土  精選されてるが
,

細石少量 微細銀

雲母多量に含有
整形  内部にロクロ痕あ

り,身の内側に入
る隆線帯あり外部
の頂部は削土する

(右から左に廻転さ
せる)

色   灰青色
焼成  良好

`巧

雫を)

(弩毎)
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胎土

整形

色

焼成

白色細砂 銀雲母多量

表―平行押型文で整形,底辺近 く
内部 は腐蝕がはなはだ しい

灰青色

良

9 1 , P6揮

6伽 は箆削 り整形す る

離
練4■

鶏1単

=■
■ヽ A

Ⅷ I

IⅧ

攀導翌::ミ 嘲

Sq血 4 出土 したその他の上器類
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血 56図 血 55図

白色砂多し
ロクロ痕力渤 すゝかに残っている
内外ともに磨かれている
脚内の底部は整形 したままである

左か ら右に白点の見 られ るの は
ロクロの廻転方向を示すものである

脚の付け方
1.の 沈線は脚取付けをよくするもの
2.は糊粘土を付けたところ

暗青色
良好

骨 ツボの フタ (火葬墳 )

♀・=♀阻
白色砂少量含有

内部にロクロ条痕あり

底は糸切 り平底

灰青色

良好

日 縦

土
形

胎
整

胎土

整形

色

焼成

色
焼

血 57図

成

蓋 胎土
整形

り

ヽ
ヽ
ヽ

あ

マ

痕

ツ

条

，
い

口
り
低

ク
あ
が

口
痕
起

，条
突

有

で

口
の

合
滑

ク
央
　
　
か

砂
平

口
中
　
　
用

細
は
は
ミ
色
　
利

色
部
部

マ
青
好
物

白
内
外

ツ
藍
良
廃

成
用

色
焼
使

ツ ボ 形
色

葬法

基数

付近は箆削 りす る。

厚 さ 5翻位,日 径 15帥 位,底径 12伽 位,高 さ 30卸 位
褐色だ った
2尺か 3尺下 にあ り,周 囲に木炭を詰めてある。

桑苗を植えるのに機械掘 りを したので詳細は不明である。
10基位あったよ し (成 島幸男氏談 )

泉の番外地 (開 拓道路東 )出 土
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血 58図

い
■
″
ｈ

“卿士‐…
…
…榊

臨

―

≒

＝

１

１
ヽ
ｉ
～
，
上

上
１

■

……
…―

一
イ
ギ
ト
　
　
　
　
‐
●
”
」

胎土

整形

精選

表 布 目
裏 縄 目

暗青色

良好
唐ケ崎

成

上

色

焼
出
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配 59図

胎土

整形

色

焼成

出土地

9  .  .  lc徽

精選

表 布目

裏 縄目

灰青色

良好

唐ケ崎
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NQ 60図

♀  1  1 ♀θTR

No 61図

胎土

整形

色

焼成

出土

白色細砂少量

表 布目
裏 縄目

灰青色

良好
唐ケ崎

♀ ′・♀OTR

土
形
　
成
　
土

胎
整
色
焼
　
出

砂質土
二枚重ねた

褐色

良好
さわるとザラザラ落ちる

唐ケ崎
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血 62図 手賀竹の塙近付の略図と
ばばさき出土土器

ばばさき出土

(昭 29,4.3.飯 田忠治氏 )

西亜寺

みェ常
/豪

環
ぃ

一
猫
主
質

ぼ
り
う
『

二
齢
■
フ
Ｌ

須
患

↓
久
哩
丁
年
を
ュ
■
‘

孝

賀

獅
中

卸雅
″
積
稿

構
吾

　
．

か7
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写配 5 姥 ケ 谷 池 長者平の西側 にあ り,堤 を補修 して,鳥名木谷津の水田に

不け用 している。

写血 6 野原幸之助氏が採集 した植物を作

業員の人達 に説明 している。

長者平の血 1号区。 2紡 先は

削土 されて,崖 にな つている。

遠 くに白 くみえるのは霞ケ浦

その向は出島台地である。

写血 7
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写血 9 長者平血 1号 区の出土状況

左手の上器片 は,須恵器の

「 こしき」の底部片である。

(血 21図参照 )

写 NQ 10

原遺跡 B地 区の駐車場用地。

(東 )の方 に傾斜 している。

更に盛上 して堅めてある。

写血 8 長者平血 1号 区の出土状

況配 9図参照

右手は野球場, 左の白帯 は排水溝で,向 こうの森
30印 か ら100 Cm以 上削土 して,東 の斜面を作り,

写血11 若妻会員の一 日研修作業

私達の先租の生活をみるの

だと,夫婦で参加 した数組

もあった。

地層図作製 もや ってのけた。
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写血 12 諸井出上の「 こしき」

井川芳男氏所蔵 (血 22図参照 )

写血 13 原遺跡血 1号住居跡の上器片

出上状況 (沌 15図参照)

写血 14 血 1号住居跡の出土状況

(NQ 15図参照) .
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写血 15血 1号住居跡の「カマ ド」か ら

須恵器の蓋が出て来た

写No 17 西側か らみた「カマ ド」

小さい孔は通風孔である

写血 16 正面か らみた「カマ ド」
NQ 18図 を参照 して下さい
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写血 18

資料 2

長
者
屋
敷

（
玉
造
町
蔵
の
航
空
写
真
）

自
線
は
土
塁
。
黒
線
は
壕
で
あ
る
。
下
図
と
対
比
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

中
央
の
道
路
は
開
拓
道
路

（鹿
島
街
道
）
。
手
前
の
池
は
大
清
水
池
で
す
。

薄 ち

昭 37.4.4.読 売新聞

長者や しき (井上長者囲輪 )

出土器

1.カ ワラケ (土師 )

2.須 恵器

3.布 目瓦

.び
ヾ

ノ
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写NQ 19原 遺跡の方墳 (血 1号 )

1辺が5.2宛  高 さ1.2陀 。

墳丘上の三角柱 に

宝永四亥天五月廿三 日

奉修廿三
棗解

。
}と ある。

写 NQ 2と 天の宮貝塚 (手賀の竹の塙 )

A.Bのニケ所あ り,縄文中期

の貝塚

写血 20 原遺跡の方墳 (Na 2号 )

1辺 が 6.2η 。平石に

宝永四亥天五月廿三 日。

奉修廿三夜待之所。とある。

写血 22 持福寺の東方崖下にあ り,

お盆 にはこの聖水を汲ん

で先租にあげるという。

宿集落発生前よ りの井戸

であろう。

杵審一一一臨
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写血 23 出土土器 (復元済 )
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写血 24 唐 ケ崎長 者 出土 瓦

(神 子 田 三男氏寄蔵 )
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Ⅷ

長 者 平 (A地 区 )

出土 土 器「 甕」

lij!i'||■ 1■|

写血 25

原遺 跡 (B地 区 )

出土 土器「 甕」

坤
　
山
山

|11'|IJキ |

土  土
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終

　

り

　

に

調
査
目
標
に
到
達
し
て
、
手
鹿

・
疏
称
毘
古
や
各
長
者
の

一
端
で

も
解
明
し
た
か
っ
た
が
、
各
種
の
課
題
を
発
見
し
た
こ
と
で
、
二
次

調
査
に
希
望
を
も

っ
て
終
り
ま
す
。
課
題
と
は

土
器
に
つ
い
て

１
．土
師
器
が
何
時
頃
に
生
活
具
の
坐
を
下
り
た
か
。

２
．葉
底

（
木
の
葉
の
表

・
回
転
台
の
代
用
）
は
い
つ
迄
造
ら
れ

た
か
。

３
．須
恵
器

の
伝
来
路
と
時
代
―
窯
跡
は
。

４
．概
な
ど
の
圧
痕
や
舟

の
線
絵
が
ほ
し
か

っ
た
。

５
．木
器

の

一
端
で
も
知
り
た
か

っ
た
。

住
居
跡

で

１
．出
入

国
の
構
造
を
正
確
に
し
た
か

っ
た
。

２
．竃
と
屋
根

の
関
係
を
よ
り
明
確
に
し
た
か

っ
た
。

３
．軒
が
地
を
離
れ
た
と
思
う
が
、
判
明
し
な
い
。

古
墳１

．葬
法
と
貝
塚

（
若
海
貝
塚
か
ら
人
骨
が
沢
山
出
た
と
伝
承
さ

れ
て
い
る
）

２
．古
墳

墳
と
方
墳

不
明

余
基

農
耕

。
土
木
工
具

（
水

田
開
拓
と
耕
作

・
池
作
り
と
水
路
作
り
）

等
か
ら
工
具
を
知
り
た
か

っ
た
。

姿:雫手葉:豪
墓ば式と墓ぼ墓

|〒
ほ
||

十
―

円舟
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塞

神
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三
承
　
　
　
　
毎・Ｊ

神
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皇
后
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神

仁

　

徳

孝

　

徳

推 欽  継

古 明,体

桓 聖 元元 持

武 武 工朝 統

六
十
二
年
秋
七
月
二
日
、
詔
し
て
。

時期は働獅糊級融狙嚇麒融一購叫ψ珊聯嘘組獄兼的］勘一

諸
国
に
令
し
て

多
く
池
溝
を
開
ら
し
め
た
ま
い
き
。
数
八
百
あ
り
、
菫蜃
畳
了
」す
。

坂
手
の
池
を
造
り
、
堤
の
上
に
竹
を
蒔
い
き
。

十

一
年
冬

剣
の
池
、
軽
の
池
Ａ
鹿
垣
の
池
、
厩
坂
の
池
を
作
る
。

十

一
年
夏
四
月
　
群
臣
に
詔
し
て

を故へま韓『̈
叫抑中抄『』蜘吋仰決‐こヵゝ沢脚ば幹叫呻時脚蜘仲雑呻一

十
五
冬
　
倭
国

戸
端
嚇
ｂ
馳
孵
鱗
妍
肋
馳
。
一肩
岡
の
池
。
菅
原
つ
池
。
河
内
国
に

屯
倉
。
大
溝
を
。　
　
　
　
　
　
　
・

二
十

一
年
。
放
上
の
池
。
畝
傍
の
池
。
和
珂
の
池
。

日
本
書
紀
な
る

日

本

圭

紀

白
鳥
の
里

池
を
造
り
、
堤
を
築
か
ん
と
し
て
、
得
作
成
ら
ざ
り
き
。

田
の
里
。
古
都
比
古

箭
括
氏
麻
多
智

郡
よ
互
由
の
谷
の
葦
原
を
点
て
、墾
開
き
て
新
に
田
を
治
り
き
。

壬
生
連
磨
、
初
め
て
其
の
谷
を
占
め
て
、
池
の
堤
を
築
か
し

郡誰ド向．井陽
効麟趾
嶋呻中　。・池
の西
に推株あ
り。

枡
の
池

（惣
領
高
向
大
夫
の
時
）

己
酉
年
　
鹿
島
郡
を
置
く

発
丑
年
　
行
方
郡
を
置
く

常
陸
国
風
土
記
な
る

常

陸

国

風

土

記

近
江
の
国
の
鏡
谷
の
陶
人
は

-72-



宙
代
の
値
修

野

原

幸

之

助

一
、
は
じ
め
に

は
る
か
古
代
に
思

い
を
巡
ら
せ
ば
、
私
た
ち
の
祖
先
は
、
海
に
開

く
こ
こ
泉

の
台
地
に
居
を
構
え
、
永

い
間
住
ん
で
い
た
。
暖
帯
性

の

植
物
と
温
帯
性

の
植
物

の
接
点

で
も
あ
る
か
ら
、
植
物

の
種
類
も
多

く
、
生
育

に
も
恵
ま
れ
た

こ
の
地
は
、
当
然
住
居
を
定
め
て
生
き
て

い
く
上

に
も
最
も
適
し
た
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
ろ
う
。
山
と
海

の
幸

の

多

い
自
然

の
中

で
、
草
原
に
狩
猟
し
、
海
に
出

て
は
漁
労
、
森

に
入

っ
て
は
採
集
な
ど
を
し
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
折

に

ふ
れ
て
は
丘
に
坐
し
て
草
花
と
語
ら

い
、
森

に
さ
さ
や
き
、
自
然
を

相
手
に
安
ら
か
な
、
そ
し

て
家
族
的
な
生
活
を
営
ん
で
き
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

今
、
私
た
ち
は
、

こ
れ
ら
先
住
民

の
生
活

の
跡
を
追

い
、
悠
久

の

時
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、
祖
先

の
息
吹
き
の
す
る
遺
跡
を

尋
ね
て
み
た
。

そ
し
て
当
時

の
自
然
や
生
活
に
郷
愁
を
抱
き
な
が
ら
、

現
在

の
植
生
か
ら
類
推
し

て
、
当
時
生

い
茂

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
常

緑
照
葉
樹
林

の
姿
や
、
先
住
民
と
植
物
と

の
ふ
れ
あ

い
な
ど
に
想
を

馳
せ
、
古
代

の
植
物
に

つ
い
て
そ
の

一
端
を

の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
と

す
る
。

二
、
古
代

の
自
然
と
人
間

の
生
活

住
居
跡

の
発
掘
か
ら
鳥
居
博
士
は
、
有
史
以
前

の
武
蔵
野
に
お
け

る
人
間

の
生
活
を
、
次
の
よ
う
に
想
像
し
て
記
述
し

て
い
る
。

「
お
そ
ら
く
、
海
や
川
や
湧
き
水
や
湖

の
近
く
、

日
当
り

の
良
い
南

向
き

の
、
山

の
出
鼻

の
よ
う
な
高
台
に
、
草
を
ふ
い
た
堅
穴
式

の
堀

立
小
屋
を

つ
く

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
海
に
近

い
と

こ
ろ
は
魚
や
貝

を
と
り
、
内
陸

の
方
な
ら

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
鳥
な
ど
を
狩
り
、
木

の
実
や
草

の
根
を
食

べ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
食
物
は
生

で

な
く
、
煮
た
り
、
焼

い
た
り
し
た
が
、
そ
の
火
を
作

っ
た
の
は
、
貶

石

で
は
な
く

て
、

ヒ
ノ
キ
を
す
り
あ
わ
せ
て
発
火
し
た
。

食
器
と
し

て
の
上
器
や
土
偶
も
あ

っ
た
。
狩
猟
に
使
わ
れ
た
石

の

鏃
は
、
信
州

に
産
す
る
黒
曜
石

で
作
ら
れ

て
い
た
の
で
、

こ
の
地
方

と
の
交
流
も
す

で
に
行
わ
れ

て
い
た
。
水
辺

の
交
通

に
は
丸
木
舟
が

あ

っ
た
。
出
土
品
か
ら
類
推
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
生
活

で
あ

っ
た

ら
し

い
。
」
と
。

ま
た
、
植
物
化
石
か
ら
見
て
も
、
太
古

の
関
東
平
野
は
、　
ヨ
ナ
ラ

や
ク

ヌ
ギ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
を
交
え
た
照
葉
樹
林

の
森

で
お
お
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

縄
文
時
代

の
植
物
食
を
研
究
し
て
い
る
渡
辺
誠
氏
に
よ
る
と
、

そ

の
頃

の
遺
跡
か
ら
は
、
ド

ン
グ
リ
の
類
が
よ
く
出
土
す
る
そ
う

で
あ

る
。
ク

ヌ
ギ
類
、

ヨ
ナ
ラ
類
、
カ
シ
類
、

シ
イ
類

の
果
実

で
あ
る
。

特
に
、
関
東
地
方

で
は
、
照
葉
樹

の
カ
シ
、

シ
イ
と
、
落
葉
樹

の
ク

ヌ
ギ
、

ナ
ラ
の
両
方
が
み

つ
か

っ
て
い
る
。

こ
の
頃

の
人
々
は
、

こ
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れ
ら
の
ド

ン
グ
リ
、

ク
ル
ミ
、
ク
リ
、

ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
木

の
実
を
、

重
要
な
植
物
食
と
し
て
用

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
れ
ら

の

木

の
実
を
食
用
に
す
る
上
に
、
重
要
な
の
は

ア
ク
抜
き

の
技
術

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木

の
実
は
、
そ
の
ア
ク
を
と
ら
な
い
と
、
と
て
も
食

べ
ら

れ
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し

よ
う

よ

う

じ

ゆ

り

ん

た
い

降

っ
て
、
照
葉
樹
林
帯

の
農
耕
文
化

の
発
生

で
、

イ
モ
類

（
恐
ら

く

サ
ト
イ
モ
、

ナ
ガ
イ
モ
の
類
）

の
栽
培
化
が
行
わ
れ
、
ク
ズ
や

ワ

ラ
ど
の
で
ん
ぶ
ん
も
利
用
さ
れ
た
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
植
物

の
ア
ク

抜
き

の
方
法
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

更
に
時
は
経

っ
て
、
茶
を
飲
ん
だ
り
、

カ
イ

コ
か
ら
絹
を
と

っ
た

か

ん

き

つ

る
い

り
、
ウ
ル
シ
を
塗

っ
た
り
、
柑
橘
類
や
シ
ソ
を
食
べ
、
米
か
ら
酒
を

つ
く

っ
た
り
し
た
の
も
、
こ
の
照
葉
樹
林
地
帯
で
生
れ
た
農
耕
文
化

の
名
残
だ
と
い
わ
れ
る
。

三
、
照
葉
樹
林
と
は

現
在
の
植
物
生
態
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
ま
だ
人
類
の
手
が

殆
ん
ど
加
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
頃
の
、
こ
の
辺
は
、
照
葉
樹
林
と

い
わ
れ
る
姿
の
森
林
で
お
お
わ
れ
て
い
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

照
葉
樹
林
と
は
、
シ
イ
や
カ
シ
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
、

ツ
バ
キ
、
タ

ブ

（
イ
ヌ
グ

ス
）
、
モ
チ
ノ
キ
な
ど
葉
の
表
面
に
光
沢
の
あ
る
、
常

緑
の
広
葉
樹
だ
が
、
こ
れ
ら
の
樹
種
が
、
今
日
で
も
重
要
な
庭
木
で

あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
日
本
人
と
照
葉
樹
林
と
の
縁
の
深
さ
が
し

の
ば
れ
る
。

す
で
に
久
し
い
昔
か
ら
、
武
蔵
野
に
は
照
葉
樹
林
の
姿
は
殆
ん
ど

消
え
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
各
地
に
は
、
或
は
大
規
模
に
、

或
は
小
ぢ
ん
ま
り
と
、
照
葉
樹
林
は
残
さ
れ
て
き
た
。
社
寺
林
に
そ

の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
。
い
や
林
相
と
し
て
は
消
え
去

っ
て
も
、
そ

こ
に
生
れ
た
照
葉
樹
林
文
化
の
名
残
り
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
綿

々
と
受
け

つ
が
れ
て
い
る
。

若
し
、
当
時
の
照
葉
樹
林
の
面
影
の
断
片
を
し
の
ぼ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
す
ぐ
近
く
の
夜
刃
の
神
社
林
に
そ
の
姿
を
見
出
せ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
は
小
規
模
な
が
ら
、
長
い
年
月
の
間
、
神
の
禁
忌
の
た
め

に
、
人
の
手
が
あ
ま
り
加
え
ら
れ
ず
に
い
た
の
で
、
照
葉
樹
林

の
姿

写血 26

神社の森 として残 っている照葉樹林
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が
不
完
全
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
お
宮
の
森
に
茂
る
シ
イ
、
シ
ラ

カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ
ブ

ッ
バ
キ
、

モ
チ
ノ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
が

そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

な
お
、
原
生
林

の
変
容
し
た

マ
ツ
林
や
ス
ギ
林
、

コ
ナ
ラ
、
ク
ス

ギ
の
雑
木
林
や
、

ス
ス
キ
の
草
原
も
、
も
と
は
照
葉
樹
林
で
あ

っ
た

こ
と
が
、
植
物
の
分
解
者
で
あ
る
土
壌
動
物
の
ダ

ニ
類
の
生
棲
種
類

に
よ

っ
て
、
証
明
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「常
陸
国
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
行
方
郡
の
主
要
産
物
の
第

一
は
馬
で

あ
る
と
い
う
。
麻
生
の
里
か
ら
筋
骨
た
く
ま
し
い
立
派
な
馬
を
産
出

し
た
。
と
記
し
て
あ
り
、
天
武
天
皇
の
時
、
大
生
の
里
の
建
部
の
衰
許

呂
命
、
こ
の
野
の
馬
を
と

っ
て
、
朝
廷
に
献
上
し
た
と
あ
る
。

人
類
の
遺
跡
か
ら
、
馬
の
骨
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
縄

文
時
代
の
前
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
で
あ
る
。
縄
文
後
期
に
は
日

本
全
上
で
馬
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
関
東
地
方
に
多
く
集
中

し
て
い
る
。
こ
れ
も
常
緑
照
葉
樹
林
の
遷
移
か
ら
牧
草
地
と
関
連
づ

け
て
、
こ
の
辺
が
馬
の
産
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

植
物
の
遷
移
か
ら
見
る
と
、
関
東
平
野
を
含
め
て
、
南
日
本
の
平

地
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
原
始
的
植
物
相
の
、
シ
イ

や
カ
シ
類
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹

（
照
葉
樹
と
も
い
う
）
林
を
切
り
開

い
て
、
そ
の
ま
ま
放

っ
て
お
く
と
、
ク
ス
ギ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木

林
に
な
る
。
こ
の
場
所
で
、
毎
年
繰
り
返
し
て
低
木
を
切
り
取

っ
た

り
、
草
を
刈

っ
た
り
、
家
畜
を
放
牧
し
続
け
る
と
、
林
に
な
る
こ
と

が
出
来
な
い
で
、

ス
ス
キ
や
シ
バ
の
草
原
と
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
の

ス
ス
キ
原
も
、
採
車
や
放
牧
を
し
な
い
で
お
く
と
、
数
十
年
の
間
に

は
雑
木
林

に
変

っ
て
い
く
。
だ
か
ら

ス
ス
キ
原

の
ま
ま

で
長
く
お
く

に
は
、
絶
え
ず
人
工
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言

い
換
え
れ
ば

飼
育
用
採
草
や
放
牧

に
よ
り
、
馬

の
生
産
に
適
し
た
草
原
が
多
か

っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

四
、
古
代

の
身
近
か
な
植
物

先
に
も
述

べ
た
と
お
り
、

こ
の
辺

の
原
植
生
は
、
照
葉
樹
林

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
照
葉
樹
林
は
、

い
い
か
え
れ
ば
常
緑
広
葉
樹
林

と
も

い
え
る
森
林

で
、

シ
イ
、

タ
ブ
、
カ
シ
な
ど

の
、　
一
年
中
葉

の

緑
を
保

っ
て
い
る
広

い
葉

の
木
を
主
と
し
て
、

こ
れ
に
モ
ミ
、
カ
ヤ

な
ど

の
針
葉
樹
や

コ
ナ
ラ
、
ク

ヌ
ギ
な
ど
の
落
葉
樹

の
混

っ
た
林

で

あ
る
。

こ
の
林

の
低
木

に
は
、

ヤ
ブ

ツ
バ
キ
、

モ
チ
ノ
キ
、

シ

ロ
グ

モ
、

ア
オ
キ
、

ヒ
サ

カ
キ
な
ど
暗

い
林
内
に
適
し
た
樹
種
が
多

い
。

林
床
を
飾
る
下
草
に
は
、

シ

ュ
ン
ラ
ン
、

ヤ
ブ

ラ
ン
、
キ
ン
ラ
ン
、

ジ

ャ
ノ
ヒ
ゲ
、

ビ
ナ
ン
カ
ズ

ラ
、

テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
な
ど
多
種
多
様
な

草
木
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
常
緑

の
シ
ダ
類

の
多

い
の
も
そ
の
特
色
で

あ
る
。

多
数

の
先
住
民

の
住
み

つ
き
と
開
発

に
よ

っ
て
、

こ
の
常
緑
照
葉

樹
林
は
、
雑
木
林
や

ス
ス
キ
原
や
田
畑

に
変

っ
て
き
た
。

こ
れ
に
伴

っ
て
、
そ
こ
に
適
応
す
る
植
物

の
種
類
も

ふ
え
、
草
原
は
四
季

に
応

じ
て
花
野
に
な

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

さ

て
、

こ
こ
で
文
献

に
み
ら
れ
る
植
物
を
通
し

て
古
代

の
身
近
か

な
植
物
を
眺
め
て
み
る
と
し
よ
う
。
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日
　
風
土
記
や
史
記
な
ど
に
見
ら
れ
る
植
物

地
形
と
気
候
に
恵
ま
れ
、
南
方
系
、
北
方
系
植
物
の
錯
綜
す
る
こ

の
地
の
植
物
の
上
端
を
、

「
常
陸
国
風
上
記
」
に
求
め
る
と
、
襟

（
ク
ヌ
ギ
）
柴
、
槻

（
ケ
ヤ
キ
）
、
椎
、
松
、
栗
、
榎

（
エ
ノ
キ
）

椿

（
ツ
バ
キ
）
、
輸

（
エ
レ
）
、
麦
門
冬

（
ヤ

マ
ス
ゲ
、
ヤ
ブ
ラ
ン

の
こ
と
）
、
杵

（
コ
ナ
ラ
）
、
橘
、
竹
、
麻
、
箭

（
ヤ
ダ
ケ
）
、
茅

な
ど
が
み
ら
れ
る
。

春
は
百
草
の
艶
花
が
咲
き
競
う
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
様
な

美
し
い
草
木
の
花
が
見
ら
れ
、
秋
は
千
樹
の
錦
葉
と
め
で
ら
れ
た
落

棄
樹
林
が
、
四
季
折
々
に
人
び
と
の
心
を
な
ご
ま
せ
た
こ
と
で
あ
ろ

エコ́
。社

寺

の
森

に
は

シ
イ
、

ス
ギ
、　
マ
ツ
、

タ
ブ
、

モ
ミ
、
ケ
ヤ
キ
な

ど
の
巨
樹
、
老
木
が
茂
り
、
生
産
神
鎮
守

の
森
と
し

て
、
地
域

の
人

び
と

の
心
を
な
ご
ま
せ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
屋
敷
を
守
る

シ
イ
、

カ
シ
、
ケ
ヤ
キ
、　
マ
ツ
、

タ
ケ
、
イ

ヌ
マ
キ
な
ど
が
四
方
を
囲

っ
て

風
雪
を
防

い
で
い
る
。

ま
た
ニ
ガ
・葉

ヽ
集
椛

詠
み
こ
ま
れ
た
植
物
名
も
か
な
り
多

い
。
参
考

ま
で
に
こ
の
辺
に
見
ら
れ
る
万
葉
植
物

の

一
部
を
列
記
し

て
み
よ
う
。

汽
コ
ノ
キ
、　
ハ
ン
ノ
キ
、　
ニ
ワ
ト

コ
、
ネ
ム
ノ
キ
、

ア
カ
メ
ガ

シ
ヮ
、

メ
ダ
ヶ
、
ク

ス
ギ
、

コ
ナ
ラ
、

カ
シ
、
オ
キ
ナ
グ

サ
、

チ
ガ
ヤ
、

ノ

ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
、

ヤ

マ
ユ
リ
、
キ
キ

ョ
ウ
、

ヨ
メ
ナ
、

ツ
ユ
ク
サ
、

ス
ス
キ
、　
コ
ブ

ナ
グ

サ
、
オ
ケ
ラ
、　
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、

タ
チ
ツ
ボ

ス

ミ
レ
、

ヤ
ブ

コ
ウ
ジ
、

ヤ
ブ

ラ
ン
、

セ
リ
、

ト

コ
ロ
、

メ

ハ
ジ
キ
、

マ
コ
モ
、

ツ
ル
マ
メ
、

ク

ロ
グ

ヮ
イ
、　
マ
ツ
、
…
…
な
ど
枚
挙

に
暇

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
他

に
も
各
種

の
史
記
や
文
献
等
に
古
代

の
植
物
が
多
数
記
載

さ
れ
て
い
る
。

口
　
食
糧
と
し
て
の
植
物

古
代
の
食
生
活
は
、
当
初
は
狩
猟
、
漁
労
、
採
集
に
よ
り
、
更
に

進
ん
で
農
耕
栽
培
に
よ
る
補
足
の
生
活
だ

っ
た
ろ
う
。
こ
こ
で
当
時

の
植
物
利
用
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

１

　

シ

イ

シ
イ
は
暖
帯
林
の
代
表
的
な
木
で
、
遠
く
縄
文
の
時
代
、
照
葉
樹

の
林
の
発
達
し
た
処
に
、
私
た
ち
の
祖
先
は
特
殊
な
農
耕
文
化
を
作

り
出
し
た
と
い
う
。
シ
イ
の
生
え
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
に
、
素
朴
な

農
耕
と
採
集
と
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
そ
の
頃
の
人
び
と
は
、
季
節

が
来
て
山
に
シ
イ
の
実
が
熟
れ
る
と
、
そ
れ
を
取

っ
て
食

べ
、
そ
し

て
大
事
に
貯
蔵
も
し
た
。

「常
陸
国
風
土
誕

を
見
る
と
、
提
賀
の
里
の
条
に
、

「
草
木
は
椎
、

栗
、
竹
、
茅
の
類
多
く
生
る
。
」
と
あ
る
。
シ
イ
の
実
は
ク
リ
か
ヒ

シ
の
実
に
似
た
味
が
し
て
、
生
で
食
べ
た
り
、
炒

っ
て
食
用
と
す
る
。

農
耕
文
化
の
発
達
す
る
前
は
先
住
民
の
重
要
な
食
糧
で
あ
り
、
農
耕

き

ゆ

う

こ
う

し

よ
く

り

よ

う

時
代
に
入

っ
て
か
ら
も
救
荒
食
糧
と
し
て
大
切
だ

っ
た
こ
と
は
、
い

く

つ
か
の
古
墳
か
ら
そ
の
実
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
。
昔
、
こ
の
実
を
神
に
供
え
た
と
い
い
、
延
喜
式
に
は
、
天
皇
に
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献
上
し
た
と
書

い
て
あ
り
、
或
る
古
書

に
は
、

「
穀
食

の
不
足
を
助

け
兇
荒

の
飢
餓
を
救
う
も

の
に
て
、
た
だ

に
菓
子
と
な
す

べ
き
も

の

に
あ
ら
ず
…
」
と
書

い
て
あ
る
。

２

　

カ

シ

類

シ
ラ
カ
シ
が

一
番
多
く
屋
敷
林
と
し
て
、
生
垣
や
防
風
樹

に
植
栽

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
ア
カ
ガ

シ
、

ア
ラ
カ

シ
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ

な
ど
カ
シ
類
は
種
類
が
多

い
。

カ
シ
と
は
、
か
た
し
で
堅

い
木

の
意

味
で
あ
り
、
堅
果
は

「
ど
ん
ぐ
り
」
と
し
て
、
多
量

の
実
が
な
る
。

縄
文
時
代
、

そ
の
頃

の
人
び
と
は
、
カ
シ
の
実
を
食
糧
に
し
た
と
い

い
、
縄
文
晩
期

の
遺
跡
か
ら
貯
蔵
さ
れ
た
多
数

の
カ
ン
の
実
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
リ

ス
、

シ
カ
、
ク

マ
な
ど

の
野
生
動
物

の
人
事
な
食
糧
源
と
も

な

っ
て
い
る
。

３
　
ク

ヌ
ギ
、

コ
ナ
ラ

ク

ヌ
ギ
は
古
名
を

ツ
ル
バ
ミ
と
い
い
、
古
代
か
ら

の
野
生
植
物

で
、

化
石
も
多
く
出
る
。
暖
帯

の
山
林

に
普
通
に
見
ら
れ
る
。
樹
皮

に
は
、

染
料
や
な
め
し
皮
用
の
タ
ン

ニ
ン
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
万
葉
集
に
、

「
橡

（
ツ
ル
バ
ミ
）

の
袷

の
衣
裏
に
せ
ば
…
…
」
な
ど
と
歌
わ
れ
て

い
る
が
、
や
わ
ら
か
い
イ
ガ
に
半
分
包
ま
れ
た
″
ヒ
ト
ツ
ミ
ノ
ク
リ
″

の
如
き
こ
の
実
は
、
当
時

の
庶
民

の
衣
服
の
染
料

で
あ

っ
た
。
勿
論

こ
の
実
は

コ
ナ
ラ
の
実
と
共
に

〃
ド
ン
グ
リ

″
と
呼
び
、
縄
文
時
代

以
来
救
荒
食
糧

で
も
あ
り
、
家
畜

の
飼
料

で
も
あ

っ
た
。

中
国

の
詩
経
に
は
ク

ヌ
ギ
を

「
礫
」

「
杵
」
と
書
か
れ
、
葉
は
杵

蚕
の
飼
料
と
な
る
。

４

　

ク

リ

日
本
中

い
た
る
と

こ
ろ
に
野
生
し
、
山

の
動
物
達

の
重
要
な
食
料

と
も
な

っ
て
い
る
。
野
生

の
実

の
小
さ
い
も

の
を

シ
バ
ク
リ
と
呼
ぶ

が
、
た
く
さ
ん
集
め
れ
ば
主
食

の
代
用
に
な
る
の
で
、
古
代
か
ら
食

生
活
に
は
大

い
に
利
用
さ
れ
て
い
た
に
違

い
な
い
。

ク
リ
の
実
を
千

し
て
臼
で
褐
ち
、
殻
と
渋
皮
を
取
り
去

っ
た
も

の
が
掲
栗

（
カ
チ
グ

リ
）

で
、
長
く
保
存

で
き
る
の
で
非
常
食

に
も
さ
れ
た
。

ク
リ
と
い
う
名
は
、
黒
実
か
ら
き
た
と

い
わ
れ
、
黒
皮
と
種
皮

で

あ
る
渋
皮
を
取
り
、
そ
の
中
に
子
葉
が
二
枚

つ
ま

っ
て
い
る
。
食

べ

る
の
は
子
葉

の
部
分

で
、

で
ん
ぶ
ん
と
糖
分
が
主
成
分
と
な
り
、
穀

物
に
似
た
栄
養
価
値
が
あ
る
か
ら
、
古
代
か
ら
貴
重
な
食
糧
と
し

て

利
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

七
世
紀
末

の
持
統
天
皇
の
時
代
に
は
、
す
で
に
ク
リ
の
栽
培
が
奨

励
さ
れ
て
い
る
。

５

　

カ

シ

ヮ

カ
シ
ワ
は
古
く
か
ら
そ
の
葉
を
炊
事
に
使
い
、
和
名
は

「
炊
ぐ
葉
」

つ
ま
り
食
物
を
盛
る
葉
の
意
味
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
庭
に
も
植
え
ら

れ
、
ま
た
山
火
事
の
跡
な
ど
に
も
よ
く
生
育
す
る
陽
樹
で
あ
る
。
葉

は
大
き
く
両
面
に
星
状
毛
を
密
生
し
て
い
る
の
で
、
カ
シ
ワ
餅
な
ど

食
べ
物
を
包
ん
で
蒸
し
て
も
、
葉
に
く

っ
つ
か
な
い
の
で
重
宝
が
ら

れ
、
ま
た
、
食
物
を
そ
の
葉
の
上
に
の
せ
て
、
い
わ
ゆ
る

″
か
し
わ
″

（
炊
ぐ
葉
）
と
し
て
利
用
し
た
。

樹
皮
に
は
タ
ン
エ
ン
を
多
く
含
み
、
皮
革
を
な
め
す
の
に
用
い
ら

れ
る
。
中
国
で
は
、
絹
紬
の
糸
を
得
る
た
め
に
、
こ
の
葉
で
絹
糸
を
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と
る
サ
ク
サ
ン

（
杵
蚕
）
を
飼
う
。
葉
は
殆
ん
ど
無
柄
だ
が
大
き
く
、

質
は
厚
く
、
長
さ
は
１２
～
３０
印
、
縁
に
は
大
き
な
波
状
の
鋸
歯
が
あ

ＺＯ
。ド

ン
グ
リ
は
、
年
内
に
熟
し
惰
円
形
か
ら
球
形
で
長
さ
は
‐
・
２
伽
で

あ

る

。６

　

ト

チ

ノ

キ

今
は
こ
の
辺
に
ト
チ
ノ
キ
の
野
生
は
見
ら
れ
な
い
が
、
庭
な
ど
に

植
栽
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
み
か
け
る
。
も
と
も
と
全
国
に
分
布
し

て
自
生
す
る
高
木

で
、
葉
は
五
～
七
枚

の
掌
状
複
棄

で
あ
る
。
六
月

に
開
花
し
、
十
月
に
熟
し
て
厚
い
果
皮
が
三
裂
し
、　
一
～
二
個

の
種

子
を
出
す
。
種
子
に
は
で
ん
ぶ
ん
が
多
く
含
ま
れ

て
い
て
、
縄
文
時

代

の
遺
跡
か
ら
も
貯
蔵
し
た
種
子
が
出

て
来
る
の
で
、
す

で
に
そ
の

頃
か
ら
主
要
な
食
糧
と
し

て
利
用
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
。

ト
チ
餅
は
、
渋
を
抜
か
な
い
と
食

べ
ら
れ
な
い
。
木
灰
を
入
れ
て
苦

味
を
除
き
、
更
に
水
に
さ
ら
す
。

口
　
生
活
を
潤
お
す
植
物

冒

陸
国
風
土
醒

は
行
方
郡
の
主
要
産
物
と
し
て
、
麻
生
町
の
里
に

郡
家
あ
り
、
そ
の
郡
家
の
あ
る
付
近

一
帯
は
、
織
本

（
柑
橘
類
）
の
産

地
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
麻
生
の
里
に
は
麻
の
記
事
も
あ
り
、
当
時
は

こ
こ
玉
造
の
こ
の
地
も
地
形
、
気
候
の
上
か
ら
見
て
こ
れ
ら
の
植
物

（
作
物
）
は
、
当
然
作
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ｒ
　
食
事

に
係
わ
る
植
物
も
挙
げ

て
み
る
と

Ｏ

ァ
カ
メ
ガ

シ
ヮ

全
国
に
分
布
し
、
新
し
い
芽
は
淡
紅
色
を
し

て
い
る
。
葉
は
７
～

‐５

印
ヽ
巾

５
～
‐０

∽
で
、
膜
質
か
ら
や
や
紙
質

の
菱
形
状
卵
形
、
浅

く
三
裂
し
て
い
る
。

カ
シ
ワ
の
葉
と
同
じ
よ
う
に
食
物
を

の
せ
る
た

め
に
葉
を
使

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
赤

い
芽

の
カ
シ
ワ
、
即
ち

ア
カ

メ
ガ

シ
ヮ
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
、

こ
の
本
に
ゴ

サ
イ
バ
、

サ
イ
モ
リ
バ
な
ど

の
古
名
が
あ
り
、

万
葉

の
頃
は
久
木
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ゴ

サ
イ
バ
、

サ
イ

モ
リ
バ
と

い

っ
た
の
は
、
昔
は
、

こ
の
本

の
葉

の
上

に
食
物
を

の
せ
て
い
た
か

ら
で
、

日
常

の
食
器
と
し

て
の
ほ
か
、
神

へ
の
供
え
も

の
も

こ
れ
を

敷

い
た
。○

ホ
オ
ノ
キ

ホ
オ
ノ
キ
も
全
国
に
分
布
し
、
葉
は
長
さ
３０

∽
以
上
に
も
な
り
、

昔
か
ら
食

べ
物
を
包
む
柏

（
カ
シ
ワ
）
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
葉

の

香
り
も
よ
く
、
食

べ
物

に
風
味
を
添
え
る
。

た
ま
た
ま
、
昭
和
五
六
年
十
月
三
日
の
読
売
新
聞
紙
上
に
、
次

の

よ
う
な
報
道
が
あ

っ
た
。

「
虫
歯
菌
を

一
〇
〇
％
殺
し
、
副
作
用
も
な
い
と
い
う
生
薬
が
開
発

さ
れ
た
、
富
山
薬
大
和
漢
薬
研
究
所

で
二
年
が
か
り

の
実
験

の
結
果
、

殺
菌
作
用
を
持

つ
和
漢
薬

の
中
か
ら
、

ホ
オ
ノ
キ
の
樹
皮

（
厚
朴
）

が
、
ご
く
少
量

で

″
虫
歯
菌

〃
を
完
全
に
死
滅
さ
せ
る
こ
と
を
突
き

止
め
た
。
さ
ら
に
予
防
に
も
効
果

の
あ
る
和
漢
薬
を
見

つ
け
て
い
る
。

‥
…
と

。
と
。
古
代

の
人
び
と
が
本
能
的
に
、
ま
た
は
生
活

の
知
恵
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か
ら
ホ
オ
ノ
キ
の
葉
を
食
器
代
り
に
使

っ
て
、
虫
歯
予
防
を
し
て
い

た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、
思
い
出
し
た
の
で
参
考
ま

で
に
付
記
し

た
わ
け
で
あ
る
。

２
　
薬
用
植
物
に

つ
い
て
述

べ
て
み
よ
う
。

○

ヤ
ブ

ラ
ン

「常
陸
国
風
土
護

は
、
香
澄

の
里
に
麦
門
冬

（
ヤ

マ
ス
ゲ
）
あ
り
、

こ
れ
を
朝
廷

へ
の
貢
献

と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
「
延
喜
式
」
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
麦
門
冬
は

一
名

ヤ
ブ

ラ
ン
と
い
う
薬
草

で
、

ヤ
ブ

ラ
ン
の

根
の
ふ
く
れ
た
部
分
を
大
葉
麦
門
冬
と

い
い
、
ジ

ャ
ノ
ヒ
ゲ
の
を
小

葉
麦
門
冬
と
よ
ぶ
。
共
に
慈
養
強
壮
、
咳
止
め
な
ど
に
用
い
る
。

○
ガ

マ

（
ヒ
メ
ガ

マ
）

ヒ
メ
ガ

マ
は

い
た
る
と
こ
ろ

の
湿
地
、
休
耕
田
等
に
自
生
す
る
。

ガ

マ
の
花
粉
は
金
粉

の
よ
う

で
、
蒲
黄
と

い
い
、
昔
か
ら
止
血
剤
と

し
て
有
名

で
あ
る
。
「古
事
記
」
の
中
の
ウ
サ
ギ
と

ワ
ニ
の
話

で
、
ウ
サ

ギ
が
大
国
主
命

の
教
え
の
通
り
、

「水

門

の
蒲

の
黄

（
花
粉
）
」
を

体
に

つ
け
た
ら
治

っ
た
の
も

こ
れ
で
あ
る
。

○

セ
リ
、

ノ
ダ
ヶ

「
延
喜
式
」
に
は
、
食
用
の
ほ
か
に
薬
用
に
も
さ
れ
、
早
く
も

栽
培
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ノ
ダ
ヶ
に
つ
い
て
も
「延
喜
式
」
や
「
出
雲
国
風
上
記
」
に
は
、　
ノ

ゼ
リ
と
し

て
出

て
い
る
。
薬
草
と
し

て
昔
か
ら
知
ら
れ
た
車
で
、
解

熱
、
発
汗
剤
と
し

て
利
用
さ
れ
た
。

Ｏ
オ
ト
ギ
リ
ツ
ウ

冥
稲
杢
邑

に
、
葉
を
も
み
て
そ
の
汁
を
外
傷

に
塗
り

て
血
を
上
む
。

ま
た
、

タ
カ
の
病
と
イ

ヌ
の
病
を
治
す
と
書

い
て
あ
る
。

○
そ
の
他
、
生
活
経
験
か
ら

セ
ン
フ
リ
、

リ
ン
ド
ウ
、

ニ
ガ
キ
な
ど

を
健
胃
剤

に
、
ゲ

ン
ノ
シ

ョ
ウ

コ
を
下
痢
止
め
に
、
ド
ク
ダ
ミ
を
毒

下
し
等
々
、
当
時
も
多
数
身
近
か
に
生
え
て
い
た
植
物
を
利
用
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
。

３
　
食
用
と
し
て
の
山

の
菜
　
野

の
草

○
ガ

マ
ズ
ミ

子
ど
も

の
頃
、
晩
秋
に
こ
の
実
を
と

っ
て
食

べ
た
も

の
で
あ
る
。

少
し
渋
く
す

っ
ぱ

い
甘
み
が
あ

っ
て
、
あ
ま
り
う
ま
く
は
な
い
が
、

自
然

の
も

の
を
食

べ
る
喜
び
が
あ

っ
た
。

こ
の
実
は
、
縄
文
時
代
後

期
、
晩
期

の
人
び
と
も
好
ん
で
食

べ
た
ら
し
く
、
土
器

に
こ
の
実

の

圧
痕

の
つ
い
て
も

の
が
み

つ
か

っ
て
い
る
と
い
う
。

○
ホ
ウ

コ
グ

サ

春

の
七
草

の
オ
ギ

ョ
ウ
で
、　
一
〇
〇
〇
年
位
前
に
ホ
ウ

コ
グ

サ
、

母
子
草
と
な

っ
た
と

い
う
。
大
和
本
車
に
は
、
陰
暦
二
月
二
日
に
は

ホ
ウ

コ
グ

サ
を
団
子
に
和
す
と
あ
り
、
綿
毛
が

つ
な
ぎ
と
し

て
利
用

さ
れ
た
。○

ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン
ジ

ン

古
名
を
ト
ト
キ
と
い
い
、
日
本

・
韓
国
共
通

の
名

で
あ
る
。
古
く

か
ら
ト
ト
キ
と
呼
ば
れ

て
若

い
苗
は
山
菜
と
し

て
有
名

で
あ
る
。
山

で
う
ま
い
の
は
ウ
ケ
ラ
に
ト
ト
キ
と
い

っ
て
ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン
ジ

ン
は

賞
味
さ
れ

て
き
た
。

○
オ
ケ
ラ

古
名
を
ウ
ケ
ラ
と
い
う
。
ア
蓬
墨

に
も

「
武
蔵
野

の
ウ
ケ
ラ
が
花
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…
」
と
詠
ま
れ
て
、

っ
て
薬
用
に
す
る
。

武
蔵
野

の
名
花

で
あ

っ

そ

ぅ

じ
ゆ

つ

た
。
根
茎
は
蒼
述
と
い

Ｏ
？

フ
シ

マ
ソ
ウ

縄
文
時
代

の
人
た
ち
は
、

こ
の
草

の
地
中
に
あ
る
イ

モ
を
掘
り
と

り
、
食

べ
た
と

い
う
。

シ
イ
や
タ
ブ

ノ
キ
な
ど

の
茂
り
合
う
常
緑
照

葉
樹
林

に
は
、

こ
の
草
や
な
か
ま

の

マ
ム
シ
グ

サ
な
ど
が
た
く
さ
ん

自
生
し

て
い
た
。
イ

モ
を
よ
く
水
に
さ
ら
し
て
毒
を
流
し
て
食

べ
た

と
い
ンつ
。○

エ
ビ
ズ

ル

ど

こ
に

で
も
生

え

て
い
る

つ
る
草

で
、
昔

か
ら

こ

の
実

を
生

で
食

べ
た
り
、

酒

に
し
た
り
し

た
。

古
事

記

に
も

エ
ビ
カ
ズ

ラ

（
エ
ビ
ズ

ル
の
古
名
）
と
し
て
昔
話
が
書

い
て
あ
る
。

○

ハ
ス

遠

い
昔
、
中
国
を
経

て
来
た
イ
ン
ド
原
産

の
も

の
だ
と
い
う
。
長

い
間
栽
培
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
野
生
化
し
た
も

の
も
あ
る
。
古
代

の

人
に
は
特

に
貴
重
な
食
物

で
あ

っ
た
。

４
　
住
居

の
材
料
と
し
て
の
植
物

○

ス
ス
キ

太
古
よ
り
人
と
の
深

い

つ
な
が
り
が
あ
り
、
多
く

の
詩
歌

に
も
詠

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
カ
ヤ
と
呼
ば
れ
て
、
最
良

の
屋
根
ふ
き

の
材
料

に
使
わ
れ
た
。
遠
く
縄
文
時
代
、
す
で
に
堅
穴
住
居

の
屋
根
と
し

て

使
わ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

○

マ
コ
モ

〃
刈
り
ご
も

の

一
重
を
敷
き

て
さ
眠

（
ぬ
）
れ
ど
も

君
と
し
宿

（
ぬ
）
れ
ば
　
寒
け
く
も
な
し

〃

「
万
葉
集
」
に
マ
コ
モ
の
歌
が
多
い
。
「記
紀
」
に
も

コ
モ
即
ち

マ
コ
モ
の
出

る
歌
謡
が
あ
る
。
そ
の
頃
は
広
大
な

マ
コ
モ
の
群
落
が
そ
ち
こ
ち
に

あ

っ
た
ろ
う
。
畳
や

ム
シ

ロ
或
は
枕
な
ど
を
作

っ
て
利
用
し
た
と
い

”うノ
。

５
　
生
活

の
ち
え
と
し

て

○

ハ
ン
ゲ

シ

ョ
ウ

「大
和
本
草
」
に
、
「
農
人
は
こ
の
草
の
葉
が
白
く
な
る
の
を
見

て
、
時

候
を
知
り
、
田
に
種
を
ま
く
…
」
と
あ
る
。

ハ
ン
ゲ

シ

ョ
ウ
は
池
沼

の
ほ
と
り
や
川

の
ふ
ち
な
ど

の
湿
地
に
よ
く
生
え
る
多
年
草
で
、
草

全
体

に

一
種

の
臭
気
が
あ
る
。
半
夏
生

で
、
夏
至
か
ら
十

一
日
目
即

配 64図  オ ケ ラ
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ち
七
月

一
日
頃
に
白

い
葉
を

つ
け
る
か
ら
と
も

い
い
、
ま
た
葉

の
半

面
が
白
く
な
る
か
ら
半
分
化
粧
し
た
意
味
だ
と
も

い
う
。
　
　
　
　

，

本
草
綱
目
に
は
、
　
コ

葉
白
く
な
れ
ば
ウ
メ
ゃ

ア
ン
ズ
が
食
え
デ

三
葉
白
く
な
れ
ば
キ
ビ
が
食
え
る
」
と
。

○

タ
ネ

ツ
ケ
バ
ナ

田
ん
ぼ
に
群
を
な
し
て
生
え
、
四
月
上
旬
頃
、
田
ん
ぼ

一
面
に
白
一

い
小
さ
い
花
が
咲
く
。
昔
は
、

こ
の
花

の
盛
り
を
見

て
、
種
祝
を
水

に
漬
け
た
。

タ
ネ

ツ
ケ
バ
ナ
は
種
漬
花

で
、
農
事
と
植
物
季
節
と
が
＾

直
接
結
び

つ
い
て
い
た
昔

の
名
残
り

の
車

で
あ
る
。

ま
た
、
草
木
染
、
染
料
と
し

て
の
植
物
に
は
、

○

ア
カ
ネ

ど
こ
に
で
も
生
え
て
い
る

つ
る
植
物

で
、
根
は
茜
色
を
し
、
　
‥こ
れ

が
茜
染
め
の
原
料

で
あ
る
。

日
本

で
最
初

の
日
の
丸
は
こ
の
ア
カ
ネ

で
染
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「古
事
評
一
の
ヤ
チ
ホ
コ
ノ
カ
ミ

の
歌
物

語
り
に
、

ア
カ
ネ
染
め
の
こ
と
が
出

て
い
る
。

○

ム
ラ
サ
キ

「常
陸
国
風
土
評
一に
、
当
麻

の
郷

の
紫
車

（
ム
ラ
サ
キ
）

の
特
産
に

つ
い
て
記
し

て
あ
る
が
、
紫
草
は
今
は
こ
の
辺

に
見
ら
れ
な
い
が
、

古
代
に
自
生
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
染
料
に
用
い
ら
れ
た

も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

Ｏ
ク

ヌ
ギ

「万
葉
集
」
に
「
ツ
ル
バ
ミ
の
袷

の
衣
裏
に
せ
ば
…
」
と
歌
わ
れ
て
い

る
が
、
ク

ヌ
ギ
は
古
名
を

ツ
ル
バ
ミ

（
橡
）
と

い
い
、
実
は
当
時

の

庶
民

の
衣
服
の
染
料
と
さ
れ

て
い
た
。

凹
　
神
祭
と
植
物

「古
事
記
」
や
「日
本
書
紀
」
は
歴
史
も
の
で
、
植
物
は
そ
の
歴
史
に
随
伴

し
て
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

「
記
紀
」
に
は
計
九
七
種
の
植

物
名
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
植
物
に
は
、
花
を
鑑
賞
す

る
よ
う
な
も
の
は
少
く
て
、
大
部
分
は
古
代
人
の
生
活
と
結
ば
れ
て

い
る
植
物
で
あ
る
。
例
え
ば
穀
物
、
野
菜
の
類
や
先
に
述
べ
た
染
料
、

弓
材
、
建
築
、
器
具
材
、
衣
服
料
、
神
祭
の
サ
カ
キ
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ

ズ
ラ
、
ミ
ツ
ナ
ガ
シ
ワ

（
カ
ク
レ
ミ
ノ
）
と
い

っ
た
類
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
民
族
は
農
民
的
、
牧
歌
的
、
実
用
的
趣
味
で
、
植
物

に
よ

っ
て
生
命
を

つ
な
ぎ
、
身
辺
を
飾
り
、
家
屋
、
什
器
、
農
具
な

ど
生
活
と
結
ば
れ
て
い
る
実
用
的
な
も
の
で
、
美
意
識
な
ど
は
ま
だ

見
ら
れ
な
い
。

こ
う
い
う
原
始
的
農
耕

の
生
活

に
と

っ
て
、
最
も
人
び
と
が
恐
れ

た
も

の
は
、
天
候
、
気
象
な
ど

の
自
然

の
脅
威

で
あ

っ
た
。
そ
こ
に

抜

い
、
楔
、
占

い
な
ど
と

い
う
神
祭

の
行

事
や
思
想
が
生
れ
た
。
ま

た
こ
の
自
然

の
脅
威
は
、
農
耕
と

い
う
業
ば
か
り
で
な
い
。
彼
等

の

日
常
生
活
と
直
結
し

て
、
自
然
界
に
対
す
る
畏
敬
、
崇
拝
、
感
動
な

ど
と

い
う
要
素
と
も
な
り
、

「
日
本
書
紀
」
に

「
草
木

こ
と
ご
と
に

能
く
も勲計

ぷ
す

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
樹
木
に
神
聖
を
み
と
め
、
花
に

も
神

の
象
徴
を
み
と
め
た
。
神
木
思
想
が
そ
れ
で
あ
る
。
神

の
宿

る

木
と
し
て
御
神
木
と
し
て
祭
る
。
咲
く
花
、
散
る
花
す

べ
て
神

の
示

顕
と
し

て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
豊
凶
を
占
う
花
占

い
と
い
う
も

の
も
生

れ
た
。

サ
ク
ラ
、
ウ
ノ

ハ
ナ
、

ツ
ツ
ジ
、

ア
セ
ビ
な
ど
は
、
そ
の
花

-81-



占

い
に
用

い
ら
れ
た
花

で
あ

っ
た
。

サ
カ
キ
や
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
が
、　
一
般
に
神
事
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。
漢
字
を
当

て
る
と
、
榊
、
賢
木
、
栄
本

な
ど
と
用

い
ら
れ
た
の
は
、
古
く
は
常
緑
樹

の
総
称

の
こ
と

で
、　
マ

ッ
、

ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
ま
で
含
め
た
も

の
だ

っ
た
。

中
古

に
は
オ
ガ
タ

マ
ノ
キ
を

サ
カ
キ
と
い

っ
て
、
神
前
に
供
え
た
り

し
た
が
、
今

で
は
■
サ
カ
キ
が
多

い
。

１
　
ヒ
サ
カ
キ

雌
雄
異
株

で
暖
帯
林

の
下
木
と
し
て
多
く
自
生
し
て
い
る
。
昔
か

ら
榊
と
し

て
神
前
に
、
お
花
と
し

て
仏
前
に
供
え
ら
れ
た
。

サ
カ
キ

に
比
し
、
葉
が
小
さ
く
鋸
歯
が
あ
り
、
花
が
小
さ
い
な
ど
で
区
別
さ

れ
る
。

Ｌ
サ
カ
キ
と
は
、
姫

サ
カ
キ
の

つ
ま

っ
た
も

の
と
か
、
実

サ

カ
キ
の
な
ま
り
、
或
は
そ
の
生
育
地
か
ら
陽

サ
カ
キ
な
ど

の
解
釈
も

あ
る
。
　

　

・

チ

カ
キ
は
栄
え
樹
の
意
味
で
常
緑
樹
の
総
称
と
も
い
う
が
、
「
大
言

と置
に
は

「
境
木

の
義
磐
境

の
木

の
意
。
即
ち
神
の
鎮
ま
り
ま
せ
る

地
の
区
域
の
木
」
と
あ
る
よ
う
に
神
域
に
植
え
ら
れ
た
本
と
い
う
説

も
あ
る
。

実
は
ヒ
サ
カ
キ
が
地
方
名
で
サ
カ
キ
と
呼
ば
れ
、
ユ実
際
に
榊
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
サ
カ
キ
を

マ
サ
カ
キ
と
い
っ
て
区
別
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
サ
カ
キ
の
自
生
は
茨
城
県
以
南
で
あ
る
。
時
折

神
社
拝
殿
前
に
サ
カ
キ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

ス

ギ

ス
ギ
は
も
と
も
と
日
本

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
大
木
が
群
生
し
て
い

た
こ
と
は
、
登
呂
や
山
本

の
弥
生
式
時
代

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木

材

の
多
く
が

ス
ギ
で
あ
り
、
ま
た

ス
ギ
の
切
り
株
が
残

っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
う
か
が

い
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

ス
ギ
は

一
度
切

っ
て
し
ま
え
ば
、
も
と

の
よ
う
な
群
生
林
を
再
生

す
る
こ
と
は
少
か

っ
た
。

そ
し

て
人
間
が
神
を
祖

っ
て
木
を
切
り
残

し
た
処
だ
け
に
、
古

い
大
き
な

ス
ギ
の
森
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の

森
は
地
上
に
高
く
そ
そ
り
立

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
よ
い
目
印

に
な

っ

た
。
．人

の
目
印
に
な
る
よ
う
な
木
は
、
神

の
目
印

に
も
な
り
、
神
も

こ
の
本
を
目
あ
て
に
来
る
も

の
と
考
え
、
そ
の
は
じ
め
は
大
木
を
神

体
と
し
て
ま

つ
っ
た
も
，の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
後
に
は
そ
の
木

の

下

に
伺
を
建

て
て
ま

つ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

勿
論

ス
ギ
の
大
木
も
御
神
木
と
し
て
尊
ん
だ
。

３
　

マ
ツ

マ
ツ
は

ス
ギ
と
同
じ
よ
う
に
、
昔
か
ら
巨
木
は
人

の
目
に
も

つ
い

た
か
ら
、
古
く
か
ら
名
木
と
し

て
見
ら
れ
た
も

の
も
多
く
、
神

の
降

臨
す
る
木
と
も
考
え
ら
れ
た
。
神
霊

の
宿
る
木
と
し

て
崇
め
ら
れ
た
。

ス
ギ
の
群
生
が
切
り
残
さ
れ

て
神
木
化
し
た
の
と
は
少
し
違
う
。

マ
ツ
は
火
力
が
強

い
の
で
焼
き
物

（
か
ま
ど
）
土
器
製
作

の
燃
料

に
も
使
わ
れ
た
。
更
に
海
岸

の

マ
ツ
は
塩
田
の
発
達
に

つ
れ
て
、
製

塩
燃
料
に
も
使
わ
れ
切
り
尽
く
さ
れ

て
い

っ
た
で
あ
ろ
う
。
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ア
カ

マ
ツ
を
焼

い
て
作

っ
た
炭
は
軽
く
、
し
か
も
火
力
が
強

い
の

で
鍛
治
屋
炭
と
し
て

用
い
ら
れ
た
。
鉄

の
精
錬
に
は
松
炭
が
用

い
ら

れ
る
と

と
も
多

い
。
勿
論
建
築
用
材
と
し

て
の
用
途
も
広
か

っ
た
ろ

ンつ
。こ

れ
ら
の
用
材
と
し
て
常
緑
広
葉
樹
よ
り
も
ア
カ

マ
ツ
、
ク
ロ
マ

ツ
は
有
用
で
あ
る
た
め
、
常
緑
照
葉
樹
の
自
然
林
を

マ
ツ
の
二
次
林

に
変
え
て
い
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
も
で
き
た
。

田
　
自
然
を
友
と
ｔ
て

先
に
「記
紀
」
に
み
る
古
代
農
民
の
自
然
観
に

つ
い
て
書
い
た
が
、
そ

れ
が
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
大
陸
文
化
を
輸
入
し
て
、
人
び
と
は
、

緑
樹
崇
拝
か
ら
花
を
美
的
鑑
賞

へ
と
前
進
し
た
。
こ
れ
を
時
代
の
代

表
作

「
万
葉
集
」
か
ら
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

１
　
「万
葉
集
」
に
み
ら
れ
る
植
物

「五
碁
登

に
詠
ま
れ

て
い
る

一
五
〇
種

の
う
ち
ど
ん
な
花
が
特
に
多

く
詠
ま
れ

て
い
る
か
と

い
う
と
、　
ハ
ギ

（
一
四

一
歌
）
、

ウ
メ

（
一

一
八
歌
）
、

タ
チ
バ
ナ

（
六
八
）
、
オ
バ
ナ

（
四
六
）
、

サ
ク
ラ

（
四
〇
）
、
ク
レ
ナ
イ

（
二
九
）
、

フ
ジ

（
二
七
）
、
ナ
デ
シ
ヨ

含
〓
Ｃ

、

ウ
ノ

ハ
ナ

（
二
四
）
、
ク
ズ

（
一
八
）
、

ヤ

マ
ブ
キ

全

七
）
、
オ
ミ
ナ

エ
シ

全

四
）
、

ア
セ
ビ

（
一
〇
）
、

ツ
ツ
ジ

（
一
〇
）
、

ツ
バ
キ

（
九
）

の
順

で
、

（
　
）
は
そ
の
歌
数
を
示
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

こ
れ
か
ら
み
て
も
身
近
か
な
野

の
花
が
愛
好
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
草

で
は
秋
草
が
多

い
。

「
万
葉
集
」
に
は
、
東
歌
と
い
う
関
東
地
方
の
住
人
ら
の
詠
ん
だ
歌
が
多

く
含
ま

れ
て
い
る
。
万
葉

の
東
人
た
ち
が
自
分

の
眼
に
映

っ
た
、
現

実

の
当
時

の
武
蔵
野
を
描

い
て
い
る
歌

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
歌

の
句

々
の
中
か
ら
古
代

の
こ
の
辺

の
面
影
を
し

の
ん
で
見
た
い
。

恋
し
け
ば
　
袖
も
振
ら
む
を
　
武
蔵
野

の

う
け
ら
が
花

の
　
色
に
出
な
ゆ
め

野

の
花
に
寄
せ
る
女

の
恋
心
も
、
や
は
り
野
性

の
も

の
で
あ
る
。

う
け
ら
は
先

に
も
書

い
た
が
、
オ
ケ
ラ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
葉
や

花
は
す
る
ど

い
刺
に
守
ら
れ
て
、
そ
の
中
に
純
白
だ
が
、
や
や
寂
し

く

て
す
が
す
が
し

い
頭
状
花
を
開

い
て
い
る
。
古
代
よ
り
武
蔵
野
の

名
花
と
し

て
親
し
ま
れ

て
い
る
野
草

で
あ
る
。

道
の
辺

の
　
剤

の
末
に
は
ほ
豆

の

か
ら
ま
る
君
を
　
離
れ
か
行
か
む

防
人

の
歌

で
あ
る
。

ノ
イ
バ
ラ
に
か
ら
み

つ
く

マ
メ
の
よ
う
に
、

と
り
す
が
る
妻
を
お

い
て
出
征
す
る
男

の
心
情
を
歌

っ
て
い
る
。
都

へ
向
う
武
蔵
野

の
道
に
は
、
香

の
強

い
純
白

の
花

の
ノ
イ
バ
ラ
が
生

え
茂

っ
て
、
歩
む
足
を
痛
め
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
痛
み
か
ら
、
国
に
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残
し
た
妻
を
恋
う
胸
が
う
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。

２
　
秋
の
七
草

先
に
「万
葉
集
」
に
詠
ま
れ
て
い
る
植
物
に
は
秋
の
野
草
が
多
い
と
書

い
た
。
日
本
の
秋
草
の
代
表
的
な
種
類
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
て
い

る
、
山
上
憶
良
が
詠
ん
だ
秋
の
七
草
を
み
て
み
よ
す
。
　
　
　
　
　
ヽ

「
秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
お
指
折
り
か
き
数
う
れ
ば
七
く
さ
の
花
」

「
萩
が
花
尾
花
葛
花
な
で
し
こ
の
花
女
郎
花
ま
た
藤
袴
朝
貌
の
花
」

と
詠
ん
で
い
る
。

ｏ
萩
が
花
は
、
普
通
の
ハ
ギ

（
ヤ
マ
ハ
ギ
）
で
あ
る
。

ｏ
尾
花
は
、

ス
ス
キ
の
こ
と
、
カ
ヤ
と
も
い
う
。

ｏ
葛
花
は
、

ク
ズ
の
こ
と
、

い
た
る
処
に

つ
る
で
か
ら
む
、
根
か
ら

取

っ
た
で
ん
ぶ
ん
が

「
ク
ズ
粉
」

ｏ
な
で
し
こ
の
花
は
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

ヨ
の
こ
と
、
ピ

ン
ク
色
、

レ

ー
ス
状

の
花
弁
が
美
し

い
。

ｏ
女
郎
花
は
、
オ
ミ
ナ

エ
シ
の
こ
と
、
黄
色

い
粟
粒
大

の
花
が
集

っ

て
咲
く
。
昔
は
盆
花
と
し

て
用

い
た
。

ｏ
藤
袴
は
、

フ
ジ

バ
カ

マ
の
こ
と
、

ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
に
似

て
、
香
り

あ
る
、
今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

ｏ
朝
貌

の
花
は
、
キ
キ

ョ
ウ
の
こ
と
、
紫
色
の
花
咲
き
、
薬
用
に
も

な
る
野

の
草
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
花
は
、
秋

の
野
を
飾
る
代
表
的
な
野
草

で
あ
る
が
、
決

し
て
、
派
手
な
き
ら
び
や
か
な
花

で
は
な
く
、
野
性
的
、
素
朴
な
花

で
あ
り
、
当
時
は
却

っ
て
こ
の
よ
う
な
花
が
好
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３
　
春

の
七
草

秋

の
七
車
が
観
賞
用
を
主
体
と
し
た
の
に
対
し

て
、
春

の
七
草
は
、

食
用
と
し
て
の
野

の
草

で
あ
る
。

正
月
七

日
の
七
草
粥

の
中

に
入
れ
る
七
種

の
野
草

で
、
鎌
倉
時
代

の

「
河
海
抄
」
に
、

セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ

ョ
ウ

（
先
に
書

い
た

ハ
．

ハ
コ
グ

サ
の
こ
と
）
、　
ハ
コ
ベ
ラ

（
ハ
コ
ベ
）
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ

（
コ

オ

ニ
タ
ビ
ラ
コ
）
、

ス
ズ
ナ

（
カ
ブ
）
、

ス
ズ
シ

ロ

（
ダ
イ

コ
ン
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

時
代
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
草
が
、
七
草
の
種
目
に
挙
げ
ら
れ

阻 65図 ク ーズ
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て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
初
春

に
野
草
を
食

べ
る
行
事
が
、
雑

煮
や
粥
と
結
び

つ
き
、
七
草
粥

の
形
と
な

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
七
草
粥
を
正
月
七

日
に
食

べ
て
、
無
病
息
災
を
祈

る
な
ら
わ
し

は
、
昔
か
ら
続

い
て
い
る
生
活

の
ち
え
か
ら
生
れ
た
、
年
中
行
事

の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

因
　
棄
底
土
器
に
み
る
も
の

と
　
出
土
す
る
植
物
化
石
を
み
る

古
代
の
生
活
の
あ
と
だ

っ
た
各
地
の
遺
跡
の
発
掘
に
よ

っ
て
、
出

土
す
る
植
物
の
化
石
を
見
る
と
、

広
葉
樹
の
オ

ニ
グ

ル
ミ
、
ア
カ
シ
デ
、
ク
リ
、
ク
ヌ
ギ
、
ン
イ
、

マ
テ
バ
ン
イ
、

ア
カ
ガ
シ
、

ア
ラ
カ
シ
＾

シ
ラ
カ
シ
、　
コ
ナ
テ
、

ム

ク
ノ‥
キ
、　
ェ
ノ
キ
、
一ケ
ヤ
キ
、
サ
カ
キ
、

エ
ノ
キ
な
ど
、
針
葉
樹
で

は
、

モ
ミ
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
カ
ヤ
、　
マ
キ
、
ナ
ギ
な
ど
が
見

つ
か
■

て

い
る
∝
こ
れ
ら
は
今
日
の
常
緑
照
棄
樹
林
や
雑
木
林
に
生
え
て
い
る

木
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
・

特
に
茨
城
の
地
は
、
植
生
か
ら
見
て
温
帯
と
暖
帯
の
接
点
に
な

っ

て
い
る
。
温
帯
で
は
ブ
ナ
や
ナ
ラ
林
が
多
く
、
暖
帯
で
は
シ
イ
や
カ

シ
林
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
ブ
ナ
科
の
植
物
は
、
古
代
に
は
も

っ
と
多
か

っ
た
が
、
広

く
伐
採
さ
れ
、
他
の
木
が
植
林
さ
れ
て
き
た
。
ブ
ナ
科
の
う
ち
ク
リ

属
は
勿
論
、
シ
イ
属
、
ブ
ナ
属
の
堅
果
も
食
用
に
な
る
。
こ
れ
ら
は

コ
ナ
ラ
属
と
と
も
に
多
量
の
果
実
を
結
ぶ
の
で
、
食
料
に
も
飼
料
に

も
さ
れ
、
ま
た
自
然
に
あ

っ
て
は
、
ク

マ
や
リ
ス
、

シ
カ
な
ど
の
動

咎
生
す
の
冬
ご
も
り
に
必
要
な
食
糧
源
で
も
あ
る
。

一
武
蔵
野
を
お
お

っ
て
い
た
照
葉
樹
林
に
埋
ま
る
よ
う
に
、
こ
の
辺

に
む
ぽ

つ
ん
ぼ

つ
ん
と
人
間
の
集
落
が
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
自
然
と

調
和
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
自
然
に
埋
没
し
た
人
間
の
生
活
が
営
ま

れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

玉
造
町
泉
集
落
及
び
そ
の
周
辺
に
住
ん
で
い
た
人
び
と
が
、
日
常

用
具
と
し
て
使
用
し
て
い
た
土
器
は
、
今
回
の
発
掘
か
ら
み
る
と
、

土
師
器
と
須
恵
器
で
あ
る
。

２
　
木
の
葉
の
圧
痕
の
あ
る
土
器

出
上
し
た
土
器
片
か
ら
、
木
の
葉
の
圧
痕
の
あ
る
土
器
が
幾

つ
か

みヽ
ら
れ
た
の
で
述
べ
て
み
よ
う
。

土
器
製
作
に
魏
幅
を
使
う
の
は
、
弥
生
時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
土

獅
器
製
作
に
当

っ
て
は
、
本
の
葉
の
裏
に
粘
上
を
置
い
て
、
作
製
す

る
技
法
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
縄
文
土
器
の
網
代
痕
―
弥

生
土
器
の
布
目
痕
に
続
く
も
の
で
あ
ち
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ｉ
血
６６

・図
め
ら
血
７０
図
は
、
木
つ
葉
痕
の
あ
る

「
葉
底
」
で
あ
る
。

木
の
葉
の
裏
に
粘
上
を
置
い
て
、
本
の
葉
の
表
は
回
転
台
の
代
用

に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
使
用
さ
れ
た
本
の
葉
や
車
の

葉
は
、
厚
く
て
丈
夫
で
表
面
は
滑
ら
か
で
す
べ
り
の
よ
い
も
の
が
選

ば
れ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
目
的
か
ら
み
て
常
緑
照
葉
樹
か
、
落

葉
樹
で
も
大
き
い
葉
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
さ
い
照
棄
樹
を
数

工 85-



枚
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
既
に
農
耕
作
業
も
み
ら
れ

る
の
で
、
農
作
物

で
葉

の
大
き

い
も

の
や
、
樹
林
内

の
野
生

の
車
木

を
使
う
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

血
６６
図
は
、
葉
脈
が
太
く
相
当
大
き
な
葉
が
考
え
ら
れ
る
。
中
尾

氏
に
よ
る
と
、

「
照
葉
樹
林
文
化
は
、
熱
帯
降
雨
林

の
根
栽
文
化
か

ら
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
作
物
品
種
―

タ

ロ
ー
イ

モ
の

一
部

の
サ
ト
イ

モ
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
ヤ
ム
イ

モ
で
は
温
帯
性

の
ナ
ガ

イ
モ
を
栽
培
化
し
、
そ
れ
を
更
に
日
本
ま
で
伝
播
さ
せ
た
が
…
」
と

い

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
考
察
す
る
と
、

サ
ト
イ
モ
科

の
な
か
ま

の
葉
脈
に
似

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
表
面
を
回
転
台

の
役
目
に
は
恰
好

の
も

の

で
あ
ろ
う
。

血
６７
図

の
葉
底
は
、

ヤ
ブ

ニ
ッ
ケ
イ
や
シ

ロ

ダ

モ
な
ど
ク

ス
ノ
キ
科

の
葉
脈
ら
し
い
感
じ
も

す
る
。
光
沢
あ
り
表
面

滑
ら
か
な
葉

で
あ
る
。

血
６８
図

の
葉
底
は
、

カ
シ
ワ
な
ど
ブ

ナ
科

の

大
型

の
葉
痕
ら
し
い
。

血
６９
図

の
葉
底
は
、

タ
ブ

ノ
キ
な
ど

の
ク

ス

ノ
キ
科

の
な
か
ま

で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測

血
７０
図
の
葉
底
は
、
ホ
オ
ノ
キ
な
ど

の
大

か
。

地 66図

整形 内部―なでた葉痕多 し

外部一底部近 くは右か ら左

に削土整形す る

葉底

整形 葉底 底径 8,4 Cη

内部は平滑,外部に箆
削 り痕あ り

血 69図

整形 葉底 底径 8.4伽
箆なで している

Na 67図

整形 葉底 底径 盈2∽
内部に輪積痕あ り
外部は右か ら左に削土す る

さ
れ
る
。

き
な
棄

で
は
な
か
ろ
う

亀

暴
鸞
ゴ
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血 70図
整形 葉底 底径測れない

内部 は指でなでる

何
れ
に
し
て
も
、
出
土
品

は
永
年
使
用
さ
れ
た
後
土
中

に
埋
も
れ
、
摩
滅
や
破
損
等

甚
だ
し
く
、
葉
脈

の
ほ
ん
の

一
部

の
圧
痕
か
ら
類
推
す
る

こ
と
は
至
難

の
業

で
あ
る
。

当
時
は
身
近
か
な
植
物

で

あ
り
、
土
器
製
作

の
目
的
と

植

物

の
特

徴

か

ら
利

用

さ

れ
た
圧
痕

の
葉
脈
か
ら
の
判

断
で
概
要
を
の
ぞ
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

五
、
泉
原
の
現
在
の
植
物
を
尋
ね
て

ロ

ボ
ン
ベ
イ
の
遺
跡
を
尋
ね
て

南
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ス
ビ
オ
火
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
は
、

周
囲
３
臨
、
当
時
の
人
口
約
２
万
の
都
市
で
あ

っ
た
が
、
約

一
九
〇

〇
年
前
の
ベ
ス
ビ
オ
の
大
噴
火
で
、　
一
夜
に
し
て
埋
没
し
て
し
ま

っ

た
。発

掘
さ
れ

て
当
時

の
建
築
物
や
調
度
品
に
い
た
る
全
貌
が
明
か
に

さ
れ
、
都
市
全
体
が
当
時

の
面
影

の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。

私
は
昭
和
五

一
年

一
二
月
、
海
外
教
育
視
察
団
の

一
員
と
し
て
、

こ
の
地
を

つ
ぶ
さ
に
視
察
し
、
古
代
文
明

の
す
ば
ら
し

い
遺
産
に
接

す
る
こ
と
が

で
き
た
。

し
か
し
、
私

の
胸
を
強
く
う
ち
、
脳
裏
に
鮮
や
か
に
焼
き

つ
け
ら

れ
た
も

の
は
、
静
か
な
遺
跡

の
片
す
み
に
し
お
ら
し
く
咲

い
て
い
る

何
種
類
か
の
野
の
雑
草
で
あ

っ
た
。
そ
の
土
地
に
適
し
て
、

そ
の
当

時
か
ら
咲
き
続
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
人
里
植
物
た
ち
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
野
車
に
接
し
た
瞬
間
に
、
私
は
古
代

の
ボ
ン
ベ
イ
の
人

々
と

の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
感
を
抱
き
、
じ

っ
と
可
憐
な
花
を
み

つ

め
る
こ
と
に
よ

っ
て
古
代
人
と
の
対
話

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

口

泉
原
の
遺
跡
に
立

っ
て

ボ
ン
ベ
イ
の
夢
か
ら
さ
め
て
、
再
び
泉
原
の
遺
跡
に
立

っ
て
み
る
。

先
に
海
老
原
先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
は
古
代

よ
り
立
地
上
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
気
候
、
風
土
、
交
通
な
ど
に

意
ま
れ
て
い
る
の
で
、
先
住
民
の
生
活
の
場
と
し
て
は
最
適
で
あ

っ

た
ろ
う
。

ま
た
、
暖
帯
と
温
帯
性
植
物

の
接
点

で
も
あ
る
の
で
、
植
物

の
種

類
も
五
〇
〇
種
を
数
え
る
ほ
ど

で
あ
る
。
人
び
と
の
生
活
を
取
り
ま

く
植
物
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ま
、
私
た
ち
は
、
先
住
民

の
遺
跡
発
掘
に
よ
り
、
当
時

の
人
び

と
の
使
用
し
た
地
下

の
上
器
と
、
そ
こ
に
古
代
よ
り
連
綿
と
咲
き
続

け
て
き
た
で
あ
ろ
う
地
上

の
花
と
を
通
し
て
、
先
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、

言
葉
な
き
心

の
語
ら
い
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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町
の
発
掘
作
業
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
方
に
は
、
作
業
は
共
に
つ

ら
か

っ
た
が
、
古
と
今
、
人
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
得
難
い
体
験

を
さ
れ
た
こ
と
を
重
ね
て
喜
び
、
か

つ
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
。

口
　
現
在
の
植
物
の
姿
を
眺
め
る

さ
て
、
発
掘
当
日
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
泉
原
の
植
生
の

一
部
に

つ
い
て
、
お
粗
末
な
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
稿
を
改
め
て
先
に

解
説
い
た
し
た
と
こ
ろ
と
重
複
し
な
い
よ
う
に
述
べ
て
み
よ
う
。

１
　
常
緑
照
葉
樹
が
多
い

，
先
に
述
べ
た
通
り
（
こ
の
辺
は
暖
地
性
の
常
緑
樹
林
帯
で
あ
る
の

で
、
シ
イ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ア
カ
ガ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ

（
イ
ヌ
グ
ス
）
、

ヤ
ブ

ニ
ッ
ケ
イ
、
ク
ス
ノ
キ
、
モ
チ
ノ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
本
が

多
い
。
ま
た
、
温
帯
性
の
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
リ
、
ケ
ヤ
キ
、

エ

ノ
キ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ヮ
な
ど
の
落
葉
樹
も
混
生
し
て
い
る
の
で
、
四

季
折
々
の
山
の
美
↓
さ
は
格
別
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

さ
ち
て

，
モ
ミ
や
カ
ヤ
な
ど
の
針
葉
樹
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
生
え

て
一ｉ
お
■
　

．．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡

ｒ
‐れら
り
樹
林
の
下
草
と
し
て
は
、
サ
ネ
カ
ズ
ラ
（美
男
カ
ズ
・ラ
）

マ
ィ
げ

ョ
ウ
、

ン
ル
グ

ミ
、

イ
タ
ビ
カ
ズ

ラ
、

テ
イ
カ

カ
ズ

ラ
な
ど

暖
地
難
つ
植
物
も
現
ち
れ
る
。
サ
粽
カ
ズ
ラ
は
夏
に
白
色
つ
れ
た
ｉ飾

り
、
秋
に
な
る
と
小
さ
い
球
形
の
液
果
が
、
花
托
の
ま
わ
り
に
つ
い

て
共
に
赤
く
熟
し
て
、
大
型
の
金
平
糖
の
よ
う
な
実
が
な
る
。　
一
名

美
男
葛
と
い
い
、
音
、
枝
の
皮
の
粘
汁
を
水
に
浸
出
し
て
、
そ
の
液

で
男
子
の
頭
髪
を
整
え
た
か
ら
だ
と
い
う
。

２
　
食

べ
ら
れ
る
木

の
実
、
山
菜
が
多

い

ｋ
木

の
実
と
し

て
は
、
ウ
グ
イ

ス
カ
グ

ラ
、
ナ

ツ
グ

ミ
、

ア
キ
グ

ミ
、

・ツ
ル
グ
ミ
、
ナ

ツ
ハ
ゼ
、

ウ
シ
ヨ
ロ
シ
、

ナ
ワ
シ

ロ
イ
チ
ゴ
、

エ
ビ

ズ
ル

い
ガ

マ
ズ
ミ
、

シ
ド
ミ
、　
ヨ
ウ
ゾ
な
ど
が
あ
る
。

一
ゥ
グ
ィ

ス
ヵ
グ
ラ
は
こ
の
辺

で
は
ナ
ワ
シ

ロ
グ

ミ
な
ど
と
も

い
い
、

四
月
に
淡
赤
紫
色

の
花
を
開
き
、
五
月
に
は

ル
ビ
ー
色

の
す
き
と
お

ち
実
を
ぶ
ら
下
げ

て
い
る
。

ウ
シ

ョ
ロ
シ
は
幹
が
硬
い
の
で
鎌

の
柄

に
も
使
わ
れ
る
の
で
、　
一
名
カ

マ
ツ
カ
と
も

い
う
。
な
お
、
古
老

の

話

で
は
、
田
ん
ぼ
に
堆
肥
を
背
負

っ
て
運
ぶ
タ
ガ

ラ
を
作
る
の
に
ウ

NQ 71図 サ ネ カ ズ ラ
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シ
コ
ロ
シ
の
本
を
使

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
古
代
か
ら
農
具
な
ど
に
用

い
ら
れ
た
こ
と
は
う
な
づ
け
る
。

エ
ビ
ズ

ル
は
今

の
子
ど
も
達
に
は

殆
ん
ど
関
心
も
な
く
、
有
毒
な

ノ
ブ
ド
ゥ
と
混
同
し
て
い
る
者
も

い

る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
食

べ
ら
れ
る
野

の
菜
、
山
草
に
は
タ
ラ
ノ
メ

（
タ
ラ
ボ
ウ
）

や

ハ
リ
ギ
リ

（
イ

ヌ
ダ

ラ
、

ホ
ン
グ

ラ
と
も

い
う
そ
う
で
す
）
、

ウ

コ
ギ
、

サ
ン
シ

ョ
ウ
の
芽
を
始
め
、
オ
ケ
ラ

（
古
名

で
ウ
ケ
ラ
）
、

ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン
ジ

ン

（
古
名

で
ト
ト
キ
）
、

ノ
ア
ザ
ミ
、

ヮ
ラ
ビ
、

ホ
ウ

コ
グ

サ

（
古
名

で
オ
ギ

ョ
ウ
）
、

ョ
モ
ギ
、

タ
ン
ポ
ポ
、

フ
キ
、

ノ
カ
ン
ゾ

ウ
、

ヤ

マ
ノ
イ

モ
な
ど
が
あ
る
。

特
に
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
利
用
価
値
は
す
ば
ら
ｔ
い
が
、
往
々
に
し
て

イ
ヌ
サ
ン
シ
ョ
ウ
と
間
違
い
や
す
い
の
で
御
鳥
心
方
を
。
簡
単
な
見

分
け
方
は
刺
の
着
き
方
に
留
意
の
こ
と
。
サ
ン
シ

ョ
ウ
の
刺
は
対
生

（
左
右
向
い
あ

っ
て
着
い
て
い
る
こ
と
）
で
あ
り
、
イ
ヌ
サ
ン
シ
ョ

ウ
の
刺
は
互
生
で
あ
る
。

３
　
民
間
薬
や
毒
草
の
な
か
ま
も
多
い

毒
下
し
の
ド
ク
ダ
ミ

（
ヂ
ゴ
ク
ソ
バ
、
ジ

ュ
ウ
ヤ
ク
と
も
い
う
）

下
痢
止
め
の
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ゥ
コ
、
健
胃
剤
の
セ
ン
ブ
リ
や

ニ
ガ
キ
、

そ
の
他
ク
コ
、

ア
マ
ド
コ
ロ
、

ス
イ
カ
ズ
ラ
、
キ
キ

ョ
ウ
、
リ
ン
ド

チ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
オ
オ
バ
コ
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
ク
ズ
な
ど
数
多

い
薬
草
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
草
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
長
い
間
の
生
活
の
知
恵
か
ら

出
た
尊
い
文
化
遺
産
で
も
あ
る
。

古
老
に
う
か
が
え
ば
、
こ
の
他
に
も
種
々
民
間
伝
承
薬
が
あ
る
し
、

用
い
方
な
ど
も
多
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
時
に
は
毒
車
や
思
わ
ぬ
危
害
を
加
え
る
植
物
も
あ

っ
て
、
自
然
界
の
厳
し
い
仕
打
ち
を
受
け
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
先
づ

人
に
恐
れ
ら
れ
る
の
は
ヤ
マ
ウ
ル
シ
や
ツ
タ
ウ
ル
シ
で
あ
る
。
俗
に

漆
か
ぶ
れ
と
い
う
皮
膚
病
で
あ
る
。
さ
ら
に
案
外
長
時
間
刺
戟
で
痛

い
の
が
イ
ラ
ク
サ
に
ふ
れ
た
時
で
あ
る
。
そ
の
他
に

一
般
に
有
毒
と

し
て
嫌
わ
れ
る
も
の
に
は
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

（
マ
ン
ジ

ュ
シ
ャ
ゲ
）
、

エ
ビ
ズ
ル
と
誤
認
し
や
す
い
ノ
ブ
ド
ゥ
、
田
ん
ぼ
に
多
い
キ
ツ
ネ
ノ

ボ
タ
ン
、
タ
ガ
ラ
シ
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
や
山
に
自
生
の
エ
ゴ
ノ
キ
な

ど
が
あ
る
。

ま
た
最
近
花
粉
公
害
で
人
び
と
に
嫌
わ
れ
て
い
る
帰
化
植
物
の
ブ

タ
ク
サ
が
あ
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
の
路
傍
に
ふ
え
、
夏
の
頃
に
黄
色

の
花
を
咲
か
せ
、
花
粉
を
ま
き
散
ら
し
、
鼻
や
気
管
の
粘
膜
に
ア
レ

ル
ギ
ー
を
起
す
と
い
う
。

４
　
分
布
上
珍
ら
し
い
植
物
を
み
る

こ
の
地
が
昔
、
海
の
入
江
で
あ

っ
た
た
め
、
海
辺
性
の
植
物
も
多

く
自
生
し
て
い
る
。

コ
モ
チ
シ
ダ
は
子
持
ち
羊
歯
で
、
葉
の
上
に
不
定
芽
が
出
来
る
シ

ダ
で
、
昔
の
海
岸
に
沿

っ
た
崖
な
ど
に
生
え
て
い
る
。
ト
ベ
ラ
は
暖

地
の
海
岸
地
方
に
自
生
し
て
い
る
木
で
、
地
方
に
よ
り
節
分
に
こ
れ

を
一扉
に
は
さ
み
、
鬼
を
よ
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
ト
ビ
ラ
ノ
木
と
い

う
。
春
白
い
芳
香
あ
る
花
を
咲
か
せ
、
冬
に
は
実
が
裂
け
て
赤
く
美
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し
い
。
農
家
の
畑
な
ど
に
ふ
え
始
め
る
と
除
草
に
手
古
ず
る

ハ
マ
ス

ゲ

（
一
名

コ
ウ
プ
シ
）
も
海
辺
河
原
等
の
砂
地
に
多
い
雑
草
で
あ
る
。

そ
の
他

ス
ダ
ジ
イ

（
普
通
の
シ
イ
）
や
テ
リ

ハ
ノ
イ
バ
ラ
な
ど
も
海

岸
地
方
に
多
い
植
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

次
に
こ
の
地
区
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
と
思
わ、
れ
る
珍
ら
し
い

ょ
の
に
つ
い
て
略
記
し
て
み
る
。

ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル

（
キ
ン
ボ
ウ
ゲ
科
）
は
、
初
夏
の
頃
、
紅
紫
色

の
半
鐘
の
形
に
似
た
花
が
つ
り
下

っ
て
咲
く
も
の
で
、
山
地
林
中
に

見
ら
れ
る
が
平
地
に
は
少
い
。
う
ば
が
池
に
接
し
た
長
者
平
の
松
林

中
に
は
多
数
見
ら
れ
た
。

ツ
ク
バ
ネ
シ
ツ
ギ

（
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
）
は
、
五
月
頃
責
白
色
の
花

を
咲
か
せ
、
花
の
終

っ
た
後
、
果
実
の
頂
に
た
存
す
る
五
つ
餅
禦
虚

は
、
正
月
の
羽
子
つ
き
の
衝
羽
根
に
似
て
お
ケ
、
本
の
姿
は
空
木
に

似
て
い
る
の
で
、
衝
羽
根
空
木
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
も
長
者

平

一
帯
に
多
数
自
生
し
て
い
た
。

カ
エ
デ
ド
コ
ロ

（
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
）
は
、
暖
地
性
の
植
物
で
、
葉

の
形
が
カ
エ
デ
の
葉
に
似
て
い
る
ド
コ
ロ
で
あ
る
。

タ
カ
ア
ザ
ミ

（
キ
ク
科
）
は
、
北
方
系
の
ア
ザ
ミ
で
あ
り
、
暖
地

性
の
植
物
の
多
い
と
こ
ろ
に
北
方
系
の
混
生
も
珍
ら
し
い
。
こ
の
他

ミ
ヤ

マ
ナ
ル
コ
ユ
リ
な
ど
も
み
ら
れ
た
。

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ

（
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
科
）
は
、
食
虫
植
物
の
代
表
的

な
も
の
で
、
陰
湿
地
に
自
生
し
て
い
る
の
は
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

一
葉
の
表
面
に
は
毛
織
り
の
毛
藍
の
よ
う
に
腺
毛
が
多
く
、
そ
の
先

端
か
ら
の
分
泌
液
の
た
め
小
さ
い
昆
虫
は
捕
え
ら
れ
、
消
化
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

５
　
帰
化
植
物
が
今
ま
で
の
植
生
を
変
え
る

外
国
か
ら
新
し
い
生
活
環
境
を
求
め
て
入

っ
て
く
る
植
物
は
、
相

当
な
や
せ
地
で
も
適
応
し
て
生
き
て
い
く
。
こ
れ
が
開
拓
者
の
根
性

な
の
だ
ろ
う
が
。

開
墾
や
宅
地
造
成
、
道
路
工
事
等
で
表
土
の
削
り
取
ら
れ
た
や
せ

地
は
、
従
来
そ
こ
に
生
え
て
い
た
植
物
に
と

っ
て
も
住
み
に
く
い
。

し
か
し
帰
化
植
物
は
進
ん
で
そ
こ
に
住
み
つ
い
て
ど
ん
ど
ん
殖
え
て

い
く
。

代
表
的

な
も

の
が

セ
イ

タ
カ

ア
ヮ
グ

チ

ソ
ウ
で
あ

る
。

そ

の
他

ヒ

メ
ジ

ョ
オ

ン

（
テ

ン
チ

ョ
ウ
グ

サ
）

ハ
ル
ジ

オ

ン
、

ア
レ
チ
ノ
ギ

ク
、

ヒ
メ

ム
カ

シ

ョ
モ
ギ
、　
ニ
ワ
ゼ
キ

シ

ョ
ウ
、

ダ

ン
ド
ボ

ロ
ギ
ク
、

ノ

血 72図  ハ ンシ ヨウズ ル

-90-



ボ

ロ
ギ

ク
、

カ

モ
ガ

ヤ
、

イ

ヌ
ム
ギ
、

セ
イ

ョ
ウ

タ

ン
ポ

ポ
、

ア
メ

リ
カ

ヤ

マ
ゴ

ボ
ウ
、
ブ

タ
ク

サ
、

ア
メ
リ
カ

セ

ン
ダ

ン
グ

サ
、

メ
リ

ケ

ン
カ

ル
カ
ヤ
、

オ
オ

イ

ヌ
ノ

フ
グ

ヶ
、

…
数
え
あ
げ

れ
ば

き
り
が

な

い
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
厄
介
な
雑
草

で
あ
り
、
古
代
か
ら
生
え
て
い
た

野
山

の
な

つ
か
し
い
草
花
を
駆
逐
し

て
ま
で
生
え
茂

っ
て
い
る
。

以
前
は
よ
く
路
傍
な
ど
に
も
見
か
け
た
オ
キ
ナ
グ

サ
や
湿
地
に
生

え
て
い
た
サ
ギ

ソ
ウ
な
ど
は
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
他

に
も
幼

い
頃
に
摘
み
草
し
た
な

つ
か
し
い
花

の
数

々
が
、
今
私
た
ち

の
目

の
前
か
ら
姿
を
消
し

つ
つ
あ
る
。
帰
化
植
物
が
音

の
植
生
を
変

容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

６
　
名
前

の
由
来

の
お
も
し
ろ
い
植
物

人
そ
れ
ぞ
れ
に
命
名

の
由
来
が
あ
る
と
耐
じ
よ
う
に
、
植
物

の
名

前
に
も
命
名

の
い
わ
れ
が
あ
る
。

一
般
的
な
も

の
で
も

ホ
タ
ル
ブ

ク

ロ

（
チ

ョ
ウ
チ
ン
バ
ナ
）
、

ヒ

ト
ヶ
シ
ズ
カ
、

ア
タ
リ
シ
ズ
カ
を
は
じ
め
、
才
媛
紫
式
部

の
美
貌
に

あ
や
か

っ
て
か

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

（
秋
冬
の
果
実

の
色
は
鮮
か
で
あ

る
）
な
ど
人

の
名
を
借
用
し
た
も

の
も
あ
る
。

美
し

い
花
な
の
に
茎
や
葉

の
悪
臭

の
た
め
に
命
名
ざ
れ
た

ヘ
タ
ツ

カ
ズ
ラ
は
迷
惑
千
万

で
あ
ろ
う
、
し
か
し
葉
を
少
し
も
ん
で
嗅
ぐ
と

い
や
は
や
名
前

の
と
お
り
で
あ
る
。
あ
ま
ヶ
に
も
可
愛
そ
う
な
の
で

五
～
六
月

に
咲
く
花
な
の
で

一
名

サ
オ
ト
メ
バ
ナ
と
も

い
う
。

早
春

に
道
端
や
日
当
り

の
よ
い
畑
な
ど
に
、
星

の
よ
う
な
可
隣
な

花
を
咲
か
せ
る
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
も
気

の
毒

で

あ
る
。

フ
グ

リ
と
は
睾
丸

の
こ
と
で
、
果
実

の
形
が
犬

の
そ
れ
に
似

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
乙
女

の
瞳

の
よ
う
な
澄
ん
だ
花
を
咲
か
せ
る

車
な
の
に
…
…
。

こ
ズ
ヒ
キ
は
夏

の
花

で
あ
る
。
細

い
紐
状
に
咲
く
花
は
、
上
か
ら

見
る
と
紅
色

で
あ
り
、
下
か
ら
見
る
と
白
色
花
、
そ
の
た
め
紅
白

の

紐
状

の
花
故

に
水
引
き
に
見
立

て
た
も

の
だ
ろ
う
。

ヤ
ブ
ガ

ラ
シ
は
い
た
る
と

こ
ろ
の
や
ぶ
や
垣
根
、
時

に
廃
屋
な
ど
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に
か
ら
み

つ
い
て
い
る
。
や
ぶ
を
枯
ら
し

て
盛
ん
に
繁
茂
す
る
か
ら

だ
が
、　
一
名

ビ
ン
ボ
ウ
カ
ズ

ラ
と
も

い
う
。

こ
の
車
が
他

の
植
物

の

上
に
繁

っ
て
山
林
を
枯
ら
し
、
そ
の
た
め
に
家
が
貧
乏
と
な
る
と

い

う
意
味

で
あ
る
。

キ
セ
ル
の
が
ん
く
び
に
似
た
花

の
咲
く
ガ

ン
ク
ビ
ツ
ウ
、
お
粗
末

な
牛

の
尻

っ
ぽ
に
似
た
花
穂
を

つ
け
る
ウ
シ
ノ
シ

ッ
ペ
イ
な
ど
…
植

物
名

の
由
来
は
片

っ
ぱ
し
か
ら
意
味
深
く
、
興
味

の
う
ち
に
そ
の
植

物

の
特
徴
な
ど
も
把
え
、
観
察

の
眼
低
肥
え
て
く
る
。

７
　
可
憐
な
野
草
は
ま
だ
残

っ
て
い
る

古
代
か
ら
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
に
咲
き
続
け
る
、
愛
す

べ
き
山
野

草
は
ま
だ
残

っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
見

つ
け
出
す

こ
と
も
郷
上

の
良

さ
を
確
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
自
分

の
足

で
歩
き
、
自
分

の
目

で
見

つ
け
よ
う
。

先

に
も
述

べ
た

ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ

ル
、

ツ
ク
バ
え
ウ

ツ
ギ

の
他

に
車

本

で
は
ミ
ヤ

マ
ウ
ズ
ラ
、
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
キ

ン
ラ
ン
、

ヒ
ト
リ

ヽ
シ

ズ
カ
、
ギ

ン
ラ
ン
、
ジ

ュ
ウ

エ
ヒ
ト
イ
、

チ
ゴ

ユ
け
、
リ

ン
ド
ウ
、

セ
ン
ボ

ン
ヤ
リ
、

モ
ジ
ズ
リ

（
ネ
ジ
バ
ナ
）
、

ツ
ル
ボ
、
キ
キ

ョ
ウ
、

オ
ケ
ラ
、

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
オ
ミ
ナ

エ
シ
、

ホ
ヶ
ル
カ
ズ
ラ
、

ア

マ
ド

コ
ロ
な
ど
が
あ
る
。

樹
木

で
は
ゴ

ン
ズ
イ
、

ツ
リ
バ
ナ
、　
ニ
シ
キ
ギ
、　
マ
ユ
ミ
、
ウ
グ

イ

ス
カ
グ
ラ
、
キ

ツ
ネ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
さ
が
せ
ば
案
外
多

い
。

六
、
結
び

付

お
爺
さ
ん
は
山
へ
柴
刈
り
に

古
代
の
人
び
と
は
森
に
鳥
獣
を
狩
り
、
柔
ら
か
な
葉
や
果
実
、
貯

蔵
根
な
ど
を
集
め
、
ま
た
水
辺
に
魚
や
貝
な
ど
を
求
め
て
生
活
し
た
。

こ
の
時
代
、
森
は
人
間
に
と

っ
て
生
活
物
資
の
供
給
地
で
あ
り
、
ま

た
居
住
の
地
で
あ

っ
た
。
緑
の
植
物
の
無
い
と
こ
ろ
に
人
間
の
生
活

は
な
か

っ
た
。

道
具
を
使
い
、
火
を
利
用
す
る
こ
と
を
覚
え
た
人
間
は
、
定
住
し

て
農
耕
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
は
豊
か
な
土
地
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
土
地
は
、
当
時

一
面
に
繁
茂
し
て
い
た
常
緑
照
葉
樹

林
を
壊
す
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
。
森
が
永
年
か
か

っ
て
蓄
え
て

き
た
地
力
を
農
業
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
農
地
が
や
せ
て
く
れ

ば
、
地
力
の
補
強
の
た
め
、
森
林
か
ら
落
ち
葉
や
、
下
草
を
集
め
、

農
地
に
入
れ
て
や
る
こ
と
が
始
め
ら
れ
た
。
即
ち
堆
肥
製
産
に
よ
る

有
機
質
肥
料
作
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
農
家
の
人
た
ち
は
近
在
の
里

山

へ
落
ち
葉
取
り
や
柴
刈
り
に
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
‐

「
お
爺
さ
ん
は
山
に
柴
刈
り
に
」
は
、
ま
さ
に
農
家
の
日
常
の
姿
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
里
山
林
は
、
我
が
身
を
削

っ
て
農
地
に
貢
い
だ
た
め
、

や
せ
て
生
産
力
を
失

っ
て
き
た
。
地
力
低
下
の
た
め
、
そ
の
土
地
古

来
の
森
林
は
生
き
続
け
ら
れ
ず
．
や
せ
地
に
も
耐
え
得
る

コ
ナ
ラ
や

ア
カ

マ
ツ
の
林
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
。
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二
、
物
が
栄
え
て
山
林
滅
ぶ

里
山
林
で
の
落
ち
葉
取
り
や
柴
刈
り
は
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
続

い
て
い
た
。
し
か
し
物
資
が
豊
か
で
、
科
学
の
進
歩
に
よ
る
化
学
肥

料
は
、
落
葉
堆
肥
を
必
要
と
し
な
く
な
り
、
石
油
や
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス

は
農
村
か
ら
も
薪
や
柴
を
し
め
出
し
た
。
お
爺
さ
ん
は
山

へ
柴
刈
り

に
い
か
な
く
て
も
よ
く
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
化
学
肥
料
、
石
油
や

プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
の
普
及
の
お
か
げ
で
、　
マ
ツ
林
が
除
々

に
肥
沃
化
し
は
じ
め
た
。

こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

マ
ツ
林
の
滅
亡

へ
の

一
因
に
な

‘る

わ
け
で
あ
る
。
松
林
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
維
持
す

る
手
段
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
松
林
の
下
草
刈
り
や
落

ち
葉
集
め
に
よ

っ
て
．
松
林
の
収
奪
を
く
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
お

爺
さ
ん
が
山

へ
柴
刈
り
に
い
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
物
が
豊
か
に
な

っ
た
の
で
今
更
そ
ん
な
事
は
出
来
な
い
。
風
致
林
な
ど
で
も
禁
伐
、

落
葉
の
採
取
禁
上
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
松
林
の
肥
沃
化
は

一
層
進

み
、
シ
イ
や
カ
シ
の
照
葉
樹
林

へ
の
遷
移
の
速
度
を
早
め
た
の
で
あ

ＺＯ
。こ

れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、　
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
と

マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
相
利
共
生
の
し
わ
ざ
で
あ
る
。

マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ

ュ
ウ
が
、　
マ
ツ
の
樹
脂
道
の
中
で
大
繁
殖
し
て
、　
マ
ツ
の
樹

液
流
を
止
め
る
。

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
枯
れ
た

マ
ツ
の
樹
皮

下
で
幼
虫
期
を
過
ご
し
、
翌
年
初
夏
に
成
虫
と
な

っ
て
マ
ツ
か
ら
飛

び
出
す
。
こ
の
時
、
身
体
に
線
虫
を
た
く
さ
ん

つ
け
て
お
り
、
元
気

な

マ
ツ
の
新
梢
を
餌
と
し

て
か
じ
る
時
、
そ
の
傷

日
か
ら

マ
ツ
の
体

内

へ
線
虫
を
浸
入
さ
せ
る
。
線
虫
は

マ
ツ
の
体
内

で
大
繁
殖
し
て

マ

ツ
を
弱
ら
せ
る
。
弱

っ
た

マ
ツ
に
カ

マ
キ
リ
が
卵
を
産
み
、
や
が
て

枯
れ
た

マ
ツ
の
中

で
卵
か
ら
か
え

っ
た
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
は
、
樹
皮

下
を
食

い
荒
し

て
生
長
し
、
成
虫
と
な

っ
て
飛
び
出
す
。

こ
の
か
ら

み
合

い
が
年

々
く
り
返
さ
れ
る
が
、　
一
方

で
は
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫

の

入

っ
て
い
る

マ
ツ
の
枯
木
を
焼
き
捨

て
る
な
ど
の
処
分
も
し
な
い
ま

ま

に
放
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
、　
マ
ツ
枯
れ
の
被
害
は
拡
大
す
る

一
方

で
あ

っ
た
。

今
、
長
者
平
に
立

っ
て
み
る
と
、
目

の
届
く
限
リ

マ
ツ
林
は
姿
を

消
し
た
。

再
び

シ
イ
や
カ
シ
類
な
ど
の
繁
る
常
緑
照
葉
樹
林

へ
と
、
歴
史
は

く
り
返
す
だ
ろ
う
か
。

或
る
人
は
叫
ん
だ
。

「
マ
ツ
林
が
消
え
た
の
は
、
人
間
が
働
ら
か
な
く
な

っ
た
か
ら
だ
世

ェ
に
。大

き
な
警
告
と
し
て
受
け
と
め
て
み
た
い
。
（
野
原
幸
之
助
）
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遺
師
の
舞
据
に
参
加
ｂ
て

姥
ケ
谷
遺
跡
俳
句
抄

一削

　

島

　

道

之

助

姥
ケ
谷
遺
跡
は
長
者
伝
説
を
伴
な
う

「
姥
ケ
谷
長
者
館
跡
」

「
茨

城
県
遺
跡
地
名
表
」

（
昭
和
五
〇
年
版
）
と
あ
る
。
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地

の
城
館
跡
に
属
す
る
も

の
で
、
今
般
、
総
合
運
動
場
建
設
用
地

と
し
て
ぉ
遺
跡

の
広
範
囲
に
わ
た
る
部
分
が
町
民

の
た
め
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
町
教
育
委
員
会
は
緊
急
発
掘
調
査
を
寅

施
す
る
こ
と
に
な
り
発
掘
要
員
と
し

て
の
依
頼
を
受
け
参
加
し
た
。

調
査
終
了
後
主
任
調
査
員
海
老
原
幸
先
生
か
ら
そ
の
趣
味
を
活
か
し

た
文
章
を
も

っ
て
、
調
査
報
告
書

の
中
に
全
く
異
例

の

一
頁
を
と

の

お
話
し
を
う
け
、
元
来
そ
の
任
で
な
い
の
を
重

々
承
知
し
な
が
ら
取

り
急
ぎ
御
厚
情

の
万
分

の

一
の
協
力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
責
を

ふ
さ
が
せ
て
頂
き
た
く
禿
筆
を
と

っ
た
。

「
夏
車
に
む
せ

つ
城
館
跡
を
歩
く
」
　

　

　

長
路

五
月
十
四
日
朝
現
地
に

つ
く
。
運
動
場
整
地

の
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
が

唸
り
を
立

て
て
活
動
し
て
い
る
光
景
は
現
代

の
た
く
ま
し

い
息
吹
き

そ
の
も

の
で
あ
る
。
発
掘
現
場

の
林

の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
、
海
老

原
先
生

の
指
導

の
下
に
雑
木
、
雑
草
を
片
付
け
、
ト
レ
ン
チ
の
設
定

を
す
る
。

シ
ャ
ベ
ル
、

ス
コ
ッ
プ
が
処
女
地
に
食

い
込
む

一
瞬
、
作

業
員
の
誰
も
の
顔
が
未
知

へ
の
期
待
で
真
剣
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。

生
い
茂

っ
た
雑
草
の
匂
い
が
む

っ
と
鼻
を

つ
く
。

「
亡
風
青
し
風
土
記
の
丘
を
掘
る
」
　

　

長
路

玉
造
町
は
霞
ケ
浦
の
波
打
ち
際
に
、
西
に
筑
波
山
を
遠
望
す
る
地

の
利
を
得
て
、
古
代
よ
り
開
け
た
土
地
で
あ
る
。

「
常
陸
風
上
記
」

伝
承
の
日
本
武
尊
が
玉
造
の
丘
の
何
処
こ
ゝ
と
な
く
全
て
歩
ん
で
い

る
土
地
だ
。
い
ま
私
達
が
発
掘
の
鍬
を
入
れ
た
こ
ゝ
姥
ケ
谷
の
丘
も

そ
の

一
つ
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
／
ヽ

と
伸
び
た
青
と
の
上
を
吹
く
風

が
遥
か
日
本
武
尊
の
声
を
運
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

「
夏
草
や
午
的
ま
ぶ
し
き
握
り
飯
」
　
　
　
長
路

二
日
、
三
日
と
好
天
に
恵
ま
れ
誰
も
彼
も
が
ふ

っ
と
汗
ば
む
程
の

暑
さ
で
心
地
よ
く
、
作
業
熱
心
な
婦
人
達
も
晴
れ
た
明
る
さ
に
つ
ら

れ
て
屈
託
の
な
い
笑
い
と
冗
談
に
話
が
弾
む
。
小
さ
な
土
器
の
か
け

ら
で
も
こ
の
上
な
い
貴
重
品
と
し
て
受
け
と
め
、
み
ん
な
古
代

へ
の

空
想
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
や
が
て
正
午
だ
、
御
婦
人
方
持
参
の

握
り
飯
、
潰
け
物
の
美
味
し
か

っ
た
こ
と
、
野
外
で
食
べ
た
そ
の
味

は
今
に
な

っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
一
作
業
終
り
団
簗
の
氷
水
」
　

　

　

　

長
路

三
時
の
お
茶
だ
。
作
業
中
時
折
見
廻
り
指
導
す
る
海
老
原
先
生
。

冗
談
を
と
ば
し
な
が
ら
手
助
け
す
る
八
木
公
民
館
長
さ
ん
。

ブ

ッ

カ
キ
氷
水
の
腹
に
し
み
る
涼
気
は
格
別
で
、
軽
い
疲
れ
も
す
う

っ
と

消
え
て
元
気
回
復
。
海
老
原
先
生
の
補
佐
役
高
埜
栄
治
君
に
お
嫁
さ
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ん

の
世
話

を

し
よ
う

な
ど
と
、
真
面
目

と
冗
談
と

こ
も
ご
も

の
話
も

出

る
。「

汗
淋
濱
掌

に
愛
ほ
し
む
土
師
、
須
恵
器
」
長
路

「
須
恵
器
出

て
風
土
記

の
こ
ろ
の
鬼
藤
」
　

長
路

住
居
跡
ら
し

い
場
所

で
あ
る
。
土
師
器
片
と
須
恵
器

の
硬
そ
う
な

破
片
が

こ
も
ご
も
に
発
見
さ
れ
る
。

そ
れ
に
誰
も
が
大
事

そ
う
に
手

を
触
れ
る
。
ま
る
で
宝
石

で
も
持

つ
よ
う
だ
。
額
か
ら
流
れ
る
玉

の

汗
も
陽
光
に
光
る
。
傍

の
藪
に
鬼
群
が

一
輪

ひ

っ
そ
り
と
咲

い
て
い

て
美
し

い
。

こ
の
野
草
は
遠
く
古
代

の

「
古
事
記
」

「
常
陸
風
上
記
」

の
書
か
れ
た
頃
か
ら
、
或

い
は
そ
れ
以
前
か
ら
咲

い
て
い
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
そ
の
鮮
か
さ
は
、
又
珠
玉

の
輝
き
で
出
土
須
恵
器

の
地

味
な
味
わ

い
と
は
対
象
的

で
あ

っ
た
。

「
日
盛
り
や
国
祖
栖
み
し
竃
前
」
　

　

　

　

長
路

発
掘
場
所
を
、
整
地
し
た
野
球
場

に
移
し
た
。
浦
風
が
田
を
渡
り
、

野
を
越

え
て
真
面
に
吹
き

つ
け
る
影

一
つ
な
い
炎
天
作
業

で
あ
る
。

暑

い
な
、
な
ど
と
呟
き

な
が

ら
も

、

い
ま
金

の
茶

釜
が
出
る
ゾ
な

ど
と
気
軽
な
冗
談
に
笑

い
な
が
ら
も

シ
ャ
ベ
ル
を
動
か
す
手
は
休
め

な
い
。
、

「
五
月
晴

れ
甑
尊
き

野

の
講
話
」
　

　

　

　

長
路

甑

は
、

近
代

ま

で
同
型

の
道
具

が
用

い
ら
れ

て
い
た
飯
を

た
く
器

具

で
あ

る
。

井

川
芳
男

氏
所
蔵

の
出

土
物

で
あ
り
、
海
老

原
先
生

を

中
心

に
円
座
し

て
そ

の
説
明
を
拝
聴

し

た
。

甑

に
把
手

の
あ

る

の
は

珍
中

の
逸
品
と
先
生

の
折
紙
付
き
、
副
主
任
格

の
高
埜
君
の
上
師
器
、

須
恵
器
に
関
す
る
話
な
ど
野
外
講
話
は
感
銘
深
い
勉
強
会

で
あ

っ
た
。

と
も
あ
れ

一
週
間
に
及
ぶ
発
掘
作
業

に
発
加
し
た

一
同
は
ぉ
誰
も

が
和
気
諸
々
裡
に
実
地

の
学
問
を
し
た
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
は
生
涯

又
と
な
い
有
意
義
な
体
験
で
あ

っ
た
と
思
う
。
尚
、
小
稿
は
遺
跡
発

掘
に
関
す
る
触
目
吟

で
あ
る
為
に
歴
史
語
を
文
中

に
多
く
用

い
た
こ

と
を
反
省
し

つ
つ
ペ
ン
を
欄
く
。

発

掘

に

思

う

成

島

謙

二

私
た
ち
玉
造

の
ル
ー

ツ
は
霞
ケ
浦
湖
岸

で
あ
る
。
霞
ケ
浦
が
た
ど

っ
た
、
海
か
ら
湖

へ
の
変
化

に

つ
れ
て
、
人
々
の
生
活
も
適
応
と
開

拓

の
歴
史
ド
ラ

マ
を
展
開
し

て
来
た
。
そ
の
遺
跡
を
尋
ね
る
と
、
古

代
海
底
が
隆
起
し
た
牡
蛎
殻
層
露
頭
地
を
始
め
、
旧
海
岸
線

の
貝
塚
。

縄
文
時
代

の
集
落
が
数
多
く
あ
る
。
そ
し
て
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

当
時

の
飲
料
水
に
は
、
あ
え
て

「
母
な
る
泉
」
と
言
え
る
泉

の
天
竜

の
御
手
洗
が
あ
る
。

こ
れ
は
千
三
百
数
十
年
昔
に
書
か
れ
た
常
陸
国

風
土
記
の
椎
井

の
池

で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
泉
を
水
源
と
し

て
、
次

第
に
低
地

へ
水
田
を
も
と
め

て
行

っ
た
弥
生
時
代

の
様
子
が
、
丁
寧

に
二
国
も
繰
返
し
書
か
れ
て
い
る
。
山

の
上
に
夜
刀
神
を
祖
り
、
今

は
水
源
が
涸
れ
量
が
少
な
い
が
、
三
十
年
程
前
迄
は
物
凄

い
湧
出
量

で
、
恐
ろ
し
く

て
近
寄
れ
な
い
程

で
ま
さ
に
神
代

の
昔
か
ら
動
か
ぬ

証
拠

に
ふ
さ
わ
し
か

っ
た
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
そ
の
泉
と
姥
ケ

谷
池

に
狭
ま
れ
た
長
者
屋
敷
と
い
う
伝
説
も
あ
り
、
古
代
か
ら
の
歴
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史
を
秘
め
る
原
地
区

の
台
地

で
あ
る
。
旧
文
化
遺
産
が
、
町
総
合
グ

ラ
ン
ド
と

い
う
新
文
化
財

に
生
ま
れ
変
わ
る
に

つ
い
て
、
町
が
行

っ

た
も

の
で
、
指
導
者
と
し
て
斯
道

の
権
威
海
老
原
幸
先
生

の
卓
越
ｔ

た
識
見
と
地
域

の
多
数

の
方

々
の
力

に
よ

っ
て
、
多
大

の
成
果
を
納

め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
、
又
発
掘

の
衝
に
当
た
ら
れ
た

方

々
、
特

に
沖
洲

の
高
埜
栄
治
君
が
学
生
時
代

の
研
究
と
経
験
を
生

か
し

て
の
御
協
力
、
御
多
忙
中
汗
を
流
し
て
協
力
く
だ
さ

っ
た
お
母

さ
ん
方
に
厚
く
お
礼
を
申
ｔ
上
げ
る
次
第

で
す
。

こ
と
に
今
迄
全
く

例

の
な
か

っ
た
飛
鳥
奈
良
時
代

の
住
居
跡
が
確
認
出
来
、

「
か
ま
ど
」

や
土
師
器
、
須
恵
器

の
破
片
が
多
量
に
発
掘
さ
れ
、
土
器

の
数
点
が

高
埜
栄
治
君

の
手

に
よ

っ
て
復
元
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後

の
玉
造

の

歴
史
解
明
に
大
き
な
手
掛
り
と
な
る
こ
と
確
信

い
た
し
ま
す
。

楽

し

か

っ
た
発

掘

作

玉
造
町
先
住
民
遺
跡
発
掘

の
話
が
あ
り
、
私
達
緑
丘
婦
大
会
も
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
科

の
勉
強
も
兼
ね
て
、
半
人
前

の
仕
事

し
か
出
来
な
い
同
志
が
、
ね
む
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
自
転
車

で
泉

ま
で
通

い
ま
し
た
。
毎
日
土
と
の
戦

い
で
し
た
。
黒
土
、
赤
土
、
粘

土
と
色
別
を
覚
え
た
り
、

ス
コ
ッ
プ
、
移
植
ゴ

テ
、
竹

ベ
ラ
、
何
に

使
用
す
る
の
か
、
不
思
議
な
道
具
が
沢
山
あ

っ
て
驚
き
の
毎
日
で
し

た
。
汗
に
ま
み
れ
、
土
に
ま
み
れ
て
、
何
が
好
き
で
こ
ん
な
事
や
る

の
だ
ろ
う
と
、
ふ
と
考
え
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
ひ
か
れ
る

も

の
が
あ

っ
て
通

い

つ
づ
け
ま
し
た
。
け
ず
り
過
ぎ
て
大
目
玉

の
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
が
経

つ
に

つ
れ

て
、
移
植
ゴ

テ
の
扱

い
方

に
も
な
れ
、
竹

ベ
ラ
を
使

っ
て
の
穴
掘
り
も
上
手

に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
移
植
ゴ

テ
に
全
神
経
を
集
中
し

て
の
作
業
、
本
当

に

生
や
さ
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
か
す
か
に
手
ご

た
え
が
あ
る
と
、
た
と
い
小
さ
い
土
器

で
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
出

入

日
、
柱

の
穴
、
か
ま
ど
、
次
々
と
発
掘
し
、
ど
ん
な
人
が
生
活
し

て
い
た
か
し
ら
、
飾
付

の
食
器
等
発
見
す
る
と
、
ど
ん
な
料
理
だ
ろ

う
と
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
。
二
千
前

の
ね
む
り
か
ら
さ
め
て
、
日

に
当

っ
て
良
か

っ
た
ね
と
、
心

で
声
を
か
け
て
黙

々
と
仕
事
を
続
け

ま
し
た
。

沢
山

の
先
生
始
め
各
婦
人
会

の
友
達
と
苦
楽
を
共
に
し
て
、
大
事

業
を
成
功
さ
せ
て
本
当

に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

皆
様
に
は
い
ろ
／
、

御
世
話
様

に
な
り
ま
し

て
有
難
う
御
座
居
ま

し

た

。
遺
跡

の
発
掘
作
業

に
参
加
し
て

国

府

田

　

は

　

つ

区
長
さ
ん
か
ら
こ
の
仕
事

の
お
話
を
伺

い
、

ア
ル
バ
イ
ト
の

つ
も

り
で
始
め
た
私

で
し
た
が
、
仕
事

に
出
掛
け
、
先
生
方

の
お
話
を
伺

う
に

つ
れ
、
改
め
て
こ
の
仕
事

の
重
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
仕
事
は

山

で
の
笹
刈
り
や
、
堅

い
土
掘
り
な
ど

の
単
純
作
業

で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
次
第
に
興
味
も
わ
き
、
出
上

の
期
待
を
持
ち
な
が
ら
先
生
方

の
指
導

の
も
と
、
作
業

に
取
り
く
み
ま
し
た
。
ま
た
掘
り
続
け

て
色

斉業

藤

き

み
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の
違
う
土
に
達
し
た
時
や
、
土
器
な
ど
に
ふ
れ
た
時
に
は
、
今
ま
で

の
疲
れ
や
暑
さ
も
忘

れ
て
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

今
、
発
掘
を
終
え
、
や
り
遂
げ
た
充
実
感
や
、
短

い
間

で
は
あ
り
ま

し
た
が
、

こ
の
仕
事

に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
が

で
き
て
よ
い
勉
強

に
、

ま
た
よ

い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

自
宅

へ
帰

っ
て
家
族
を
交
え
て
そ
の
日

一
日
の
作
業
内
容
や
先
生

方
か
ら
の
御
講
義
な
ど
を
話
し
合

い
、
遺
跡
発
掘

の
興
味
を
益
々
深

く
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
も

ひ
と
え
に
海
老
原
先
生
や
野
原
先
生
を
始
め
諸
先
生
方

の

献
身
的
ご
指
導

の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
成
島
先

生
か
ら
は
、
貴
重
な
資
料
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

原
遺
跡
発
掘
に
参
加
し
て

玉
造
町
緑
ケ
丘
　
　
古

　

森

　

士暑

恵

子

遺
跡

の
発
掘
を
す
る
と
聞
い
て
、
前
に
家
族

で
登
呂
遺
跡

へ
行

っ

た
こ
と
も
あ
り
、
前
か
ら

一
度
や

っ
て
見
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
近
所

の
お
母
さ
ん
達
を
誘

っ
て
参
加
し
ま
ｔ
た
。

先
人

の
使
用
し
た
お
椀
や
、
勾
玉
も
出
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
、

期
待

に
胸
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
発
掘
調
査
に
加
わ
り
ま
し
た
。

海
老
原
先
生
や
町

の
各
地
か
ら

の
有
志

の
み
な
さ
ん
、
教
育
委
員

会
の
先
生
方
と
共

に
共
同
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

霞
ケ
浦

の
見
わ
た
せ
る
枯
松

の
林

の
長
者
館

で
発
掘
が
は
じ
ま
り

ま

し

た

。

メ
ー
ジ
ャ
ー
で
区
画
が
測
ら
れ
、
篠
や
雑
車
が
刈
り
取
ら
れ
、
私
達

は
、
持
ち
区
が
決
め
ら
れ
、
唐
鍬
で
表
土
を
起
こ
し
は
じ
め
る
と
、

質
の
や
わ
ら
か
い
土
器
、
固
く
て
薄

い
ロ
ク

ロ
の
痕
の
あ
る
土
器
の

か
け
ら
が
出
ま
し
た
。
成
島
謙
二
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
ら
、

「
須
恵
器
で
す
ね
。
」
と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
内
側
が
黒
い
も

の
、
外
側
の
黒
い
土
器
も
出
ま
し
た
。

高
埜
栄
治
さ
ん
か
ら
は
、
斜
面
を
利
用
し
た
登
り
窯
で
焼

い
た
土

器
と
思
わ
れ
ま
す
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

上
の
色
の
変
化
に
気
を

つ
け
な
が
ら
、
移
植
ゴ
テ
で
け
ず
る
様
に

し
な
が
ら
少
し
ず

つ
掘
り
下
げ
ま
し
た
。
休
け
い
の
時
は
井
戸
水
の

氷
水
が
格
別
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

Ｂ
地
点
野
球
場
わ
き
の
駐
車
場
で
の
発
掘
は
、
四
十
セ
ン
チ
程
埋

め
立
て
ゝ
固
め
た
上
を
、
唐
鍬
や
万
能
で
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。

若
妻
会
の
人
達
と

一
緒
に
作
業
し
た
日
曜
日
の
午
後
、
出
入
り
口

か
と
思
わ
れ
る
土
の
色
の
変
化
と
小
さ
な
柱
の
あ
と
の
様
な
も
の
が

見
え
た
。
海
老
原
先
生
の
指
導
の
も
と
、
並
木
農
園
よ
り
の
道
路
の

方
向

へ
、
拡
張
作
業
が
行
わ
れ
た
。

地
元
消
防
団
の
人
達
も
発
掘
作
業
に
加
わ
り
、
固
い
上
の
掘
り
起

し
も
だ
い
ぶ
す

ゝ
み
、
土
器
の
か
け
ら
も
次
第
に
数
を
増
し
ま
し
た
。

土
器
を
頂
点
と
し
た
土
の
柱
が
林
立
し
、
遺
跡
の
発
掘
ら
し
さ
も
最

高
潮
に
な
り
ま
し
た
。
海
老
原
先
生
の
指
導
も
熱
を
帯
び
、
能
率
を

あ
げ
る
こ
と

ゝ
、
慎
重
に
発
掘
す
る
様
に
指
示
さ
れ
た
。
照
り

つ
け

る
陽
射
し
も
ま
ぶ
し
く
、
た
く
さ
ん
の
上
器
が
出
上
し
た
中
で

「
ど

う
や
ら
昔
人
の
住
ん
で
い
た
形
跡
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
説
明
が
あ
り
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ま
し
た
。
か
ま
ど
ら
し

い
も

の
も
出

て
き
ま
し
た
。

泉

の
井
川
芳
男
氏
所
蔵

の

「
こ
し
き
」
と
い
わ
れ
る
も

の
を
見
せ

て
い
た

ゞ
き
ま
し
た
。
外
部
に
は
　
み
が
き

の
痕
が
あ
り
、
把
手
も

あ
り
ま
し
た
。

ほ
ゞ
完
全
な
姿

で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い

先
人

の
遺
産

で
す
。

昼
食

に
は
、
早
起
き
し
て
蒸
か
し
た
赤
飯
を
杉

の
大
木

の
影

で
婦

人
会

の
人
々
と
持
ち
寄
り

の
自
然
食

の
お
か
ず

で
先
人
を
し

の
び
な

が
ら
食

べ
ま
し
た
。

海
老
原
先
生
が
出
上
し
た
土
器

の
位
置
と
深
さ
を
図
示
さ
れ
る
た

め
、
測
量
と
収
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
器

の
か
け
ら
に
掘
り
出
し
た
時

の
深
さ
を
鉛
筆

で
書
き
入
れ
、

割
れ
た
も

の
に
は
印
を
し
ま
し
た
。

土
器
と
上

の
柱
が
次
第
に
取
り

の
ぞ
か
れ
、
粘
土
質

の
固

い
地
面

が
出
ま
し
た
。
移
植
ゴ

テ
で
少
し
ず

つ
削
り
と
る
と
柱

の
跡
が
四
ケ

所
出
ま
し
た
。

か
ま
ど
も
は

っ
き
り
姿
を
あ
ら
わ
し
、
行
方
郡
で
は
じ
め
て
と

い

う
住
居
跡

の
発
掘
に
成
功
し
た
の
で
し
た
。
多
勢

の
人

の
力
が
実
を

結
び
ま
し
た
。

暑

い
日
差
し

の
中
、
固
い
土
を
掘
り
お
こ
し
た
り
、
な
れ
な
い
仕

事

で

つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方

の
御
指
導

の
も
と
、

土
器

の
こ
と
を
知
り
、
野
原
幸
之
助
先
生
か
ら
植
物
に

つ
い
て
も
教

え
て
い
た
ゞ
き
、
共
同
作
業

で
、
多
く

の
人
と

の
ふ
れ
あ

い
の
中

で
、

私
自
身
学
ぶ
事

の
多
か

っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

発

掘

作

業

に

思

う

玉
造
町
中
央
公
民
館
長
　
　
八
　
木
　
　
豊

昭
和
五
十
七
年
五
月
十

四
日
八
時
二
十
分
、
渡
辺
教
育
長
を
は

じ
め
、
関
係
者
全
員
が
集
合
し
て
発
掘
作
業
が
始
ま

っ
た
。
以
下
、

作
業

の
様
子
や
感
想
を
但
謡

に
託
し

て
み
た
。

一
、
何
故
に
知

っ
た
か
　
千
年
前

の

古
人
生
活

の
　
か
ま
ど
掘
り

一
、
古
人
偲
ん
で
　
か
ま
ど

の
前
に

焚
火
し
た
か
と
　
ンつ
ず
く
ま
る

一
、
誰
も
知
ら
な
い
　
場
所
か
ら
か
ま
ど

聞
け
ば
千
年
　
前

の
も

の

一
、
誰
が
付
け
た
か
　
か
ま
ど

の
中

へ

古
人
偲
ん
で
　
火
を
も
や
す

（
海
老
原
先
生
よ
リ
ノ
／
）

一
、
無
知
な
館
長
　
発
掘
作
業

掘
れ
ば
良
か
と
　
汗
流
し

（
八
木
よ
り
海
老
原
先
生
を
グ
し

一
、
無
知
な
人
夫

で
　
神
経
使

い

作
業
現
場
を
　
西
東
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発 掘 作 業 の よ う す 1

(渡辺教育長のあいさつ と海老原先生の諸注意 )

発 掘 作 業 の よ う す 2

(海老原先生,見事な手 ほどき)
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発 掘 作 業 の よ

(雨 の 日 の 学

３

　

＞

す

会

う

”雪

発 掘 作 業 の よ う

(平板実測の並木 さん ,

す 4

レベルを見る岡本先生 )
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発 掘 作 業 の よ

(ト レンチを設定 し,

う す 5

発掘にはげむみなさん方 )

発 掘 作 業 の よ う す 6

(作業 にも慣れ,移植 ゴテの手 さばきも軽やか )
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発 掘 作 業 の よ う す 7

(7つ 道具をた くみに操 る

海老原先生 )

発 掘 作 業 の よ う す 8

上の変化に気づき,何かあっ

たかと緊張するおかあさん方)
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編

集

後

記

私
た
ち
の
住
む
玉
造
町
は
、
遠

い
昔
か
ら
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て

お
り
、

そ
れ
ぞ
れ

の
時
代

の
様

々
な
生
活

の
足
跡
を
残
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
び
発
掘
調
査
を
行

い
ま
し
た
原
遺
跡

一
帯
も
、
乳
母

（
姥
）

の
懐
に
抱
か
れ
た
よ
う
な
温
暖
な
地

で
、
早
く
か
ら
文
化
が
開
け
ま

し
た
。

数
千
年
前
と
思
わ
れ
る

「
繊
維
土
器
」
も
出
上
し
て
お
り
ま
す
。

す

　

え

　

き

「
長
者
平
」
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
地
か
ら
精
巧
な

「
須
恵
器
」
も

出
上
し
、
付
近
か
ら
は

「
布
目
瓦
」
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
人
も

い
た
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

林
舎と
用
縞
犀
財
の
歌
（万
葉
集
）
に
「さ
き
む
り
に
発
た
む
さ
わ

ぎ
に
家
の
妹
が
業
る
べ
き
こ
と
を
言
は
ず
来
ぬ
か
も
」
と
あ
る
よ
う

に
隣
痛
と
な
っ
て
こ
の
地
か
ら
は
る
ば
る
策
鶏
離
（北
九
州
）
へ
妻

子
を
残
し
て
赴
い
た
人
も
い
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

遺
跡

の
前
に
倖
む
と
、
私
た
ち
の
遠

い
祖
先

の
槌
音
が
聞

こ
え
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
て
往
時
が
偲
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
松
風

の
さ

ゝ
や
き
」
さ
え
も
聞
か
れ
な
く
な

っ
た
今

日
、
そ
の
息
吹
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し

て

な
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
村

に
伝
わ
る

一
本

の
樹
、
湖
水
を
渡
る
そ
よ
風
、
遠
く
に

見
え
る
お
寺

の
屋
根
…
…
…
こ
う
し
た
自
然
と
歴
史
が

一
体
と
な

っ

た
景
観

（
歴
史
的
環
境
）
を
私
た
ち
は
大
切

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
環
境
が
私
た
ち

の
心
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
地
域

の
文

化
も

こ
れ
を
基
盤
と
し

て
芽
ば
え
、
育

っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

開
発
も
ま
た
大
切
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
都

市
化
傾
向
の
波
の
中
で
、
歴
史
的
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
単
な
る

保
護
よ
り
む
し
ろ
、
積
極
的
に
創
造
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
要
す
る
に
、
人
間
が
生
き
る
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
社
会
を

い
か
に
創
造
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し

ょ
う
か
。

本
発
掘
調
査
は
色
々
な
意
味

で
困
難
を
き
わ
め
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
短
期
間

の
う
ち
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
海
老
原
幸
先
生

の
献
身
的
な
御
努
力

の
賜

に

他
な
り
ま
せ
ん
。

連
日
、
夜
を
徹
し
て
の
お
仕
事
ぶ
り
を
今
で
も
よ
く
思
い
浮
か
べ

ま
す
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
本
報
告
を
少
し
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

も
の
に
し
た
い
と
い
う
先
生
の
御
配
慮
の
も
と
に
、
野
原
幸
之
助
先

生
、
高
埜
栄
治
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
お
蔭
さ
ま
で
ュ
ニ
ト
ク
な
報
告
書
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
皆
様

と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
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更
に
、
本
遺
跡
が
心
な
い
仕
打
ち
に
よ

っ
て
消
失
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
並
木
亨
様
は
じ
め
，、

地
元
の
皆

様
、
そ
し
て
、
発
掘
作
業
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
シ
ル
バ
ー
会
の
方

々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ぞ
、
作
業
等
を
通
し
て
、
遠
い
祖
先
の
生
活
を
肌
で
感
じ
ら
れ
、

貴
重
な
体
験
を
な
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
町
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
ヽ
渡
辺
教
育
長
自
ら
が
鍬
、

万
能
を
ふ
り
か
ざ
し
て
作
業
に
直
接
た
ず
さ
わ
る
と
い
う
真
摯
な
態

度
と
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
御
理
解
と
あ
い
ま

っ
た
こ
と
が
今
回
の

成
果
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
発
掘
の
た
め
に
蔭
に
陽
に
御
指
導
い
た
ゞ
い
た
県
文

化
課
及
び
鹿
行
教
育
事
務
所
の
先
生
方
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
文
化
財
に
つ
い
て
の
認
識
を
よ

り

一
層
深
め
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
出
土
し
た
貴
重
な
数
多
く
の
資
料
は
、
皆
様
方
の
精
神
を
く

ん
で
、
よ
り
よ
く
保
存
、
活
用
を
図

っ
て
い
き
た
ド
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
こ
の
小
冊
子
が
町
民
の
皆
様
方
に
と

っ
て
郷
上
の
歴
史
、

文
化
を
知
る
上
で
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
念
願
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

（
川

島

先

則

）

発

掘

調

査

関

係

者

名

簿

象

稔

）

○
団
　
長

○
調
査
主
任

○
調
査
員

Ｏ
協
力
員

Ｏ
作
業
員

○
事
務
局

渡
邊
　
正
則

海
老
原
　
幸

堤

　

　

一
郎

野
原
幸
之
助

小
沼
　
義
幸

井
川
　
芳
男

斉
藤
　
キ
ミ

石
田
は

つ
子

国
府
田
は

つ

小
林
　
芳
江

松
本
登
志
子

渡
辺
　
俊
子

田
神
　
正
江

大
場
　
広
子

大
場
久
美
子

高
野
　
　
博

稲
葉
　
ヤ
イ

茂
本
　
要

一

石
川
　
恭

二

石
田
　
泰
雄

並
木
寿
美
子

（
玉
造
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）

（
鹿
行
文
化
財
保
護
連
絡
協
議
会
長
）

前
島
道
之
助
　
　
成
島
　
謙
二

並
木
　
　
一予
　
　
一局
埜
　
栄
治

岡
本
　
　
保
　
　
新
堀
慶

一
郎

（
鹿
行
教
育
事
務
所
）

大
場
　
正
康
　
　
成
島

　

一
夫

武
井
り

つ
子
　
　
滝
崎
ま
さ
子

今
泉
　
と
き
　
　
杉
山
　
キ
ミ

細
谷
と
よ
子
　
　
塙
　
　
マ
キ

古
森
喜
恵
子
　
　
代
々
城
か
ね

高
崎
　
令
治
　
　
一局
崎
み
ち
子

渡
辺
　
次
子
　
　
一局
崎
ミ
ヨ
子

大
場
美
代
子
　
　
飯
島
　
久
子

飯
島
　
さ
よ
　
　
成
島
　
和
枝

橘
川
み
さ
子

八
木
　
　
菫
里
　
　
田
山
　
信
男

鈴
木
　
一見
然
　
　
若
泉
　
　
一予

栗
又
　
敏
治
　
　
川
島
　
先
則

田
宮
　
光
江
　
　
中
野
　
正
史

高
塚
喜
代
子
　
　
池
畠
　
五
夫

舘
　
ひ
ろ
美
　
　
斉
藤
ふ
さ
江
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